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　真白き月が照らす夜だった。

　みなが寝ね静しずまったころ、透とお子こは邸やしきから抜ぬけ出した。

　赴おもむいた先は裏手の神社だ。そこでひとり境けい内だいの石いし畳だたみに佇たたずみ、満ちた月を眺ながめやる優美な立ち居。その姿を見つけるなり、透子は思わず笑え顔がおをこぼした。

　姫ひめ宮みやさま──

　そう呼びかける前に透子に気づいた彼女は、しずかに射ぬ干ば玉たまの髪かみを揺ゆらして振ふり向いた。

「今こ宵よいもいらしたのですね」

「はい！」

　彼女は五つの透子より二つ三つばかり年上、しかしまだ幼いながらも水みず際ぎわ立だった美び貌ぼうは、降ふりそそぐ月の光に輝かがやき、さながら月つき世よの住人のようだった。

　事実、彼女は透子の知らない世界を知っていて、透子はその晩も古びた社やしろの階きざはしに腰こしを下ろすと、さっそく口を開いた。

「〈宮中〉って、どのようなところなのですか？」

　宮中は父とう様さまがお仕事に通うところ、くらいにしか思っていなかったが、午ひるに見た絵巻物の中の宮中はいままでの想像とまったくちがう、絢けん爛らん豪ごう華かで煌きらびやかな世界だった。

　姫宮は月から降りてきたばかりのように穢けがれを知らない存在だが、月世の住人などではなく、昔は宮中にいたと聞いている。

　姫宮は「そうですね……」とやや思案すると、整った唇くちびるをひかえめにひらいた。

「宮中ではあまたの妃きさきや女によ人にんが着き飾かざり、彩いろどりを競きそう華はなやかな場所でした。毎日のように殿でん舎しやのどこかで歌合わせや香こう合あわせがひらかれて、幼い童わらわたちも貝合わせをしたり、絵巻物をひろげたり──」

　姫宮の涼すずやかな声こわ音ねで語られる世界を、透子はうっとりとして聞いた。

（いいなあ……わたしも行きたいな）

　神に祈いのりを捧ささげるいまの姫宮の衣い裳しようも美しいが、宮中様ようの衣ころもを重かさねた姿はいかばかりだろう。

　もし姫宮が中ちゆう宮ぐうとなれば宮中はいっそう華やぐにちがいない。

　透子自身もまた十じゆう二に単ひとえを身にまとい、姫宮の側で女によう房ぼうとしてお仕えする姿を想像すると心が沸わきたち、

「はやく宮中におもどりになれるといいですね」

　頰ほほを上気させてそう告げると、しかし姫宮はかすかに首を横に振った。

「──もはや、私わたくしが宮中にもどることはないでしょう」

「えっ、どうしてですか？」

「私の存在は宮中の〈和〉を乱しますから」

「和──ですか？」

　思いがけない言葉に問い返す。すると、

「ええ。宮中はこの国の行く末を左右する場所、どこよりも穏おだやかであらねばなりません。乱れはなによりも避さけるべきことです」

　いつもたおやかな彼女にはめずらしく、姫宮はきっぱりと告げた。

「私は父の障さわりとなるわけにはいきませんから」

（そうなんだ……）

　しかしながらいまだ幼い透子は、姫宮の話を半分も理解できていなかった。

　わかったことは、ただひとつ。

（──宮中って〈和〉が大切なところなのね）







　その〈和〉が乱れたときにどうなるか。

　領地に下った透子は現実を突つきつけられた。

　宮中の権力争いから生じた戦い、それは京のみならず地方にも波は紋もんを広げ、透子の住まう領地にまでやってきたのだ。







『姫様は〈表〉においでになってはなりませぬ』

　──〈表〉は男の世界、女おな子ごは〈奥〉にいるものですから。

　領地に来てから数カ月、そのしきたりとやらにしたがって、透子は高台の屋形の〈奥〉から出ることを許されなかった。

　京の邸よりも窮きゆう屈くつな毎日。しかし郷に入りては郷にしたがえ、そんな父の言いつけを守って、透子は屋形の奥で暮らしていた。しかし、

「戦がはじまった……？」

　藤ふじ原わら氏が強ごう引いんな手段で政敵を追い落とした。それが原因ではじまった戦は都にとどまらず、地方にまでひろがってきた。

　奥勤めの侍じ女じよたちが中表に手伝いに走る姿を見て、透子ひとりが奥にこもっていることなどできなかった。

　腰ほどまでも伸のびた長い髪を結ゆわえ、袖そでをたすきで結んで中表に駆かけつける。すると中表の広間にはところせましと蓆むしろが敷しかれ、無数の武士もののふたちが横たわっていた。

　男たちの苦しげなうめき声、暑気とないまぜとなった血ち汗あせのにおい──

　広間に入るまでもなく廊ろう下かにまで漂ただようそれに、透子は足がすくみかけたが、

「姫様、近づいてはなりませぬ！」

　侍女の声に我われに返り、反射的に叫さけび返した。

「こんなときまでお姫様あつかいしないでっ！」

　ここは貴族たちの住まう都ではない。都から離はなれた領地、しかも戦の最さ中なかだ。〈姫〉などという肩かた書がきにいったいなんの意味があるだろう？

　姫と呼ばれ、匿かくまわれるばかりでなにもできないなんて嫌いやだ。

「なにかわたしに手伝えることはない？」

　あきらかに人手が足りていない状じよう況きようだ。しかし幼い姫にやらせてよいものか、判断つかない侍女たちは困こん惑わくの表情を浮うかべるばかりで返事がなかった。

　なんの役にも立たない自分に透子が歯は嚙がみしたそのときだ。

「透子！」

「龍りゆう！」

　呼んだのは、惣そう領りよう息むす子この龍りゆう王おう丸まるだった。

　龍王丸はまだ十歳になったばかり、初うい陣じんにはまだ早いと戦に連れてもらえなかったらしい。

　どうしておまえがここにいるのかと驚おどろきに目を丸くしていた龍王丸に、透子は叫んだ。

「なにかわたしにできることはない!?」

　自分はまだ非力な子どもにすぎない。けれどそんな自分にもきっと手伝えるなにかがあるはずだ。

　その覚かく悟ごを龍王丸は目で悟さとると、

「桶おけをありったけ持ってこい！」

「わかったわ！」

　その命令に、透子ははじかれたように踵きびすを返した。




　言われるままに桶を持ち、水を運ぶ。湯を沸わかし、怪け我が人の泥どろをぬぐう。

　怪我の治ち療りようは大人の侍女たちの仕事で、透子は傷口を見ることはなかったが、室内に満ちる血のにおいとうめき声で、その痛みは伝わってきた。

「ありがとうございます。姫様は精がでますなあ」

　そう言って笑顔を見せてくれる人は、その日のうちに広間からいなくなった。より重い怪我を負った者に場所を明あけわたすためだ。

　透子は、来る日も来る日も運ばれてくる怪我人を清めつづけた。何日くりかえしてもその仕事が尽つきることはなく、日を追うにつれて笑顔を見せる者はすくなくなっていった。

　──そしてその晩も水みず瓶がめを運んでいた透子は、裾すそを摑つかまれた気がして足を止めた。

　手の主は頭に大きな傷を負っていて、全貌はわからないが、二十歳はたちばかりの若者のようだ。

　巻かれた包帯にも血が染しみ出て、声も出せる状態ではない彼は、横たわったまま手を伸ばして透子を引きとめた。

「どうかしたの？」

　透子は板の間にひざまずいて訊たずねる。すると声を出せない彼は、ふるえる指で透子が抱かかえていた水瓶を指さした。

「水が欲しいのね？」

　かすかにうなずくのを見て取って、透子は水瓶から水を杯さかずきに移し、男の頭を自分の膝ひざ上うえに載のせて杯を口くち許もとに当てる。

　ふるえる男のくちびるが、傾かたむけた杯をかすかに吸い、男の目許が安らいだ。

　ありがとう───

　かすかな息で告げられた感謝の言葉に、透子が微笑ほほえみかえしたその瞬しゆん間かん、




　──透子の世界が、朱あけに染まった。




（え……？）

　一いつ瞬しゆんの出来事に、なにが起きたのかわからなかった──いや、わかりたくなかった。

　ぬるりとしたなにかが透子の頰を伝つたう。

　どろりと視界が朱あけ色いろに歪ゆがむ。

　膝の上の若者はさらに赫あかいそれを吐はき出しつづけ、透子がなすすべなく見つめる先でやがて彼は動かなくなり、透子の膝に載った頭がにわかに重みを増した。

「──姫ひめ様！」

　呆ぼう然ぜんとする透子に、事態に気づいた侍女たちが駆け寄ってくる。

　侍女はあわてて若者を引きはなして、手巾てぬぐいで透子の顔をぬぐう。その手巾もまた朱一色に染まっていた。

　透子が呆然と見おろすと、若者は口こう端たんから血をこぼし、やがて微び動どうだにしなくなった。

「亡なくなった、の……？」

「さあさ、姫様、水場にまいりましょう」

　侍女たちは透子の問いには返さず、視界をさえぎるように透子を囲ってうながす。

　透子が呆然としたまま立ち上がると、侍人がついてこようとしたので、

「ひとりで大だい丈じよう夫ぶよ。お手伝いをつづけてちょうだいな」

　透子はそう告げて濡ぬれた手巾を受け取ると、広間をあとにした。




　陽ひはとっくに落ちていた。しかし篝かがり火びは焚たかれているし、井い戸どの位置はよくわかっている。もう何度も往復した道だ。

　透子は井戸に向かい、水をくみ上げて桶に移して、顔を洗う。

　心をあの場に置き去りにしたまま木偶でくのように何度も何度も洗っていると、そのときふっと夜風が駆け抜ぬけて、我に返った。

　その風の冷たさに、透子はいつしか夏が終わっていたことを知った。

　空を見上げると、屋形を覆おおう木々の先に月があった。あまりにも大きな満ちた月が、地上を照らしていた。

（ああ、今日は……）

　京にいれば、薄すすきを飾かざり、丸くこねた餅もちを食くらいながら楽しく見上げるはずの月だった。

　透子は洗い流した頰ほほに指を伸ばす。

　触れるのは井戸水に濡れて冷え切った指先、しかしそこにはたしかに先ほどまで熱があった。

　ぬめった血の温ぬくみ──透子の頰を伝う血は熱を帯びていた。あの若者の命の灯ともしびが産みだした熱だ。

（──なのに、どうして）

　ありがとうって言ってくれたのに。ついさっきまで自分のこの膝の上にいたのに、どうして命をつなぎとめることができなかったのだろう。

（生きて、いたのに──）

　冷えた頰に、涙なみだが伝う。

　広間から軀むくろとなって運ばれてゆく者はあの男だけではない。いままでにもたくさんあったことだ。

　ただ幼い自分の目の前でこと切れることがないよう、侍じ女じよたちが気き遣づかってくれていた。

　あのような光景は、広間だけでなく、領内のいたるところでひろがっている。

　どうしてこのようなことになったのか？　──戦いくさがあるからだ。

　どうして戦になったのか？　──京が原因だと聞いたことがある。

　この戦は宮中の乱れが原因で起きたもので、都の戦が地方にひろがってきたのだと。

（これが〈和〉が乱れるということなの？）

　煌きらびやかで憧あこがれの場所だったはずの宮中。しかし透子のなかでちがうなにかへと変わってゆく。

　血は穢けがれだ、死は忌いむべきものだなどと大おお騒さわぎしていた日々が遠く感じられる。

（わたしにはどうすることもできないの？）

　しかし戦の原因は宮中、宮中から遠く離れたここでできるのは、失われゆく命を見送ることだけだ。

（──こんな毎日は嫌）

　透子が水桶を見下ろすと、水面みなもに丸い月が浮かんでいた──血色に染まった赤い月だ。

　京で美しいと見上げていたはずのものが、領地ここではあまりにもちがって見えた。
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（こんな色の月も嫌）

〈和〉を守るために宮中を出て、裏手の神社にいるという姫宮。その月世の住人であるかのような彼女と、彼女の心を汚けがすような月は見たくなかった。

　見たくない。けれどもここで命を見送っているだけではなにも変わらない。

（──もし戦の原因が宮中にあるというなら）

　透子はくちびるを嚙かみ、血色の水に濡れたこぶしを握にぎりしめた。




（わたしは宮中に行くわ）







[image: 第一章　あや吹き乱る春風の]




「では失礼つかまつります」

　あいさつを終えた透子が弘こ徽き殿でんの御み簾すをくぐると、きれのよい鶯うぐいすの鳴き声が聞こえた。

　根ね雪ゆきが消え、肌はだ寒ざむさがやわらぐとともに心の壁かべもゆるんでくる。透子は晴れやかな気持ちで、春の息い吹ぶきをおおきく吸い込んだ。

（うーん、やっぱり平和が一番ね）

　七しち星せい剣けん窃せつ盗とう事件も片がつき、いまの宮中はいたって穏おだやかだ。

　事件の主犯の近この衛えの中ちゆう将じようは、物もの忌いみというかたちで出仕を控ひかえており、弘徽殿も中将あにの不ふ祥しよう事じの経緯いきさつを知っているのか、比ひ較かく的てきおとなしい。

　とはいえたがいの主あるじが帝みかどの寵ちよう愛あいを競きそう間あいだ柄がら、あいかわらず嫌いやみは飛んでくるものの、受け止める透子には、いままでよりも心に余よ裕ゆうがあった。

　宮中は敵ばかりというわけではない──そうわかったから。

　敵ではないその存在が脳のう裏りをよぎり、心にあたたかいものが灯ともる。それとともに頰ほほがゆるんだ気がして、透子ははっとした。

（弘徽殿こんなところで気を抜いてどうするの！）

　透子は気持ちと表情を立てなおすと、毅き然ぜんと面おもてをあげて簀すの子こ縁えんに歩ほを進める。

　このまま波風が立たないといいのだけれど……と願った透子だったが、願いもむなしく、局つぼねの前を通りかかると、女によう房ぼうたちのわざとらしい話し声が聞こえてきた。

「まあ、なんてあつかましい」

「弘徽殿の女によう御ご様がいらっしゃるのに遠えん慮りよがないこと」

「これだから分をわきまえぬ者は」

（え、どういうこと？）

　あからさまに透子に聞かせるための会話だが、いつものお決まりの嫌みとは様子がちがう。

（なにがあったのかしら？）

　透子は御簾をまくりあげてでも理由を訊たずねたかったが、

（ここは我が慢まん我慢）

　と胸におさめると、まっすぐに梅うめ壺つぼにもどった。

　事情を聞くならば、まずはおなじ梅壺に勤める女房からだ。

　しかし透子が梅壺にもどると、女房たちはものものしい様子で簀子縁に集まっていた。

「なにかあったのですか？」

　透子が訊たずねると、年上の女房たちが輪をといて透子を招き入れる。そして輪のなかにあるものを見るなり透子は息を吞のんだ。

　──そこにあったのは、泥どろに汚よごれた数々の衣ころもだった。

「洗いものを乾かわかしているうちに汚されてしまったようで……」

　女房はそう言うが、根雪はとうに溶とけているし、ここ数日は雨も降っていない。なのにこの汚れようは、とても干し物を地面に落としただけではない。意図的に泥で汚したのだ。

　申し訳ございませぬ、と雑ぞう仕し女めが庭で平へい伏ふくしてふるえている。

　女房たちも「いかがいたしましょう」と困こん惑わくするばかり、そんな女房たちに代わって、透子は雑仕女に告げた。

「今日は風が強いみたいね。今日の替かえは大だい丈じよう夫ぶだから、これをもう一度洗ってもらえるかしら？」

「はっ、はい！」

　風のしわざだと許してもらえたことに安あん堵どして、雑仕女はかしこまって洗せん濯たく物ものを受け取ると、足早にその場をあとにする。

　しかし残された女房たちは、なおも不安の色を隠かくせずにいた。

「いったいだれがあのような……」

　ただの雑仕女の失態ならまだしも、姿の見えぬ者から悪意を突きつけられたのだ。不安になるのも無理もない。

「あの、この一件と関係があるかどうかはわかりませんが、先ほど訪おとずれた弘徽殿で、不ふ穏おんな会話を耳にいたしました」

「弘徽殿で？」

「はい。弘徽殿の女御様に遠慮がない、分をわきまえぬ者──と、わざと聞かせるように。なにかお心当たりはございませんか？」

　そう告げると透子は女房たちを見まわした。しかし女房たちは顔を見合わせて、首を横に振ふるばかりだ。

「たしかに昨夜のお召めしも更こう衣い様でしたが、そのほかは特には……」

　透子の主である梅壺の更衣・紗さや子こは、特に帝の寵愛が深い。弘徽殿の女房から嫉しつ妬とを買う立場なのは事実だが、紗子の夜のお召しが多いのは昨日今日にはじまったことではない。

（じゃあほかになにか原因が？）

　考えてみたが、なにも情報がない状態ではらちが明かない。

　おたがいに身のまわりに気をつけるように注意しあって、女房たちはそれぞれの仕事にもどってゆく。

　そして透子がひとりになると、それまで抑おさえていた感情がふつふつと湧わきあがってきて、怒いかりが爆ばく発はつした。

（なんなのこの嫌がらせは!?）

　雑仕女には大丈夫だと言ったものの、それは不幸中の幸いで、たまたま新たな衣を仕立てたばかりだったからだ。

（遠慮ってなんなの!?）

　女房たちに明言は避さけたが、いままでも弘徽殿からの嫌がらせは何度もあった。

　とげとげしさを増した弘徽殿の女房たちの口ぶりと今回の洗いものの件、関係がないとはとても思えない。

（あとから乗りこんで来たのはそっちでしょう!?）

　梅壺の更衣である叔母おばの紗子は、はじめは中ちゆう宮ぐうに仕えていて、中宮亡なきあと今きん上じように望まれてお側そばに上がった。

　そのときすでに今上は各かく家いえから女御を迎むかえ、幾いく人にんもの御子がいたし、跡あとを継つぐべき東宮もいた。権力争いは無益とばかりに後宮も穏やかにたもたれて、このまま波風立つことなくいずれ東宮に御み世よが移るはずだった。

　そこに入じゆ内だいしてきたのが藤原左大臣の孫まご娘むすめ、弘徽殿の女御だ。

　藤原左大臣は孫娘をごり押しで入内させると、紗子の女御宣せん旨じを阻はばんだ。のみならず弘徽殿の女御は中宮か皇后となるのが当然とばかりに勝手にふるまい、はやく皇子を生なし、誕生のあかつきにはその子を次の東宮位につけようと躍やつ起きになっている。ほかの女御や更衣への嫌がらせや、実家の権力をかさにきた圧力などは、日常茶さ飯はん事じだ。

　透子は湧きあがる怒りに、こぶしをふるわせた。

（藤原氏あのひとたちはどうして権力ばかり追い求めるの──）

　なぜ一女御という立場では満足できないのか。

　十年前の、京のみならず領地にまで拡大した戦いくさ。あの戦は、藤原氏が権力を得るために強ごう引いんな手段を取ったために起きたものだ。

　戦に巻きこまれて死んでいった領民たち──藤原氏の権力争いさえなければ、失われるはずのなかった命だ。彼らのことを思うと、胸が詰つまる。

（藤原氏は宮中の〈和〉なんてまったく考えてない……）

　宮中には皇族やほかの氏族の者もそれなりにいるが、すでに重職は藤原氏に押さえられたかたちだ。あの貪どん欲よくな藤原氏のこと、自分たちに形勢が傾かたむけば、すべての地位を一族で固めてしまうだろう。

　現に権力を手に入れた彼らは、帝に次々に娘を送りこんで、外がい戚せきの地位を固めはじめている。いずれは帝さえも傀かい儡らいにしてしまうにちがいない。

　そして藤原氏の強引なやりくちに、やがてまた地方で戦が起きる──

（──そんなこと、させてなるものですか）

　しかし、あまりに強大な藤原氏に対し、透子ができることなどかぎられている。

　まずは領民を守るために、政の動きをこと細かに領地に──領地を守る龍たつ尚ひさに伝え、早めに手を打って戦に備えてもらうこと。

　そして紗子を守り抜ぬき、後宮を藤原氏と弘徽殿の女御の思いどおりにさせないことだ。

（叔母さまの身のまわりに気をつけなきゃ。お食事も心配ね）

　過去に食しよく膳ぜんに悪いものが盛られていたことがあり、毒見で口にした女房が数日寝ね込こんだ。あれがもし紗子の口に入っていたらと思うとぞっとする。

　女房勤めをしていた紗子は後宮の陰いん湿しつな嫌いやがらせに慣れているかと思いきや、驚おどろくほど純じゆん粋すいな心の持ち主だ。名実ともに後宮の頂点だった中宮の下もとで、穏おだやかに暮らしていたのだろう。

（けれど叔母さまはそれでいいの）

　紗子の笑え顔がおはほんわりとした陽ひだまりのよう、今上もそのような紗子に惹ひかれたにちがいない。

（叔母さまのお心が曇くもることがないようにしないと）

　紗子への風当たりが強いなら、自分が盾たてとなり風を防げばいい。

（嫌がらせなんて、慣れているもの──）

　と、透子が苦い思いを飲み込んだそのときだ。




「小こ町まち殿どの」




　突とつ然ぜんの呼びかけに、透子ははっとふり返る。そしてそこにいた公きん達だちの姿を見てほっとした。

　いたのは朱雀すざく院いんの宮みやだった。

　桜色の直衣のうしに落ちついた葡萄えび染ぞめの下した襲がさねを合わせ、若々しい色合いを上品に着こなしている。宮中にときめく二に品ほん兵ひよう部ぶ卿きようの宮にふさわしいいでたちだ。

　しかし春めいたあかるさをまとった朱雀院の宮は、透子の様子を見るなり表情を翳かげらせた。

「大丈夫ですか」

「なにが、でございますか？」

「なにやら傷ついておいでのようでしたので」

　その指し摘てきに、透子は息を吞む。しかしすぐさま笑顔を作ると、「そのようなことはございませんわ」と否定した。弱っている姿を見せるわけにはいかない。

　だが朱雀院の宮はそんな透子を見やると、ぽつりと告げた。

「──来てよかった」

「え？」

「気を張ることはありません。おひとりで抱かかえ込む必要はないのですから」

「──！」

　透子は驚きに目を瞠みはった。

　弱い者は図にのって叩たたかれる、つけこまれればさらに嫌がらせがひどくなる──それが透子にはあたりまえの世界だった。

　嫌がらせに対してなんでもないことのようにふるまう。透子はそうやって何年も戦ってきた。それはもはや習性だ。

　しかし透子に向けられた穏やかな瞳ひとみは、透子の警けい戒かい心しんをいともたやすく乗り越こえてきた。

「また風当たりが強くなっているのではありませんか？」

　朱雀院の宮の声こわ音ねが心に染しみ入ってくる。

　朱雀院の宮は敵ではない──そのことは七星剣の一件でわかっている。この人に対して気を張る必要などないのだと。

　染みわたるぬくもりに透子は表情をゆるめると、「そうですね」と素す直なおに認めた。

「弘徽殿に目の敵かたきにされているようです。そして今日もまた嫌がらせがありました」

　七星剣事件のときに朱雀院の宮から指摘を受けたとおり、透子自身が波風を起こさないようにいっさい口を挟はさんでいないし、弘徽殿と関かかわってもいない。

　近この衛えの中ちゆう将じようの処分にしても、罪の重さを考えれば職を解かれてもおかしくなかった。かなり藤原氏に配はい慮りよされた処分となったかたちだ。透子が恨うらまれるいわれもない。

「理由がわからず困こん惑わくしております」

　そう告げると、朱雀院の宮は「やはり」とうなずいた。

「え？　やはりということは、なにか原因があるのですか？」

「ええ。昨日、主上の御ご前ぜんでおっしゃった方がおられるのです。梅壺の更衣を女によう御ごにされてはいかがか──と」

「ええ!?」

　寝耳に水だった。

　たしかに紗子は摂せつ関かん家に連なる生まれ、女御になれる出自だ。しかし藤原左大臣が姪めいの紗子ではなく孫娘の弘徽殿の女御を押しているため、紗子は肩かた身みの狭せまい思いをしている。

　紗子が不ふ遇ぐうな身の上にあることは、宮中内で触ふれる者のない禁きん忌きであったのに──

（いらないこと言ったのはだれ……!?）

　透子がいくら波風を立てないようにおとなしくふるまっていても、波風はあずかり知らない場所ですでに立っていたらしい。

「おっしゃったのはどなたですの？」

　よほど宮中の空気を読んでいないのか、遠まわしな嫌がらせか。

　内心憤ふん慨がいしながら透子が問うと、返ってきたのは意外な名だった。

「〈帥そちの宮みや〉です」

「……帥の宮？」

　京からはるか遠く、国の西の果てにある大だ宰ざい府ふ。そこを治める者を大だ宰ざいの帥そちといい、親王が大宰帥に任じられると〈帥の宮〉と呼ばれる──ということは知っているが、まったく聞きおぼえがない。

「帥の宮様は宮中にいらっしゃいましたかしら？」

「いえ、普ふ段だんは大宰府においでです。このたび新年のご挨あい拶さつにと都におもどりになり、久方ぶりに主上とお話をなされて、そのときに」

　その場で紗子の女御宣旨の話が出たということだ。

（またそんな波風を立てるようなことを……いまの帥の宮様ってどなただったかしら？）

　けっして出自が低くない親王のはずだが、思い浮うかべようとしても記き憶おくにない。

　そんな思いが顔に出ていたのだろう。朱雀院の宮が教えてくれた。

「いまの帥の宮は今きん上じようの叔父おじ、私にとっては大叔父にあたるお方です。小町殿が宮中にいらっしゃる前に帥の宮におなりになって大宰に赴おもむかれたので、ご存じないかと」

（大叔父……ってことは、朱雀院の宮様のひいおじいさまの御お子こってこと？）

　朱雀院の宮の曾そう祖そ父ふも帝みかどだったが、今上即そく位いまでに兄弟間で代だい替がわりが幾いく度どもあったので、何代前の帝かおぼえていない。

　まさか朱雀院の宮の祖父世代の皇子がまだ存命だったとは知らなかった。年老いた身での京と大宰府との往復は、さぞ難なん儀ぎしたことだろう。

「帥の宮は、筋目に沿って身分を整えるのがよろしかろうとおっしゃいまして」

「それが藤原左大臣を刺し激げきしたということですね……」

「ええ。その場は皇族同士の他愛たわいない会話だったのですが、どこからか左大臣の耳に入ったようです」

　そして左大臣から聞きつけた弘徽殿が、神経を尖とがらせはじめたということだ。

　たしかに筋目に沿えば紗子は女御となっている身、睨にらみをきかせる藤原左大臣に遠えん慮りよしてだれも言えないことを帥の宮はずばっと言ってくれた。

（さすがに大宰府住まい、宮中の空気を読まない発言よね）

　年輩者にありがちな、先例を尊ぶガチガチの頑がん固こ者ものなのだろうか。

「ありがたいお言葉ですけれど、そのお言葉があらたな問題を引き起こさないといいのですが……」

　そのとき、殿でん舎しやのむこうにひとりの公達が通りかかり、透子は言葉を止めた。

（あ、お若い……）

　公達の年は二十歳はたちばかり、しかし年のわりに立ち居が落ち着いていてそれなりの身分のようでもある。

　背せ丈たけはすらりと高く、涼すずやかな目鼻立ちで、目を惹ひく容姿をした公達だ。

（どなたかしら？）

　見覚えがない。弘徽殿のほうから現れたということは、弘徽殿の女御に連なる者──藤原一門だろうか。
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　その視線を察したわけでもないだろうが、公きん達だちはふと透子たちの存在に気がつくと、やわらかな笑みを浮かべ、近づいてきた。

　透子は女によう房ぼうのたしなみで扇おうぎを開けて顔を背そむけると、朱雀院の宮が透子の一歩前に出て姿を隠かくしてくれた。

「やあ、こんなところで君と会うなんてね」

　公達はどうやら朱雀院の宮の知り合いだったらしい。「君にも通う先ができたのかな」などと朱雀院の宮に気安い口をきいている。

（……どなた？）

　朱雀院の宮は今上の一の宮、よほど親しい間あいだ柄がらでなければ気安く話せる相手ではないし、身分がそれなりでこの容姿ならば、すくなからず女房たちの間で噂うわさになっているはずだが耳にしたことがない。

　しかしその疑問の答えは、朱雀院の宮の口から明かされた。

「帥の宮様こそおめずらしいですね」

（ええ!?　この方が帥の宮様……!?）

　透子は呆ぼう然ぜんとした。

　つい今しがた大叔父だと──曾祖父の子だと聞いたような気がするのだが、どう見ても若い。

「帥の宮様もこちらにおいでになるのは久方ぶりなのではないですか」

「そうだね。久方ぶりすぎて忘れられてしまったようだよ。花の色は昔ながらに──といったところかな」

　──花の色は　昔ながらに　見し人の


　心のみこそ　うつろひにけれ──



　花は昔のように咲さいているのに、その心は変わっていた、という恋こいの歌だ。帥の宮はその歌をほのめかされて、恋人につれなくされたのだろう。

　だが帥の宮はしかたないとばかりに苦く笑しようを浮かべるばかりで、恨みに思っている節はなく、そしてその面は近くで見てもやはり二十歳ばかりにしか見えなかった。

（えっと、今上が三み十そ路じ半ばでいらっしゃるから、今上の叔父様ってことは、すごく若作りでこう見えて実は四十超ごえ……とか？）

　それにしてはお目め許もとに皺しわらしきものもないし──と扇の陰かげから探さぐりながらも、事情がわからない透子が頭の中をぐるぐるさせていると、帥の宮がにこりと微笑ほほえみかけてきた。

「ああ、君が噂の〈今小町〉か。お会いできて光栄だね」

（なんてさわやかな笑顔……！）

　その衝しよう撃げきに、小町ではないのですがと訂てい正せいすることも忘れ、透子は扇の陰から「おそれ多いことにございます……」と消え入るように告げると、

「許してもらえるなら、ぜひ百もも夜よ通いをためさせてもらいたいものだね」

　色事をほのめかすにしては忍しのぶ様子のない声こわ音ねに、からかわれているだけだとわかったが、

「おそれながら宮様は百夜も京にいらっしゃらないでしょう」

　先に朱雀院の宮がちくりと刺さし、「まあ、そうだね」と帥の宮は素す直なおに認めて苦笑を漏もらした。

「では、噂の今小町に日中に会えた幸運に感謝しないといけないね」

　そう言い残して帥の宮は去ったが、遊び慣れているものか、その去りぎわも実にさっぱりとしたもので、帥の宮の姿が見えなくなるなり透子は叫さけんだ。

「なんですか、あのさわやかな人は……！」

「ですから帥の宮です」

　朱雀院の宮は無表情に淡たん々たんと、しかしなぜかむっとした様子で答えた。

（それはわかっているけど！）

「帥の宮様は朱雀院の宮様の大叔父にあたる御お方かたなんですよね？」

「ええ、そうです。年は私の三つ上ですから、今年で二十一におなりですね」

　若作りではなく、見た目どおりの年だったらしい。

「ですがそれでは御年が合わないのでは……」

「宮は曾祖父の末の皇子です。曾祖父は宮がお生まれになる前に亡なくなりましたので、宮は兄にあたる私の祖父が父代わりとなって親王宣下をお受けになりました」

　たしかに、初めの子が二十歳のときだとすると、四十で孫が生まれ、六十になってできた子と曾ひ孫まごが似たような年になる。

　現に、朱雀院の宮と七の宮は兄弟でありながら親子ほども年が離はなれているし、貴族社会では年の離れた異母兄弟はめずらしくもない──という理り屈くつはわかるのだが、大叔父と三つしかちがわないとは驚おどろきだった。

「いまは三さん品ぼん大宰帥として普ふ段だんは大宰府におられます。ですから小町殿が見知らぬお相手だったのも無理もないかと」

「あ！　あの方が馬ば──もとい、突とつ飛ぴなことをおっしゃったのですね!?」

　帥の宮の年ねん齢れいに気を取られすぎてしまったが、話の元は帥の宮が「紗子を女によう御ごに」と言いだしたことからはじまったことだ。

「ええ、まあ、そうですね」

　朱雀院の宮は透子の口に出かけた失言に気づきながらも流し、

「あの方は年は息子むすこの私と似たような御年でも叔父おじですから、主上もその言を無む下げにはなさらないでしょう」

　つまり、帝もまた紗子の女御宣せん旨じについて本気で考えてみるということだ。藤原氏が焦あせるのも無理もない。

（もし叔母おばさまが女御になったら七の宮が政まつりごとに巻きこまれる……？）

　七の宮が女御腹の皇子となれば、親王宣下は堅かたい。後見次し第だいでは次期東とう宮ぐうになれる立場となれば、藤原氏の風当たりが増すのは必至だ。

（叔母さまと七の宮をどうやってお守りすれば──）

　透子が思し惟いに沈しずんでいると、朱雀院の宮が透子を現実に呼びもどした。

「帥の宮の言上を、あなたはどう思われましたか」

「わたくし、ですか？」

　意外な問いかけに透子は目をぱちくりとさせた。

　そんな透子を朱雀院の宮はじっと見つめている。その目には先ほどまでの包み込むような優やさしさはない。

　──真意を見み抜ぬこうとする目だ。

（わたし、またなにか疑われてる？　それともためされて……？）

　事情はわからない。しかし透子はゆっくりとひとつ息をつくと、その瞳ひとみを見つめ返した。

「──わたくしは更こう衣い様のご意思に添そいたいと思っております」

　朱雀院の宮の目は厳しいままだが、透子は言葉をつづけた。

「更衣様は、女御の宣旨を賜たまわることを望んでおられないと思います。政に関かかわることなく、ただひたすらに、いまの穏おだやかな暮らしがつづくことを願っている御方ですので」

　すると朱雀院の宮は安あん堵どの息をついた。

　なにに安堵したかはわからない。だが彼の意見に違たがうものではなかったのだろうことに、透子もまたほっとした。

「宮様は、わが主あるじが女御とおなりになることに反対でしたの？」

「反対はいたしません。ですが、いまの時機は少々難があろうかと」

「とおっしゃいますと？」

　すると朱雀院の宮は扇おうぎで口くち許もとを隠して、声音を落とした。

「──七の宮を擁よう立りつしようとしている一派が、東宮に危害をくわえようとしております」

（え!?）

　七の宮を擁立するなど、はじめて耳にすることだ。

「なぜ七の宮様が……親王でもございませんのに」

「たしかにいまの七の宮に立太子の可能性はございません。ですが梅壺の更衣が女御となり、親王宣下されれば、後見役次第で可能性はあります」

「そうですわね。なれど、たとえ親王とおなりになってもほかに兄宮様もおられますし、東宮様に万が一のときには朱雀院の宮様が立たれるのでは」

　朱雀院の宮は今上の一の宮、しかも母が内親王という確たる出自の親王だ。そして彼には、強い寺社勢力が後ろ盾だてについている。

　十年前の戦いくさでは都が戦場となり、あわや火の海になりかけた。それを防いだのが、寺が抱かかえていた僧そう兵へいだ。

　彼らの尽じん力りよくで都が燃え落ちることはなく、あの戦を機に、武門や寺社と縁えんを持とうとする貴族が増えた。これからの政治は権力だけではなく武力も必要、そう認にん識しきされたのだ。父が透子に、武門の当主である龍尚との縁えん談だんを勧すすめてくるのもそのためだ。

　寺社と縁がある朱雀院の宮は、金銭のみならず武力も持っている。東宮となるのに十分な後ろ盾だが、朱雀院の宮は「いえ」と首を横に振ふった。

「私は政治力となるといささか不安がございます。政を安定させるためにはやはり藤原氏の娘むすめとの結けつ婚こんが必要でしょう」

（──結婚!?）

　その一言に鼓こ動どうが跳はねたが、朱雀院の宮は淡々と言葉をつづけた。

「しかし藤原氏の専横を断たつためには、それでは意味がないのです」

　朱雀院の宮の声音には一いつ片ぺんの情もなかった。

　自身の結婚は惚ほれた腫はれたではない。政治の一いつ環かんだと割り切っているのだ。

「弟の親王たちは他氏の血が入っておりますれば、もし私が結婚を断れば左大臣は七の宮の擁立に回るでしょう。七の宮擁立派の狙ねらいはそこにあります」

「どういうことですか？」

「弘徽殿の女御腹の皇子を切望している左大臣ですが、いざ東宮位が空けば、生まれるかどうかわからない皇子よりも七の宮を東宮に立てることを考えるでしょう」

「そうですわね。しかし東宮位を左大臣が押さえるとなると、七の宮擁立派が骨を折る理由がないのでは──」

　言いかけた透子だったが、「あっ」とひらめいた。

「左大臣が擁立する前に、七の宮様の脇わきを固める──ということですか？」

「ええ。七の宮ならばその駆かけ引きの余地が生まれます」

　つまりはこういうことだ。

　弘徽殿腹の皇子が誕生すれば、その皇子の後見に左大臣がつくことはまちがいない。

　しかし弘徽殿に皇子がない今、東宮に万一があって東宮位が空けばどうなるか？

　左大臣はまず、他の氏族との接点の薄うすい一の宮の朱雀院の宮に後見話を持ちかける。朱雀院の宮には藤原氏の政治力が必要だからだ。

　だがその申し出を朱雀院の宮が断る。すると次に左大臣はどうするか。きっと他家の後見がついている他の皇子ではなく、藤原氏の血の流れる七の宮の後見につくことを選ぶだろう。

　しかしそのとき、七の宮の後見にすでに別の勢力がついていたならば？　そしてその後見たちは左大臣に及およばないながらも、左大臣の陣じん営えいにくわわる対価として、左大臣派の重じゆう鎮ちんとしての扱あつかいを求めたならば──

（左大臣は、その者たちを陣営に迎むかえ入れる可能性がある……七の宮擁立派はそれが狙いってこと？）

　七の宮以外の親王の確たる後見となるほどの力はなく、時の流れにしたがった代だい替がわりがおこなわれては高位を望めない者──陽ひが当たらない場所にいる者たちが、時流に乗る可能性を求めて、一発逆転を狙って東宮の命を狙っているのだ。

（それが七の宮擁立派……）

「七の宮様は地位争いの駒こまにされている、ということですね」

「そうなりますね」

　容よう赦しやのない答えに、透子はくちびるを嚙んだ。

　七の宮擁立派は、七の宮の立場のあやふやさに付け入ろうとしているだけだ。当事者である七の宮や紗子の気持ちなどまったく考えていない。

（地位のためだけに他人の命を狙うなんて）

　絶対に七の宮に近づかせてはいけない者たちだ。〈七の宮擁立派〉などと七の宮を冠かんして呼ばれていることさえおぞましく、怒いかりすらおぼえる。

「帥の宮様が、その擁立派にくわわっているという可能性は？」

「それはないと思われますが、宮の言に便乗するかたちで動き出すかもしれません。左大臣には東宮の暗殺未み遂すいを伝えておりませんので、そのような狙いを持った者たちがいることさえ知らないでしょう。それにいまの左大臣は弘徽殿の女御第一ですから、梅壺が女御になるやもしれないことに、よりいっそう警けい戒かいを強めるかと」

　つまり、帥の宮の発言によって左大臣には目を付けられ、七の宮擁立派がすり寄ってくることにも目を光らせなければいけないということだ。

（──そんなことはさせない）

　今上の御稜威みいつの下もと、いまの宮中は穏やかにたもたれている。だが宮中の〈和〉が乱れるようなことがあれば、また戦を引き起こしかねない。

「東宮の御おん身みはこちらでお守りします。小町殿もお気を付けください」

「お気き遣づかいいただきありがとうございます」

（七の宮擁立派の企たくらみは絶対に阻そ止ししなきゃ）

　透子は瞳に力がみなぎるのを感じながら面をあげる。すると朱雀院の宮はほっとした表情を浮うかべた。

「……よかった」

「え？」

「そのほうがあなたらしくていい」

「────！」

　新たな敵の存在に心に灯ひがともり、先ほどまでへこんでいたことを忘れていた。

「そっ、そのようなことは……！」

　透子は恥はずかしさのあまり、あわてて顔を伏ふせる。

　すると、ふっと笑えみを帯びた吐と息いきが聞こえて、どくどくと鼓動がおおきく跳ねる。その合間から、すっと甘さの少ない涼すずやかな香かおりが入りこんできた。

「これをお持ちください」

　朱雀院の宮が差し出したのは守まもり袋ぶくろだ。良い香りがしたのはこれらしい。

「私もできるだけ気を配るようにいたしますが、残念ながらいつもここにいるわけにはまいりません」

　これがあなたの加護となりますように。そう言い残して、朱雀院の宮は立ち去った。

　鼓動が収まらない透子は、朱雀院の宮の後ろ姿を見送る。知らず、その姿が見えなくなっても見送っていた透子だが、吹ふき抜ぬける春風にはっと我われに返って、そそくさと梅壺にもどった。すると、

「あら綾あや、もどっていたの」

　仮かり寝ねをしていたはずの紗子が座についていた。

「あ、更こう衣い様、おはようございます」

　透子は顔を隠かくすように手をついてあいさつをするが、

「なあに、いいことでもあったの？」

　と一目で見抜かれてしまった。

「い、いえっ！　そのようなことはまったく!?」

「あら、いいのよ。綾もお年とし頃ごろなんですもの。わたくしも素す敵てきな出会いがあってほしいと思っているのよ」

　もちろん、宮と仲良くしてくれるのが一番嬉うれしいのだけれど？

　そう付け足すあたり、先ほどの光景を見られていたのではと思ったほどだ。

（叔母おばさまが心配してくださるのはありがたいけれど……！）

　いくら紗子がそのつもりだろうと、朱雀院の宮の意識はちがう。

（宮様はただ、弘徽殿からの嫌いやがらせで宮中が乱れることを懸け念ねんしておられるのよね）

　これ以上、弘徽殿と梅壺の争いが過熱しないように様子を見にきただけだ。

（わたしが特別気にかけてもらっているわけじゃないから！　宮様のお優やさしさを勘かんちがいしちゃダメ！）

　そう自分に言い聞かせて、透子が「おそれ多いことにございます」と恐きよう縮しゆくしていると、紗子がこほ、と咳せきを漏もらした。

「更衣様？　いかがなされました？」

「ごめんなさいね。すこし風邪かぜをひいてしまったのかもしれないわ」

　透子は眉まゆをひそめた。病気知らずの紗子が風邪などめずらしいことだ。

「ご無理なさらずにお休みになってくださいましな。お薬湯をお持ちしましょう」

「朝あさ餉げをいただいたらそうさせてもらうわね」

　朝餉という一言に、まさかもうすでになにか悪いものを盛られていたのでは──と懸念した透子だったが、紗子はただの風邪だとばかりに気にした様子はなかった。

「あら？　淡あわ路じはいないのね」

　淡路というのは、紗子のお側そば付きの古参の女によう房ぼうだ。

　いないなんてめずらしい──そう思った透子だったが、はっとした。

（あっ、きっと衣ころもの準備だわ）

　今日もどってくるはずだった衣。それが汚よごされてしまったので、新たな衣を下ろしているのだろう。

「どこに行ったのかしら？」

「そういえばほかの殿でん舎しやの子こ猫ねこが迷い込んだとかで、お返しにいくとか──」

　嫌がらせのことは紗子の耳に入れたくない。透子が適当に言葉をつくろうと、「そうなの？　わたくしも見たかったわ」と紗子はおっとりと告げる。それはまるでやわらかな陽だまりのようだった。

　この笑顔はけっして翳かげらせてはいけない。

　紗子を見てそうあらためて認にん識しきすると、透子は心に誓ちかった。

（叔母さまはわたしが守ってみせるわ）
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「これは見事なものだ」

　篝かがり火びに照らし出された紅梅を見上げて、公きん達だちが口々に褒ほめそやす。

　梅の木の下には唐から渡わたりの敷しき物ものを広げ、数十人ばかりの公達たちが杯さかずきを手に花見に興じていた。

「これにも酒を」

「はい、ただいまお持ちいたします」

　女によ嬬じゆに扮ふんした透子は、公達の命にうつむき気味に答えて立ちあがる。

　そしてその場を離はなれる一いつ瞬しゆんに、すばやく上座に目を走らせた。

（──帥の宮様はあそこね）




　透子がこの観梅の宴うたげにまぎれこんだのは、朱雀院の宮の計らいだ。

　今日の午ひるすぎ、透子は朱雀院の宮を呼び止めると、切り出した。

「あの、帥の宮様とお話しする機会を作っていただけませんか？」

「──それはまた何なに故ゆえに」

　透子の突とつ然ぜんの申し出に、朱雀院の宮は警戒するように眉を険しくした。

「危険な真似まねをするつもりはございません。ただ帥の宮様に、主上へ言上なされた意図をお訊ききできればと」

「意図？」

「ええ。主あるじを女によう御ご様にとおっしゃってくださるのは女房として喜ばしいことですけれども、帥の宮様の御み位くらいでは、更衣様の後見となって女御に立てるというのは難しいでしょう。ならばどのような意図でおっしゃったのか、お訊たずねしたいのです」

　ですがお呼びたてするような真似はできませんし、この一件はわが主の耳にも入れたくないので、できれば密ひそやかにお話しできる機会があれば嬉しいのですが──

　そう告げた透子に朱雀院の宮は、多少気乗りがしない表情を浮かべつつも、今晩開かれる観梅の宴について教えてくれた。




　春の都は宴三ざん昧まいだ。毎晩のようにどこかの屋や敷しきで宴が開かれている。

　ひさびさに都にもどってきた帥の宮も、きっとどこかの宴に招かれるだろう──そう思って朱雀院の宮を頼たよったのだが、運よく今晩の宴は宮中だったらしい。

　透子が酒を持って宴えん席せきにもどり、ちらりと視線を向けて上座の帥の宮を探さぐると、他の人物と目が合ってしまった。

　その人物はてらいもなくかすかに杯をあげて、にこりと微笑ほほえんできて、透子は目を伏せてやりすごした。

　まさか、一女嬬と東宮が顔見知りだなどと周囲に知られるわけにはいかないのに、まったくしかたのない御ご仁じんだ。

（今日の宴は東とう宮ぐう様が開かれたものだったのね……）

　透子は梨なし壺つぼに住まう東宮から、七星剣事件のときにはじめて御言葉をいただいた。

　今上の甥おいにあたる東宮は、御おん年とし十八。朱雀院の宮とおない年の従兄弟いとこ同士だが、性格はまったくちがう。風にたなびく藤ふじの花のように穏おだやかな風ふ情ぜいでありながら、どこか飄ひよう々ひようとしていてつかみどころがない。

　そしてそんな東宮の傍かたわらにいたのが、東宮にとっても大おお叔お父じにあたる帥の宮だった。

　比ひ較かく的てき若い公達ばかりのこの場で、三さん品ぼん帥の宮が身分や血けつ縁えんから言っても主しゆ賓ひん格なのはまちがいない──のだが。

（あら？　帥の宮様がいらっしゃらない……？）

　帥の宮は先ほどまで東宮となごやかに歓かん談だんしていたが、いまはその姿がない。透子が酒さか甕がめを取りに行っている間に席をはずしてしまったのだろうか。

　あわてて周囲に目を走らせるが、やはり姿は見当たらない。

（どこに行ってしまわれたのかしら。まだお帰りになっていないと思うのだけれど……）

　帥の宮と接せつ触しよくするために宴に潜もぐり込ませてもらったのだ。見失うわけにはいかない。

　宮を探して透子が花見の場から離れると、宴のにぎわいは夜よ闇やみに吞のみこまれた。

　梅の香かおりが色いろ濃こくただよう庭は幻げん想そう的で、夢か現うつつかあいまいな心地ここちだ。

　あてもなく歩みをすすめると、梅の古木を見上げている者がいた───帥の宮だ。

　帥の宮となる以前は、風ふう雅がの宮とも風かざ花はなの宮とも呼ばれていたという彼は、梅の花に飲み込まれて消えてしまいそうな儚はかなげな風情だった。

　帥の宮は透子が声をかけるまえに気配を察し、透子を見やるとふっと笑みを浮うかべた。

「おや、見つかってしまいましたか」

「帥の宮様はどうしてこちらに？」

「美しい花々につい酒が進んでしまいましてね。それに鄙ひな暮らしが長いせいでしょうか。人ひと気けのない静かな場所ところのほうが落ちつくのですよ。こちらのほうがゆっくり花を愛めでることもできますから」

　そう告げると、帥の宮ははらはらと舞まう花はな弁びらを袖そでで受ける。まるで舞うような優美な所作だった。

「匂におい立つこの花の香りを酒でまぎらわしてしまうのも、もったいないことですしね」

「それは申しわけございませぬ。お邪じや魔ましてしまいましたわね」

「梅が梅林にまぎれてとがめる者がおりましょうか。梅壺の小町殿どのとこうして夜にお会いできようとは光栄ですね」

（──ばれてる）

　帥の宮とは今朝が初対面で、そのときは顔を隠かくしていたのになぜ気づかれたのだろう。

「追ってこられたということは、なにか私に御ご用ようでしょう？」

　女嬬をしていたことまでばれていては隠しても無む駄だかと、透子は率そつ直ちよくに切り出した。

「あの、宮様は主上の御前で、わが主を女御に、とおっしゃったそうですわね。その理由をお聞きしてもよろしいでしょうか？」

「理由、ですか。梅壺の御方は先の藤原長者の孫、そして今の左大臣の姪めい御ごにあたられます。亡きお父上は内大臣にまでなられた方、出自的にも女御として遇ぐうされるべき御方と存じますが」

「それは……左大臣にも思うところがおありなのでしょう」

（なんでわたしが藤原左大臣の肩かたを持つようなことを言わなきゃいけないの!?）

　と内心憤ふん慨がいしながらも心の内に押しとどめた透子だが、帥の宮は梅の木の幹を見つめながらはっきりと告げた。

「ならば大臣の一存で道理が曲げられる、そのような現状のほうに問題があるように思われますね。梅壺の御方を更こう衣いとしたこと自体が過あやまちだったのです」

「………」

　帥の宮の言は、至し極ごくまっとうな正論だった。

　朱雀院の宮から話を聞いたとき、帥の宮は左大臣の顔色を窺うかがうばかりの宮中の空気を知らないからこそ言えるのだと、そう思っていた。

（──けれど、ちがう）

　宮中の空気を知らずに言っているのではない。

　帥の宮の目はしっかりと現実を見つめている。そのうえで左大臣が道理を曲げていることを、主上に対して言ってのけたのだ。

（つまりこの方は、左大臣に対してケンカを売ったわけ!?）

　涼すずやかな外見に反して、中は存外熱い人なのかもしれない。

　このように気骨のある公達は貴重だ──しかし。

「ありがたいおっしゃりようではございますが、更衣様は栄えい耀よう栄えい華がを望む御方ではございません」

　身分的に虐しいたげられていても紗子は気にしない。ただ主上のお側そばに仕え、七の宮と穏やかに暮らすことを望む人だ。

「また宮中の和を乱すことも望むような御方でもございません。どうかそのお申し出は内々に収めていただけないでしょうか」

　すると帥の宮は、つい、と切れ長の瞳ひとみをこちらに向けて告げた。

「栄耀栄華を望まないのはすばらしい心こころ延ばえと存じます。──が、この宮中におられる以上、望む望まないという話ではないのですよ」

「──！」

　帥の宮の声こわ音ねは穏やかなもの、しかしながら透子は冷水を浴びせられた心地がした。

　呆ぼう然ぜんとする透子を前に帥の宮は言葉を継ついだ。

「これは梅壺の更衣とは関係のない、一いつ般ぱん的な話としてお聞きください。──身分が高くなれば、当然負うものも大きくなります。その荷を負いたくない、低きで安んじて穏やかに暮らしたい、そう望む者もいることでしょう。しかし宮中とはそのようなところではないのです。宮中はこの国の秩ちつ序じよを体現あらわすべきところですから。

　そして梅壺の更衣の場合、更衣の身分にとどまっているのは、秩序に反すること、それが一個人の一存で歪ゆがめられているのであればなおさらあってはならないことです。ですから私はそのように主上に申し上げました。それが梅壺の更衣を女によう御ごにと言上した理由です」

　帥の宮の言に透子は息を吞のんだ。

　いまの宮中は、藤原氏の権勢によって道理が歪められることがあたりまえになっていて、正しいことが正しいと言えない空気になっている。

（けれどこの方は──）

　藤原氏の圧力に対して自分ができることは紗子の身を守ることだけだと思っていた。しかし正しいことを正しいと言える人がこの宮中にもいたのだ。

「私ごときの言がすんなり入いれられるとは思っていません。私も普ふ段だんは大宰府にあるからこそ言えたことです。仮に宮中で重きをなす東とう宮ぐうや朱雀院の宮が口にすれば、私の言上どころの騒さわぎでは収まりませんから」

　宮中から一歩離はなれた自分だからこそ言えることだと帥の宮は言った。彼の言上は、自分での宮中の立場、そして身分を十分にわかった上でのことだった。

　──恐おそろしい人だ。

　そう直感した透子は寒気が這はいあがり、鳥とり肌はだがたつのを感じた。

　帥の宮は一見、涼やかな外見に反して熱いものを持ち、穏やかな微笑みのむこうに怜れい悧りななにかを隠し持っている。

「結果的に、専横を忠言するかたちで梅壺の御名を出すことになってしまいまして、申しわけございません。──ですがこの言上は梅壺の更衣にも悪い話ではないと思いますよ」

「え？　それはどういうことですか？」

「幼き七の宮を守るためにも、母はは御ごである梅壺の御方に確固たる地位があるに越こしたことはありません」

　そして帥の宮は、現実を突つくその一言を口にした。

「時は移ろうものです。いまは今上のご寵ちよう愛あい厚くとも、そのご寵愛がいつまでもつづくとはかぎらないのですから」

「────！」
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　翌朝、透子は簀すの子こ縁えんに出ると、射さしこむ光のまぶしさに目を細めた。

　夜遅おそくまで観梅の宴うたげの手伝いをしていた透子には、この陽光はこたえる。

　昨晩は、朱雀院の宮に頼たのんだとおり帥の宮に接触して、紗子の女御推挙の事情を訊きくこともできたのだが──

（なんなのあの御お方かたは!?）

　昨日の帥の宮の言がよみがえり、透子は肩を怒いからせた。

　いまは今上のご寵愛厚くとも、そのご寵愛がいつまでもつづくとはかぎらない──まるで紗子が帝みかどの寵愛を失うような言いぐさだ。

　たしかに男女の仲のこと、いまは睦むつまじくとも疎そ遠えんになることもあるだろう。時とともに心も移ろいゆく、そういにしえの者たちも多くの歌に残している。けれど。

（そんな縁起でもないことを言わなくたっていいじゃない……！）

　紗子の女御推挙の件は、藤原氏の専横によって歪んだ宮中を正すために言上したこと、それを指し摘てきできる気骨がある人物がいてくれるのは頼もしく思った。

　しかし同時に帥の宮の忠告は、いたずらに透子の不安を煽あおった。それもまた心のどこかで帥の宮の言が正しいと認めているからだ。

　──この宮中におられる以上、望む望まないという話ではないのですよ。

　その一言は透子の胸に突き刺ささった。

　いままでの自分は、帝から寵愛の厚い紗子を守りつづけることで、藤原氏の推す弘徽殿へ権勢が傾かたむくことを防いできた。

　しかし藤原氏の専横を正したいならば、紗子が女御になることを望むべきだった。

　──それがたとえ紗子の意に添そわぬことであっても、だ。

　帥の宮は自分の紗子への甘さを見み抜ぬいていた。穏おだやかな目をしているのに、その洞どう察さつ力や恐るべしだ。

（帥の宮様は叔母おばさまをどうするつもりなの……？）

　紗子を女御にすべきだと言いながら、おなじ口で寵愛を失うかもしれないとほのめかす。味方なのか敵なのか、判断しかねる言動だ。

（昨日の口ぶりだと、すくなくとも帥の宮様は擁よう立りつ派ではなさそうだけれど）

　七の宮擁立派は、東宮を弑しいして七の宮が次期東宮となることを狙ねらい、左大臣の派は閥ばつで自分たちが重く認められようと働きかける者。ならば左大臣の専横を諫いさめた帥の宮が、藤原氏の陣じん営えいに与くみすることを狙っているとは思えない。

（それに東宮様とも親しげにしていらしたし……）

　透子が思案をめぐらせていると、

「おはよう、綾」

　背後からやわらかな声がかかった。紗子だ。

「おはようございます、更こう衣い様。今朝は一段とおはやいお目覚めですね」

　透子が手をついてあいさつすると、「そうね」と紗子はほんわかと微笑ほほえんだ。

「今日は体調がいいのよ。昨晩ゆっくり休ませていただいたからかしらね」

　夜のお召めしの多い紗子は、明けがたに仮か眠みんを取るのでいつも目覚めが遅い。しかし昨日は、主上の夜のお召しを伝える女によ官かんが来たが、紗子の体調がすぐれないからとお勤めを遠えん慮りよさせてもらった。

　更衣の身分で遠慮などおそれおおいことだが、玉体にお風邪かぜをうつすようなことがあってはならないという判断だ。

「お熱のほうはいかがですか？」

「まだすこし高いようだけれど、これくらいなら大だい丈じよう夫ぶよ」

　そう告げる紗子の笑みはいつものもので、快方に向かっていることに透子もほっと胸をなでおろした。

「ではお手水ちようずをお運びしますね」

　透子は室へやを出て、水を運ぶように下女に告げる。井い戸どから水を汲くんでくるのは下女の務めだが、桶おけの水を角つの盥だらいに移して室に運ぶのは女によう房ぼうの役目だ。

　このまま体調が落ちつかれるようなら、御お髪ぐしを整えるのにいい気候かも──と透子が外を見やっていると、渡わた殿どののむこうに立ち尽つくす女房の姿が見えた。おなじ梅壺の女房だ。

（どうしたのかしら？）

　女房の表情は見えないがただならぬ様子で、透子が目を凝こらしていると、女房はふっとその場にくずれおちた。

　透子はそれを見るなり角盥をその場に置き、早足で駆かけ寄った。

「どうなさったのですか？」

　その場に膝ひざを落とす女房の肩かたを抱だきかかえるようにして支えると、へたりこんだ女房はふるえる指で示す。

「────」

　その先にあるものを見るなり、透子は硬こう直ちよくした。




　──そこにあったのは逆さ屛びよう風ぶだった。




　梅の花に鶯うぐいすが遊ぶ光景が描えがかれた屛風、それが上下逆さまに置かれている。

　そして縊くびり殺されたのか、その屛風の前にはぴくりとも動かない白しろ猫ねこが横たわっていた。

（どう、して……）

　透子が呆ぼう然ぜんとしていると、視界の端はしに足早に去ってゆく衣ころもが映った。

　きっとこれらを置いた者たちだ。

「お待ちなさい……ッ！」

　透子はとっさに立ちあがり、屛風の脇わきを抜ぬけて追いかけようとしたが、




「しばし！」




　透子の行く手をさえぎる人物に透子は足を止めた。

「朱雀院の宮様……」

　思いがけない相手に一いつ瞬しゆんとまどった透子だったが、すぐに我われに返った。

「通してください！　あとを追わなければ……！」

「どうか落ちついてください。いますぐに戻もどしますから」

　透子が唇くちびるを嚙かんでうつむくと、朱雀院の宮は部下や女官たちに指示を出した。

　男たちによって屛風などが運ばれ、へたりこんでいた梅壺の女房は女官によって局つぼねに案内されてゆく中、透子は呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

（……どうしてこんなひどいことを）

　逆さ屛風は死者に対しておこなう風習、つまりは死ねと突つきつけてきたのもおなじことだ。

　逃にげていった女房たちは弘徽殿の者たちだった。政治的地位を手に入れるためには人を傷つけることも殺すこともいとわない、そういう一族だとわかっているが、そのやり口は透子の考えうる範はん疇ちゆうを超こえていた。

　かよわい生きものを殺しても人を傷つけても、宮中が乱れても戦いくさが起きてもかまわない。そういわんばかりの身勝手な思いは、いったいどこから涌いてくるのだろう──

　そのとき、うつむいた透子の鼻び腔こうをやわらかな香かおりがくすぐった。

「……宮様？」

　視線を上げると、部下の動きを見届ける朱雀院の宮の背中がちかくにあり、いまの自分の姿を隠かくしてくれているのだとわかった。

「……ありがとうございます」

　そう告げると透子は朱雀院の宮の優やさしさに甘えて、おおきく息を吸い込むと、拳こぶしをにぎりしめて、湧わき上がる感情の波を受け止めた。

　屛風は下げればこの場からなくなる。なにごともなかったかのように元通りになる。

　けれどもあの猫は──自分たちを傷つけるためだけに奪うばわれてしまった猫の命は、もうもどらない。

　弘徽殿からの嫌いやがらせで、猫が犠ぎ牲せいになるのは今回がはじめてではない。

　昔はほかの殿でん舎しやとおなじように梅壺にも猫を飼かっていた。しかしその飼い猫が嫌がらせの犠牲になったことがあり、そのときの教訓で梅壺では猫を飼わないように申し合わせていたのだ。

　それでも犠牲になってしまった猫は弘徽殿の猫だったのだろうか。

　人も動物も命は儚はかなくて、ほんのすこし日常からはずれてしまうだけで失われるものなのに、どうして奇き跡せきのようにつないできた命を無残に散らすことができるのだろう？　それが透子には信じられない。

　きっと命じた本人は命のぬくもりなんて知らない。命がこと切れる瞬間さえ知らずに、ただ命じてやらせたにすぎないのだ。

（──そんな人に負けられない）

　そのような残ざん酷こくな者に、この宮中を牛ぎゆう耳じられるわけにはいかない。

　透子は悲しさと口惜くやしさと憤いきどおりで胸の奥から湧き上がる熱を嚙みしめて、それらを涙なみだとともに飲み込む。

　そしてまなじりににじみかけた涙をふくと、面おもてを上げた。

「……大丈夫ですか」

「ええ。いつものことですから」

　──そう、これが宮中ここでの日常だ。天てん寵ちようを競きそい、権力を競い、だれかの嫉しつ妬とと悪意に中あてられながら戦う場所。

　透子は心を硬かたい鎧よろいで覆おおって返す。するとふり返った朱雀院の宮は、透子の顔を見てなにかを言いかけたがその唇が音を紡つむぐことはなく、そして透子に伸のばしかけた指を拳こぶしをにぎりしめて抑おさえると、懐ふところに手を入れてなにやら取り出した。

　陶とう器きの小こ瓶びんだ。

　朱雀院の宮は栓せんを抜くと右手の二指に振ふりかけ、そしてその指を透子の額にかざす。

　すると日光とはちがう銀粉のような光が満ちて、透子に降りそそいだ。

「これは……？」

「穢けがれを浄じよう化かいたしました」

　猫の死に接したのはたしかだ。あのかよわい存在が穢れとくくられてしまうことが悔くやしかったが、その感情をぶつける相手は彼ではない。透子は「清めていただきありがとうございます」と頭を下げた。

「ところで朱雀院の宮様はどうしてここに？」

「またなにかをされるのではと懸け念ねんいたしまして」

「帥の宮様の言上の件は昨日お聞きしましたが、ほかにもなにか？」

「ええ。昨晩、宮中で物ものの怪け騒さわぎが起きまして」

「……物の怪？」

　透子は眉まゆをひそめた。物の怪と聞いて思い出すのは、先日の斎さい宮ぐうの使者の一件だ。
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「また〈蜘蛛くも〉ですか……？」

　まつろわぬ民たみや獣けものたちが征せい伐ばつされ、この世に残った〈念〉。

　この国にふたたび乱をもたらそうとする悪あしきそれらを、朱雀院の宮は〈土つち蜘ぐ蛛も〉と呼んでいたが、透子は言こと霊だまを忌いんで明言を避さけた。

「それはわかりません。特に害意はなかったようで、私が駆けつけたときにはすでに逃げられておりましたので。しかし念の残ざん滓しはございましたので、物の怪が現れたことはまちがいございません」

（あ、それで宮様は昨晩の宴うたげに来ていらっしゃらなかったのね）

　東とう宮ぐう主しゆ催さいの観梅の宴、東宮と親しい朱雀院の宮の姿がないことを不思議に思っていたのだが、物の怪の対応に追われていたのだろう。

「それが、現れたのはどうやら女の物の怪だったらしく──」

　朱雀院の宮は言いにくそうに、声こわ音ねを落としてつづけた。

「梅壺の更こう衣いのしわざではないかと騒がれております」

「ええ!?」

（どうして叔母おばさまが!?）

「場所が場所でしたので」

　朱雀院の宮は歯切れ悪く告げる。

「え、まさか、その物の怪騒そう動どうがあった場所というのは……」

　透子の言に、朱雀院の宮はうなずいた。

「ええ、弘徽殿です」

「───！」

「昨夜のお渡わたりは弘徽殿の女によう御ごでしたので、お召めしがかからなかった梅壺の更衣の呪のろいだと噂うわさされております」

「それは言いがかりです！　お召しのことだって──」

　言いかけたが、あまりおおっぴらに言うことではないと透子は扇おうぎで口を隠かくした。

（けれど叔母さまが呪いだなんて……）




　────藤原氏の陰いん謀ぼうだ。




　そう気づいた透子の顔から、さっと血ちの気けが引いた。藤原氏が仕し掛かけてきたのだ。

　かつて陰謀によって宮中を追われた者は多い。その大半は罪人とされて遠おん国ごくや島へと流された。

（まさか叔母さまも……？）

　透子が肩かたをふるわせていると、その肩に置かれる手があり、びくっとした。

　だがその手は朱雀院の宮のもので、透子を捕とらえようとしたのではない。

　朱雀院の宮は穏おだやかな目で透子を見つめると、ひとつ肯うなずいて告げた。

「そのことに関して東宮が気にかけておいででしたので、お越こしいただけませんか？」
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「お呼びとうかがい、参上いたしました」

　朱雀院の宮にうながされるまま透子が梨壺に赴おもむくと、梨壺の主あるじは春の朝にふさわしいさわやかな笑え顔がおを見せた。

「やあ小町、昨日は手伝ってくれて助かったよ」

「わたくしごときにもったいない仰おおせにございます」

「立派に華はなを添そえてくれたじゃないか。あの美しい娘むすめはだれかって、みな気になっていたみたいだよ」

〈小町〉とふたつ名で呼ばれる透子だが、公きん達だちが梅壺を訪おとずれても透子は御み簾すの中なのでほとんど面識などないし、そのようなものは噂が先行するものだ。

　そもそも悪意交じりでつけられた呼び名であるし、昨日の宴にいた幾いく人にんかの公達からも文ふみをもらっているが、公達のほうは透子がその〈小町〉当人だと気づいてなかったのだろう。

「ところで今日も大変だったようだね。どうやら弘徽殿は昨晩の物の怪騒ぎで梅壺を疑っているようだ」

　東宮はさらりと本題を切り出し、透子はぐっと腹に力を込めた。

「それはまったくの濡ぬれ衣ぎぬにございます。──お召しの件につきましても、昨夜は弘徽殿の女御様と伺うかがいましたが、実はわが主もお召しのお話をいただいておりまして、ご容体がすぐれないためにご遠えん慮りよなされたのです」

　声高に言うべきことではないので声を潜ひそめたが、ここで明かしておかなければ紗子が追い込まれかねない。

　昨日弘徽殿が召されたのは言ってしまえば紗子の代わり、お召しがなかったからと梅壺が恨うらんでいるというのはまったくの筋ちがいだ。

　透子が事情を話すと東宮は「だろうね」とうなずいた。

（……はい？）

　どうやら、透子に訊きくまでもなく、東宮は事情を知っていたらしい。

　紗子が疑われていたわけではなかった、そのことにほっとして、透子の肩から力が抜ぬけた。

「左大臣はこの物の怪の一件を利用して、梅壺排はい斥せきに動き出したというところかな。帥の宮の先日の言上に神経を尖とがらせているみたいだから」

　梅壺や透子を疑う様子もなく東宮はそう告げ、「まあ、正論だからね」と微笑ほほえんだ。

「昨晩は帥の宮と話をしたそうだね。話してみてどうだった？」

「あっ、はい。とてもまっすぐな──いえ、まっすぐであろうとしている方だとお見受けしました」

　帥の宮は、正論がそうやすやすと通らないことを知っている。だからこそ正論を通せる時機を待ち、その時機を読んで口にする。時を待つ忍にん耐たい力と時を読む洞どう察さつ力のある人だ。

　すると「さすがによく見ているね」とくすりと漏もらし、つづいて、すっと真顔になった。

「帥の宮の言上した内容はだれかが言わなければいけないことだった。そうしなければ、宮中は権勢に流されるばかりで正論が通らない場所になる」

　いつになく東宮の真ま面じ目めな声音に、透子は息を吞のむ。

「しかし私も朱雀院の宮も宮中での立場がある。言上の時機を窺うかがっているうちに、都に帰ってきたばかりの帥の宮に先を越されてしまってね。宮中から離はなれていても切れ味は鈍にぶっていらっしゃらなかったらしい」

　あの言上は、東宮や朱雀院の宮から相談されたことでも頼たのまれたことでもなかったらしい。鋭するどい観察眼の持ち主だ。

「痛いところを突つかれたから、左大臣も本ほん腰ごしを入れたんだろう。藤原左大臣は怨おん霊りようが現れたのは梅壺の呪じゆ詛そのせいだと申し立てている。弘徽殿に禍わざわいが降りかからないうちに梅壺を宿下がりさせるべきだとね」

「そんな、更衣様はなにもしておられません！　呪詛だなんてそんなこと、考えもつかないような御お方かたです」

　呪詛をおこなったとしたら弘徽殿のほう、先ほどの逆さ屛びよう風ぶも猫ねこの骸むくろも、相手の心を刺さす呪詛だ。

「まあ政争相手を陥おとしいれるせっかくの機会だ。逃のがしはしないだろうね」

　やはり藤原氏は、権力を手に入れるためなら手段を選ばない者たちだった。仕掛けられたからには、こちらは藤原氏の思うがままに陥れられないよう抗あらがうしかない。

「その物ものの怪けが更衣様のしわざだという証しよう拠こはあったのですか？」

「弘徽殿側は呪詛の札らしきものを持ち出してきてね。けれど朱雀院の宮に見てもらったところ、それが原因ではなかった。襲おそわれていると言い立てるために、取り急ぎ息のかかった僧そうにでも作らせたものだろうね」

「では更衣様が犯人だという証拠はないのですね」

「そうだね。それに幸いというべきか、語るに落ちていてくれてね」

　はい？　と問い返すと、東宮はいたずらっぽく笑んでみせた。

「昨夜、目もく撃げきしたっていう弘徽殿の女によう房ぼうがいるんだよ。『物の怪が現れる直前に、弘徽殿のまわりで梅壺の〈綾あやの小路こうじ〉を見た』とね」

（昨晩わたしを……？　──あ！）

　透子は東宮の微び笑しようの意味を理解した。

　昨晩、物の怪が出たのは宴うたげのころ。しかしその時間に〈綾小路〉こと透子が弘徽殿にいるはずがないのだ。東とう宮ぐう主しゆ催さいの宴の手伝いに赴いていたのだから。

「梅壺のお召しがなかった晩に、まさか君が梅壺以外のどこかに行っているなんて思わなかったんだろう。梅壺の者以外の目撃証言のなかったはずの君を陥れようとしてくれたおかげで、見事に墓ぼ穴けつを掘ほってくれた」

　いままさに目の前にいる東宮本人が、弘徽殿の女房の証言を覆くつがえす証人だ。

「君への疑いは折をみて私が晴らしてあげるよ。その代わり──と言ってはなんだけど、君に頼みがあるんだ」

　口調は変わらない、しかしそこに含ふくまれるなにかを感じて透子はぞくりとしたが、手をついて頭を下げた。

「東宮様の御命令とあらば」

「ありがとう。じゃあ朱雀院の宮と一いつ緒しよにお願いしようかな」

　透子が面をあげると、東宮はにこりと笑んでその一言を告げた。




「物の怪退治」




「…………はい？」
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　──じゃあまずは噂うわさ集めをしてもらおうかな。

　呆あつ気けにとられた彼女に東宮はそう告げて、彼女が東宮の勅ちよく使しとして牛ぎつ車しやで二に条じよう邸ていに送り出されるのを見送ると、朱雀院の宮は東宮に詰つめ寄った。

「東宮、なぜ彼女にあのようなご命令を」

「うん？　君たちがふたりきりになれるいい機会だと思ってね」

　あまりに軽い返答に、朱雀院の宮は「いい機会、ですか？」と問い返した。

「そうだよ。君たちにはなにかと一緒にいられる時間は少ないし、それに芯しんのしっかりした彼女が物の怪に怯おびえる姿とかさ、見たいと思わない？」

　普ふ段だん見られない顔も見られるし、そんなときに君が救いに入れば一石二鳥──とつづく言葉をさえぎって、「東宮」と朱雀院の宮が睨ねめつけると、東宮は苦笑を浮うかべた。

「とまあ半分は冗じよう談だんとして、残り半分は私自身のためかな。いまの宮中をなんとかしたいという彼女の気持ちは本物だし、彼女が持っている武門の力は頼たよりになる。力を貸してくれるというならぜひお願いしたい。それに懸けん案あんになっている彼女の〈力〉も気になるし、ね」

「〈七しち星せい〉──ですか」

　ときおり皇統には退たい魔まの力を持つ者、土つち蜘ぐ蛛もに対たい抗こうしうる者が顕あらわれる。男ならば神官や僧として、女ならば巫女みことして全国に散り、各地に涌く邪じや念ねんを鎮しずめる。

　そして、中でも法具から神しん獣じゆうを召しよう喚かんするほどの力の持ち主は〈七星〉と称しようされ、大蛇おろち退治や竜りゆう退治で歴史に名を残している者もいる。

〈七星〉を得た帝みかどの御み世よは、天変地異や厄やく災さいとは無む縁えんの平らかなものとなる──そう言い伝えられているが、それは伝承の類たぐいであって、七星がそろったというためしは神代のころに伝え聞くのみだ。

「彼女の意思ではなかったとはいえ、結果的に彼女は神獣を召喚した。その素質を調べたいと思うのも当然だろう？」

「そうですね……ですが今後、彼女を〈七星〉として用いると？」

「ううん、べつに」

　東宮はあっけらかんと言ってのけた。

「もちろん次代の御世を担になう東宮として、七星が顕けん現げんしてくれることを望まないわけがない。けれども神代の祖先にならべられるほど、己おのれに徳があるとうぬぼれているわけでもないよ。ただ、彼女が七星であろうとなかろうと彼女の存在はありがたい。彼女にさらに使い道があるのだとしたら、ちゃんと把は握あくしておきたいっていうところかな」

　使い道、という言葉に思わず眉まゆが厳しくなる。

　すると「ほら、そんな顔しない」と東宮が額に手を伸のばしてきて指先でぐりぐりと押し、朱雀院の宮は「おやめください」と顔を背そむけた。

（この方はまったく……）

　東宮は、大人になっても、ときにこうして昔にもどったかのようにいたずらをしかけてくる。

　しかしそのことが、いまも昔の心を忘れていないのだと伝えてくる気もしていた。

　東宮の父は十年あまり前、藤原氏が政略争いに持ち込んだ呪詛が原因で、土蜘蛛に襲われて亡なくなった。都を守る結界が綻ほころんでおり、当人も皇統の嫡ちやく流りゆうとして祓はらいの〈力〉を持っていたが防ぎきれなかったのだ。

　戦いくさや謀ぼう殺さつ、同時に起きた流行はやり病で宮中も都も穢けがれに満ち、その戦火は都にとどまることなく、全国に飛び火した。

　祓いの力を持つ皇族が何人も命を落とし、国を立て直すまでに幾年もかかった。いや、まだ十年前の戦乱の以前までの平安な世を取りもどせたとは言えない。土蜘蛛は各地で跋ばつ扈こし、世はまだまだ乱れ動いている。

　あの混乱をふたたび起こしてはならない──それが、東宮と朱雀院の宮のふたりの誓ちかいだ。

　東宮のささやかないたずらは、立場は変われども想おもいは昔とおなじなのだと伝えてくる気がした。

「こちらも数限りなく涌わいてくる有う象ぞう無む象ぞうを相手にしている以上、手札の使い道をしっかり知っておく必要がある。それが国を守るための力だとしたら、けっして彼女の意に背くものではないと思うよ」

　東宮の口ぶりは軽いが、その言には確たる信念がある。しかし、返す朱雀院の宮の言葉はあいまいなものとなった。

「そう……ですね」

「なにか不満でもあるのかな？」

　いえ、と言いかけると、

「私が彼女を重用することで、彼女がほかの公きん達だちと接する機会が増えるのが嫌いやだっていうのはわかるけどね」

「さすがにそのように狭せまい了りよう見けんでいるつもりは──」

「だって君、帥の宮との接せつ触しよくすら警けい戒かいしていたじゃない。自分以外の男が近づくのが嫌だったからだろう？」

　そう畳たたみかけられて、反論の言葉をなくした。

　たしかに彼女が初めて帥の宮と会い、彼女が彼に興味を持ったらしいと知ったとき、面おも白しろくない気がしたのはたしかだ。

　あとにつづいた言葉で、彼女が気にしていたのは彼が言上したその内容だけ、あくまで梅壺の更こう衣いを守るためだと知り、ほっとした。

　しかし彼との接点が欲しいと望まれて、宴えん席せきの話を持ちかけたものの気がかりだったのは事実で、彼女が女によ嬬じゆとして潜もぐり込むことを東宮に告げたときに、その感情を悟さとられてしまったらしい。

「……否定はしません」

「素す直なおなのは結構なことだね」

　東宮は満足げに首しゆ肯こうした。

　だが、いまの彼女の想いは国を守ることにあり、ありがたいことに自分たちの望みとおなじ道の上にある。ならば、危険にさらしたくないと思う気持ちは己ひとりのもの──胸に収めておくべきものだ。

　一度は失ったと思った彼女が、自分の目の届く場所にいて、過去の自分を想って、この国のために尽つくそうとしている。それを見届ける以上になにを望むだろう──

　すると、その心の内を読んだように東宮が言葉を接ついだ。

「そんなところで無む駄だな矜きよう持じはいらないからね？」

「………」

　胸中の言い訳を見み抜ぬかれたあげくに、無駄の一言で切り捨てられてしまった。

「想いを寄せるのは人として当然の情だからね。べつに悪いことじゃないし、そんなところで賢さかしらにならなくてもいいと思うよ」

　たしかに彼女が領地にいたころは、無事にいてくれればいいとだけ思っていた。それが彼女が宮中に来てからは彼女の信念を知りたいと思い、信念を知ってからは彼女の想いを知りたいと思っている。

　昔から割りきりが良いい性質ではないとは思っていたが、最近はとみに己のわがまま加減を思い知らされるばかりだ。

「それに私としても気がかりだったんだ。なにかと君には動いてもらっているし、それこそ外に馴な染じみの女によ人にんがいるのではって噂になるくらいにこき使ってる自覚はあるから」

　そう、東とう宮ぐう自身も内だい裏りからお忍しのびで出ているが、そう頻ひん繁ぱんに抜け出すわけにもいかない。そんな東宮に代わって、手足となって出歩いていたのが自分だ。

　夜の往来は通いの貴族たちの目が多い。おかげで自分の通う女はだれかと噂になっているが、通う女がいないとなればまた鬱うつ陶とうしい話になるので噂を否定もせずにいた。実際に会っていたのは色事とは無縁の皇族所縁ゆかりの高こう僧そうや神官だ。

「心に住まう娘むすめがいるとはいえ、もう十年も前の話だしね。その彼女がまさか宮中に出仕していたなんて思わなかったから、年とし頃ごろの女人に興味を示さない君に内心心配していたんだよ。だからこれは君への恩返しの一いつ環かんとでもいうのかな」

「お気き遣づかいいただかずとも私の問題です」

　だから関かかわるなと言わんばかりの朱雀院の宮に、「そう？」と東宮は誘さそうようについと視線を向けた。




「彼女は大事な切り札だよ。君に任せてもいいのかい？」




　何気ない一言、しかしその視線の中に東宮の意図を悟った。

　──もし君に守る気き概がいがないなら私が守るけれど、それでもいいのかな？

　言外に告げられたのはそういうことだ。

　仮に彼女が七星でなくとも、彼女の父は降臣皇族の有力者である二条大だい納な言ごん、そして彼女自身も今上の寵ちよう姫き梅壺の女によう房ぼう、いずれ二条大納言が内大臣に昇しよう進しんしたときには自身も女によう御ご入じゆ内だいの可能性もあるという、政治的にきわめて重要な立場にある。

　そしてもし彼女が七星であるならば、自分が──たとえ〈東宮妃ひ〉に迎むかえてでも守り抜く、と東宮は言ったのだ。

　宣戦布告とも受け取れる内容を言外に突つきつけられ、朱雀院の宮は表情を硬かたくして答えた。

「──かならずや」

　その答えに、望みどおりの言げん質ちを得たとばかりに東宮は微笑ほほえんだ。

「じゃあ頼たのんだよ」

　自分にそれだけのものを託たくされた──信しん頼らいの言に、朱雀院の宮は「承うけたまわりましてございます」と頭を下げた。
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　昼頃、透子が二条の邸やしきにもどると、カン、カン、木刀を打ち合う音が響ひびいていた。

　音に惹ひかれるまま西の対に向かうと、中庭で打ち合っていたのは遠とお縁えんにあたる龍りゆうと虎とら──高たか見み龍尚と弟の一かず虎とらだ。

　小こ柄がらな一虎はさらに腰こしを落とし、すばしっこさを活いかして龍尚の死角から攻せめようとするが、龍尚は片手で軽々と木刀を扱あつかい、間合いに入りこもうとする一虎をいなしている。

「あっ、透子！」

　視界の隅すみに目ざとく見つけた一虎は思わず声をあげ、

「透子？」

　と龍尚がふり返ったその隙すきを狙ねらおうとしたようだが、動きを読んでいた龍尚に返り討うちにされて、力負けして庭に転がった。

「くっそ───！　負けた!!」

「隙を狙いすぎて太刀たち筋すじが見え見えだ。馬ば鹿かが」

「だってまともに向かったところで敵かなわねーし！　体格もちがいすぎんだろ！」

「自分の長所を活いかそうとするのは認めるが、それを読まれているようじゃ意味がないってことだ。自分だけでなくもっと相手もよく見ろ」

「龍りゆう兄にい隙ねーじゃん!!」

　一虎は悔くやしそうに叫さけび、起きあがりこぼしのように身を起こす。龍尚は「精しよう進じんするんだな」と一虎の手を引っ張って立たせると、汗あせを拭ふきながら階きざはしに腰を下ろした。

「今日はずいぶんとめかしこんでいるじゃないか。どうしたんだ？」

「これが宮中での衣い裳しようなの。今日は東とう宮ぐう様のおはからいだから」

　一女房の身分では大内裏まで牛ぎつ車しやで出入りできないので門までは徒歩かちとなり、必然的に女房装束から着き替がえる必要がある。しかし今日は東宮のはからいで勅ちよく使しという扱いにしてもらえたので、いまの透子は女房装束のままだ。

『邸から車を呼びつけるのも面めん倒どうだろう？』

　東宮のその一言であっさりと勅使扱いとなり、宿下がりの手続きも着替える手間もはぶけて助かった。

「へえ、宮中じゃそういう恰かつ好こうしてんだ。綺き麗れいじゃん透子。猫ねこかぶってれば公きん達だちも騙だまされてたくさん寄ってく──ぶっ」

　そのつづきは、龍尚に頭を押さえこまれるかたちでさえぎられた。

「東宮？　どうしてまた」

「弘徽殿で物ものの怪け騒さわぎがあったのよ。紗子叔母おばさまが弘徽殿を妬ねたんでわたしに弘徽殿を呪じゆ詛そさせたとか言い出す人がいて」

　すると龍尚の表情が、すっと引き締しまった。

「それを東宮が信じたのか？」

「ううん、ちがうわ。逆よ。物の怪騒ぎがあった晩、たまたまわたしは東宮様の宴うたげのお手伝いで梅壺を離はなれていたの。だから東宮様はわたしが弘徽殿にいなかったことをご存じなのよ。

　わたしの無実は東宮様が証言してそのうち疑いを晴らしてくださるから、その前に調べてほしいことがあるって頼まれて、こうして帰ってきたの」

「東宮に頼まれたってなにをだ」

「ここ数日、都でも物の怪騒ぎが起きているらしいんだけど、なにか聞いてない？」

　──宮中の物の怪はこちらで調べておくから、君は都のことを調べてもらえないかな？　弘徽殿に出た物の怪となにか関係があるかもしれないからね。

　東宮はそう告げた。七星剣事件のとき、透子が持っている伝つ手て──龍尚の手の者が役に立ったことが、東宮の耳にも届いていたのだろう。

　──君の潔白を証すことは簡単だ。けれどそれだと物の怪騒ぎの解決にならないし、左大臣も梅壺を追い出すための次の手を考えてくるだろうしね。

　──いまは、物の怪騒ぎの讒ざん言げんで君と梅壺を追い落とせると思わせておいたほうがいい。

『その間に物の怪騒ぎを片づけたい』

　それが東宮の狙いだった。

　藤原氏は帥の宮の言上の一件でいらだっており、紗子を追い落とす策を講じている。そんなときに折しも現れた物の怪。藤原氏は物の怪を利用して紗子を追い落とそうと画策しはじめたのだ。

　だが透子が昨晩、弘徽殿にいなかったのは事実だ。そのことは宴を開いた東宮、宴に招かれた帥の宮、そして宴の手伝いに潜もぐり込ませた朱雀院の宮も知っている。さすがの左大臣も、次代の帝みかど、今上帝の叔父おじ、そして今上帝の一の宮が相手では讒言を押し通すことは困難だ。

　そのため東宮としては、〈綾小路は弘徽殿にいなかった〉という切り札を手て許もとに残したうえで、藤原氏を泳がせておこうという腹だ。

（なんだか、状じよう況きようを使うのがお上手というか、抜ぬけ目ない方よね……）

　梨壺の東宮は、人柄や公達との付きあいは華はなやかながら、政まつりごとに関しては全面的に帝の意に従い、波風を立てない人だ──というのが宮中の認にん識しきだ。

　先帝の嫡ちやく孫そんとして生まれ、いずれ帝となるために育てられてきた人だが、そのような人物にしては、正道以外の裏の道を知りすぎている気がする。

　今回の牛車の手配にしてもそうだ。この手て際ぎわの良さから察するに、おなじ方法で手の者を使っているのだろう。もしかすると東宮自身がこの手を利用してお忍しのびで出歩いているのやもしれない。

「なにかすこしでも物の怪に関する噂うわさがあると嬉うれしいんだけど」

　物の怪なあ、と龍尚が考えこむと、

「ああ、幽ゆう霊れい話な！」

　と声をあげたのは一虎だ。

「え、幽霊話？　物の怪ではなくて？」

「幽霊も物の怪も似たようなものだけど、物の怪っていったら祟たたったり襲おそったりする感じじゃん？　そうじゃなくてさ。ふらーっとあたりを彷徨ってるっていうのかな」

　一虎いわく、ここ数日立てつづけに幽霊が目もく撃げきされているらしい。さすがに斥せつ候こうを任されることが多い一虎は、情報が早い。

「近場だと大おお炊いの御み門かど大おお路じあたりかな」

「大炊御門大路って、うちのすぐ近くじゃない」

「そ。それにそのあたりって大貴族の屋や敷しきが立ちならんでる場所だろ。遊び女が出歩くようなところでもないし、女の許に通う公達が何人も目撃したっていうんで、その道を避さけてるって話をここ数日でよく聞くなー」

「その幽霊の詳しよう細さいは？」

「さあ？　人ひと影かげがあるってだけで貴族たちは気味悪がって道を変えてるみたいだし、あんまりくわしい話は聞いてないな。貴族たちも関かかわりたくないんだろ」

　一虎の言に透子は目を伏ふせて思案した。

　その幽霊が宮中に現れた物の怪とおなじかどうかはわからない。しかし朱雀院の宮も、宮中に現れたものが土つち蜘ぐ蛛もかどうかわからないと言っていた。

　つまり宮中に現れた物の怪もまた、人を襲うものではなかったということだ。

（ここ数日中に出はじめたということは時期的にも合うし、場所も近いし、調べておいたほうがいいかも──）

　するとすかさず龍尚から指し摘てきが飛んだ。

「おい。また妙みようなことに首を突つっ込んで、その幽霊を調べようとか思ってるんじゃないだろうな」

「妙なことって、そりゃ調べるわよ。これは東宮様のご命令だし、宮中の物の怪騒ぎがつづけば左大臣の思うツボだもの。わたしの嫌けん疑ぎは東宮様が晴らしてくださるけれど、東宮様としては、宮中のために怨おん霊りよう騒ぎ自体をなんとかしないとってお考えだから」

　この協働は、紗子を救いたい透子と、宮中を救いたい東宮との望みが一いつ致ちした結果だ。

　すると龍尚は嘆たん息そくをついた。

「あのな、物の怪なんてわけのわからないものに関わって、おまえの身になにかがあったらどうする」

「そのことなら、朱雀院の宮様がついていてくださるから大だい丈じよう夫ぶよ」

「──あいつが？」

　龍尚の声こわ音ねが剣けん吞のんな響ひびきを含ふくんだ。そこには、どうしてあいつが、という疑念がにじみ出ている。

（あ、龍は知らないんだっけ）

　邪じや念ねんの集合体である〈土蜘蛛〉を祓はらい、天下を平らかならしめる〈力〉。皇統に顕あらわれるというそれは、神だったと言われる祖先の力の名残なごりではないかと朱雀院の宮は言っていた。

　折々の神事で、帝が天下泰たい平へいのために神に祈いのりを捧ささげていることは広く知られていることだ。しかしその〈力〉についてどこまで具体的に話していいものかわかりかねて、透子は事実をまるめて概がい要ようだけを伝えた。

「朱雀院の宮様は出家はなされていないけれど、寺社育ちだけあって、悪あしきものを祓う術を会え得とくされているの。だから東宮様も、朱雀院の宮様と協力してこの物の怪の件を解決してほしいって──」

「……またあいつに関わっているのか」

　しかし龍尚の声音はさらに静かな怒いかりが増し、一虎が思わず「ひえっ」と声をあげた。

　龍尚に睨にらまれた一虎はそそくさと立ち上がり、「馬の世話をしてこなきゃなー」とわざとらしく場をはずす。

　透子も龍尚の気き迫はくに押されそうになったが、ぐっとこらえて向き合った。

「そうよ。朱雀院の宮様はいまの藤原氏に対たい抗こうできる御お方かただもの。宮様は藤原氏の息のかかっていない数少ない〈同志〉なの」

　すると龍尚は怪け訝げんそうに「同志？」と眉まゆを寄せた。

「ええ。十年前の戦いくさだって藤原氏が強ごう引いんに権力を奪うばおうとしたことが原因だし、去年の隣りん国ごくの戦だって藤原氏が除じ目もくを荒あらしたせいで起きたでしょ。

　藤原氏は宮中でも後宮でもやりたい放題よ。ここで藤原氏の権勢に屈くつしたら、やがて宮中のすべてを牛ぎゆう耳じられることになるわ」

　宮中を乗っ取ったら次に乗っ取るのは国だ。地方任官で、すべて国に自分たちの息のかかった者を送りこむつもりだろう。

　しかし地方の政治は、中央のように策略で陥おとしいれるのとはわけがちがう。国を乗っ取るということは、そこに土着している一族と真っ向から争うということだ。必然的に戦となる。

　藤原氏にとって地方任官など政治の取り引きの餌えさにすぎない。たかが撒まき餌え、しかしそのために地方で戦が起きること──そこに命のやりとりがあることなど、彼らは意識もしていない。

「わたしはもう戦はいや。いまここで藤原氏の専横を見て見ぬふりをして、権力を得るのに任せてまた領地が戦になるようなことがあれば、きっとわたしは自分を許せないわ」

　透子は今朝失われた命を思い出し、拳こぶしをにぎりしめた。

　見せしめで奪われた命。振ふりかざした権力の先で失われる命──命の重さを知らない者に政を任せることなどできない。政の乱れを見て見ぬふりをしたツケは、やがてきっと大切なもので贖あがなうことになる。

　もしその贖いが領民や家族──龍尚や一虎の命だったなら。きっと自分はなにもしなかった自分を許せない。

「だけど朱雀院の宮様はいまの宮中のありさまを憂うれいて、藤原氏の専横をなんとかしようとしていらっしゃる。だから宮様は宮中で数少ない同志なのよ」

　いままでの自分は、藤原氏に迫はく害がいされる紗子を守ることでせいいっぱいだった。しかし東とう宮ぐうと朱雀院の宮ならば藤原氏に対抗できる。自分がその人たちの力になれるなら、それこそ本ほん望もうだ。

（だってわたしはそのために宮中に来たのだから）




「だから、わたしがお手伝いすることで藤原氏が好き勝手ふるまうのを抑おさえられるというなら、わたしはなんだってするわ」




　透子は龍尚の目をまっすぐに見つめて、告げた。

　戦のときの無力な自分、その悔くやしさは龍尚もよく知っている。龍尚自身も武門の当主となり、家来や領民を預かる立場になって、戦に対する想おもいはなおさらだろう。

（龍はきっとわかってくれる）

　透子がじっと見つめていると、龍尚はやがてほう、とおおきなため息をついた。

「……領国くにのためだっていうなら、守られてる立場の俺はなにも言えないな」

　その一言に透子は胸をなでおろしたが、「だが」と龍尚が言を継ついだ。

「──なにか、宮中で辛つらいことでもあったのか」

　気き遣づかうような、それでいて感情の動きをも見み逃のがすまいと注意深く探さぐる目。

　その目にすべてを見み透すかされる気がして、透子は思わず顔を背そむけた。

「なんでもないわ。いつものことよ」

　すると龍尚は手を伸のばし、透子の頭に手のひらを載のせた。




「ここに帰ってきてまで無理しなくていい」




「────」

　──自分はそんなに傷ついた顔をしていたのだろうか。

　きっと梅壺の女によう房ぼうはだれひとりとして気づかなかったはずだ。けれど十年ちかくも一いつ緒しよにいた幼なじみの目はごまかせなかった。

　おおきな手のひらから伝わる熱に、心の壁かべが溶とけてゆく。宮中では脱ぬぐことのできない心の鎧よろいが剝はがれ落ちて、頰ほほの力が抜ぬけて、やがて表情をたもてなくなって、涙なみだとともに熱い吐と息いきがこぼれた。

「嫌いやがらせ、で、猫ねこが、殺され、て……」

　龍尚ははっと目を見開く。そして載せていた手に力をこめると、透子の頭をかき抱いだいた。

　龍尚は透子の心の傷を知っている。弘徽殿は知らなかっただろうが、期せずして透子の心の傷をえぐることに成功していた。

　領地の戦でなすすべなくこぼれていった命──死なんて、これ以上見たくない。

　弘徽殿が梅壺に敵てき愾がい心しんを持っていることはわかっている。梅壺の女房として悪意を向けられることにも慣れている。しかしどうしてそこに命という犠ぎ牲せいを持ち込むのか。かよわい命を犠牲にして平気でいられるのか。

　政まつりごとのために人の命さえも道具にする藤原氏だ。弘徽殿にとって、人でもない猫の命などなおさら軽いものだろう。そういう者たちに向き合っている以上、わが身を守る覚かく悟ごはできている。しかし巻き添ぞえにされてしまった命がくやしい。

　そんな人に負けるわけにはいかない。負けるということは彼らの傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりを──無む為いに命を奪うことを肯こう定ていすることだ。そんな世の中にするわけにはいかない。

　透子は宮中でこらえていた涙を流すと、龍尚はただ頭を撫なでながらやりきれない想いを受け止めてくれた。

　先ほどまでしていた剣けん稽げい古この名残なごりだろうか、衣きぬ越ごしに伝わってくるぬくもりがいつもより熱い。伝わる強い鼓こ動どうに命の力を感じる。自分は死なない、命は弱くはないのだと言っているようで、勇気をわけてもらった気がした。

「……ありがとう」

　やがて透子が顔をあげてそう告げると、

「無理して宮中にもどらなくてもいいんだぞ」

　龍尚の心遣いを感じる声こわ音ねに、透子は首を横に振った。

「なにもしないまま、訪おとずれる現実を受け入れるほうがつらいから」

　なにもせずとも平和に暮らせる世の中なら生しよう涯がいを安あん穏のんと過ごすのもいい。しかし戦火が起きていないいまでも、宮中には戦の火種が転がっているのだ。

　平和な時はそう長くはつづかない。いずれ戦となるなら、なにもできなかったと未来あとで嘆なげくより、いくら苦しくても現在いまをあがきたい。

　するべきことをしていれば、たとえつらい未来が訪れたとしても、自分はやれることはやったと、現実を受け入れることができる。

「だからわたしは宮中にもどるわ」

　すると龍尚がぽつりとつぶやいた。
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「……腹立たしいな」

「え？」

「おまえとおなじ場所にいられない自分に腹が立つ」

　龍尚はなにもできない無力さを嚙かみしめるように、拳をにぎりしめた。

「そもそもなんで宮中の奴やつらはそんな女をのさばらせておくんだ」

「それは……」

　藤原氏の娘むすめだからしかたがない──そう言いかけて、透子は言葉を飲み込んだ。

　藤原氏の娘だからというのは宮中側の立場の意見だ。政略上の邪じや魔まな相手を傷つける、そのためにかよわい命を犠牲にする、それがまかり通っているいまの宮中こそおかしい。龍尚は自分に代わってそう指し摘てきしてくれたのだ。

　そんな空気に流されるな、そう声せい援えんをもらった気がして、透子は微笑ほほえんだ。

「しかたがない、で終わらないようにわたしもがんばるわ」

「無理をするなよ。物ものの怪けの噂うわさについては手の者に調べさせる」

「うん、ありがとう。無害な物の怪みたいだけれど龍たちも気をつけてね」

　いつものようにたがいの腕うでをこつんと当てて、微笑みを交かわす。

　そして立ち上がりかけた透子だったが、「……あ」と思い出して動きを止めた。

「ねえ龍、物の怪の情報集めるなら、そのときに一緒に調べてもらいたいことがあるのだけれど」

「なんだ？」

「裏の神社にいらっしゃった姫ひめ宮みや様のことよ」

　そうして透子が何気なく切り出した言葉に、龍尚は息を吞んだ。




「もう神社にはいらっしゃらないみたいだけれど、どこに行かれたのか、探してくれると嬉うれしいわ」
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　陽ひも落ちて、人ひと気けのなくなった夜道を牛ぎつ車しやがゆく。中流貴族が常用している網あ代じろ車ぐるまだ。

　しかしその牛車の中には身分にそぐわない者が乗っていた。

「あ、あの、この車でよろしかったのですか……？」

「ええ。身分を知られて、あとでとやかく言われるのも面めん倒どうなので」

　おずおずと切り出した透子にさらりと返したのは、朱雀院の宮だ。

　二に品ほん親王である朱雀院の宮は、本来ならば庇ひさしの車くるまなどの格上の車を使っているはずだ。しかしお忍しのびということで、あえて装そう飾しよくのすくない網代車にしたらしい。

「ああ、申しわけございません。小こ町まち殿どのにはご不便だったでしょうか」

「いっ、いえ、それはまったく！」

　身分の高い者にしか許されない牛車に乗りたかったわけでもないし、この網代車でも優に四人は乗れる大きさなのでまったく不自由はない。しかし。

（どうして宮様とふたりで出かけてるのわたし……!?）




　──ことは昼にさかのぼる。

　二条の邸やしきにもどった透子は龍尚に物の怪捜そう索さくの依い頼らいをし、ひとまず一虎から手に入れた情報を持って梨壺にもどると、東とう宮ぐうと朱雀院の宮も公きん達だちから情報集めをしていたらしい。

「あやしい人ひと影かげの情報はいくつか聞いたよ。目もく撃げき場所は何なん箇か所しよかあるみたいだけど、現れているのはここ数日に集中しているようだ。現場を見ておくのも悪くないかもしれないね」

　──じゃあ物の怪探し、よろしくね？

　東宮の何気なくくわえられたその一言で、透子も現場に赴おもむくことが確定した。




（だけど朱雀院の宮様とふたりきりって！）

　もちろん牛車の周りには付き人が幾いく人にんもいるし、夜よ盗とうが出ても問題なく対処するだろう。だが牛車の中にいる透子にはふたりきりもおなじだ。

　どうすればいいのわたし!?　とうろたえながらも、心のどこかでほっとしていた。

（ここに龍がいなくてよかったわ……）

　朱雀院の宮とふたりで外出などと知れた日には、どれほど機き嫌げんを損そこねることかわかったものではない。

　龍尚は朱雀院の宮と反りが合わないらしく、今日の昼もその名を出しただけで不満げな顔をしていた。

　藤原氏に対たい抗こうしうる〈同志〉だと伝えるとやや軟なん化かしたので、危険なことに関かかわる自分を心配してくれていたのだろう──が。

（けどそれだけにしては、顔を合わせた当初から空気がとげとげしかったような気も……ふたりになにか因いん縁ねんでもあるのかしら？）

　朱雀院の宮は皇族、龍尚は武門の当主。

　源げん氏じの末まつ裔えいなのでさかのぼれば祖先はおなじだが、龍尚自身が宮中に出入りしているわけではないし、ふたりに接点があったとは思えない。

（そういえば龍、あのときはなんで驚おどろいていたのかしら）

　物の怪捜索と一いつ緒しよに姫宮のことを調べてほしい、そう切り出したとき、龍尚は目を見開いて驚いていた。

　龍尚には姫宮と親しくしていたことを話してあるし、ついでに調べる程度ならば驚くほどのことではないだろうに。

（どうしてかしら。物の怪と姫宮様が関係ある……わけないわよね。まさか姫宮様が幽ゆう霊れいになった、とか？）

　──縁えん起ぎでもない！

　と自分の思いつきに心の中でつっこんでいると、声をかけられた。

「どうなされましたか？」

　顔をあげると朱雀院の宮が心配そうに見つめており、透子の鼓こ動どうは思わずどきっと跳はねた。

（やっぱり似ていらっしゃる……）

　朱雀院の宮の顔が記き憶おくの中の姫宮とかさなって見えて、思わずその面に見入ってしまいそうになった透子だが、「なにか？」と問われて、はっと我われに返った。

（いまはあのことをお訊ききする絶好の機会じゃない！）

「あの宮様、お訊きしてもよろしいですか？」

「なんでしょうか」

「東宮様のご真意についてです」

　透子は直球で切り出した。

「東宮様は藤原氏をどう思っていらっしゃるのか、これからの世をどうなさるおつもりなのか。私は自分の潔白を証あかすため、梅壺の更こう衣い様をお守りするために東宮様の御ご命めい令れいにしたがっておりますが、朱雀院の宮様は東宮様にどのようなお気持ちでしたがっておられるのか、お聞かせいただければ、と」

　東宮が身の潔白を証してくれるのはありがたいし、紗子を陥おとしいれようとしている弘徽殿側から守ろうとしてくれることも助かる。

　だが、自分に加担してくれる東宮の真意はどこにあるのか。

　自分への個人的な気持ちではないことだけはわかっている。しかしその理由がわからない。それを訊きたくとも宮中では人目がある。東宮の胸中など、いくらふたりきりのときでも切り出せる話題ではない。

（それに朱雀院の宮様だって──）

　龍尚には朱雀院の宮は同志だと言ったが、それはいまの利害が一いつ致ちしているだけのこと。望む将来が異なれば、いずれは対立する日がくるやもしれない。

　いくら頼たのもしい相手でもその覚かく悟ごもしなければ、と強い気持ちで訊たずねると、「そうですね」と朱雀院の宮は話しはじめた。

「私はいまの左大臣の強ごう引いんなやりくちに懸け念ねんを抱いだいております。先代の当主は実に慎しん重ちような方でしたが、いまの左大臣は他家との衝しよう突とつが多く、讒ざん言げんなどで他家を陥れ、禍か根こんを残すことも多々ございました。

　政敵を追い落とし、藤原家が政まつりごとのすべてを握にぎれば、たしかに政で意見が割れることもなく、審しん議ぎも迅じん速そくに進みましょう。しかしひとつの家に権力が偏かたよれば、もしその家の当主が道を誤ったときにそれを止めることができません。

　藤原家の者たちは家ごとに専門的な知識を有して、各分野において有能であることは認めます。藤原氏のすべてが悪いというわけではございません。ですが様々な家の者がいて、様々な意見が生まれる、そのような多様性があるからこそ生まれる抑よく止し力りよく──それがいまの宮中に必要なのではないか、というのが東宮と私との見解です」

「つまり宮様と東宮様は、抑止力のために様々な家の者を登用したいと？」

「ええ、それが理想ですね。いまは左大臣の行き過ぎた行動を抑おさえることでも手いっぱいですが、いずれはほかの家の者も藤原氏の意見に吞のまれることなく、対抗できる力を得られれば、と。意見のすり合わせのために宮中での議論は長くなるでしょうが、それぞれが妥だ協きようして折り合ったところが和のなすところです。一家ばかりが利を追求するのではなく、みながそれぞれ妥協できるところで折り合えば、地方の領民たちも争うことなく折り合うことができるのではないか、そう思っております」

「わっ、わたくしもそれがいいと思います……！」

　透子は思わず声をあげた。

　藤原氏は自分の権力ばかりを追い求めているが、朱雀院の宮が求める未来は話し合いによる和だった。藤原氏専横の未来は暗雲しか感じないが、朱雀院の宮の語る未来には光があるように思われた。

（朱雀院の宮様はそういうことをお考えだったのね）

　それに朱雀院の宮が語っているのは宮中だけの話ではない。この国をどのように導きたいのか、宮中の権力争いよりもひとつ高い位置から国を見ている。

（あっ、だから帥の宮様もあのようなことを……？）

「いかがなされました？」

　透子が気分を高こう揚ようさせながらも一気に消しよう沈ちんするさまを見て、朱雀院の宮が気き遣づかわしげに声をかけた。

「いえ、あの、昨晩、帥の宮様がおっしゃったことを思い出したものですから……」

「ああ、宴うたげでお会いになったのですね。帥の宮はなんと？」

「我が主あるじは女によう御ごとなる栄えい華がを望んでいるわけではない、そうお伝えしたところ、こうおっしゃいました。梅壺の更衣が女御になるのは望む望まないということではない、国の秩ちつ序じよのために必要なことだ、と」

　透子の胸に刺ささった言葉だが、「あの方かたらしい言げんですね」と朱雀院の宮は首しゆ肯こうした。

　あの涼すずやかで穏おだやかな雰ふん囲い気きに似合わぬ容よう赦しやのない切り口は、朱雀院の宮にとってはいつものことらしい。

「わたくしはいままで主を守ることを第一と考えておりました。主を守り抜ぬけば弘徽殿の女御様が後宮を思いのままにすることを防げる、ひいては藤原氏が宮中を思いのままにすることを防げると思ったからです」

　藤原氏が権力を握りはじめたきっかけは、娘むすめを後宮に送りこみ、帝の外がい戚せきとなったことだ。後宮の勢力争いは、表の世界にも影えい響きようを与あたえる。

「更衣様の御お心こころが傷つけられぬよう、自分が盾たてとなって嫌いやがらせからお守りし、御心安んじてお勤めを果たされることが、女によう房ぼうであるわたくしの務めだと思っておりました。

　しかし帥の宮様はこうもおっしゃいました。重き荷を負いたくない、低きで安んじて穏やかに暮らしたいと望もうとも許されない場所なのだ、と。更衣様をお守りすることばかりを考えていたわたくしには、衝しよう撃げき的なお言葉でした」

　帥の宮が突つきつけてきたのは朱雀院の宮とおなじ、国のあるべき姿だ。

　対して自分がしてきたのは、藤原氏から向けられる悪意という名の降りつづく雨に対し傘かさとなることだけ、雨雲を退けて晴天を得るまでの方法にはいたってはいなかった。

「藤原氏の横暴を正したいなら、帥の宮様のおっしゃるとおり更衣様に女御となっていただくべきだったのです。しかしひるがえって考えるに、わが主はそのような争いはとうてい望まない御お方かた。弘徽殿の女御様と争うくらいならば、波風立てることなくいまのまま更衣の御おん身みでいらっしゃることを望まれるでしょう。わたくしも更衣のままでいいと思うとともに、そう思うのは身内の甘さなのではないかと、悩なやましいかぎりです」

　もし自分が紗子の立場なら、どれだけ風当たりが強くなろうとも、左大臣の横暴を正す意味でも女御となることを望むだろう。

　しかし紗子はちがう。政に関かかわることなく、ただ主上と七の宮との日々の幸せを願っているだけだ。

　紗子には紗子の幸せがあり、自分の望みを紗子に押し付けることなどできない。

　紗子の幸せがそこにはない、そうわかったうえで、藤原氏の専横を望まない自分はどう動けばいいのだろう──

　帥の宮の言は、透子の行く先に剣けんを突き立てた。紗子を女御に望むか、いまのまま守りつづけるのか。透子が正しいと思う道が剣を挟はさんで左右に分かたれて、身動きが取れない状態だ。

　そんな透子に、朱雀院の宮はゆっくりと口を開いた。

「難しい問題ではございますが、まずはあなたがご自身をお責めになることはないのではないでしょうか？」

「え？」

「あなたはいままでご自身が正しいと思ったことをしてこられた。現にあなたがこうして梅壺の更衣をお守りしていればこそ、更衣も七の宮も心安んじて暮らすことができたわけですし、あなたは梅壺の更衣をお守りすることで、主上の御心をも安んじてこられたのです。それは誇ほこってよいことだと思いますよ」

「──！」

　透子ははじかれたように顔をあげた。

　たしかに宮中に勤めている立場だが、自分はあくまで紗子に従っていたまでのこと、まさか帝みかどのお役に立っていると言われるなど思いもせず、透子は恥はずかしさのあまり、「そんな、滅めつ相そうもないことにございます……」と一度はあげた面を伏ふせた。

「そんなことはございません。あなたはすでに尊いものを守っていらっしゃるのです。そのご自身の気持ちを無下になさることはないと思います。

　そんなあなたに帥の宮が別の指針を示された。たしかに帥の宮の言うとおり、梅壺の更こう衣いは女御となるのが筋です。筋は一私人の一存で曲げられるべきではない。しかし女御となればいまよりも後宮で重きをなし、弘徽殿からの圧力も大きなものとなりましょう。小町殿どのの懸念ももっともなことです。

　私も一いつ朝ちよう一いつ夕せきに正しき筋にもどることができるとは思っておりません。なれど、人がそれぞれ守りたいもののために、歩み寄ることはできるのではないでしょうか？」

「歩み寄る……？」

「ええ。もちろん小町殿おひとりの望みが通るわけではありません。それは私も帥の宮も梅壺の更衣もみなおなじこと。ですが更衣に帥の宮の意見をお話しして、女御となることで得る利益も不利益もご説明したうえで、理解を求めることはできないでしょうか。

　更衣を傷つけたくないお気持ちはわかります。ですが梅壺の更衣はただ、あなたに守られるだけの女によ性しようですか？」

「あ……」

「守りたいと思うお気持ちは尊いものだと思います。ですが守る相手の想おもいを尊重することもまた、守るということのひとつのかたちなのではないでしょうか」

　いままで透子は、紗子が傷つかないように醜みにくいものから遠ざけて、真綿に包みこむように守ってきた。

　しかし相手は真綿で包まれるだけの存在ではない──そう朱雀院の宮は言ったのだ。

「そう、ですね……」

　守られる側にも望みはあって、意思もある。その者を一方的に守るわけではなく、一個人として向き合う──その方法は、権力を振ふりかざすのではなく対話による政を求める朱雀院の宮らしい意見だと思った。

「この件については、更衣様とお話ししてみますわ」

　ありがとうございますと頭を下げると、朱雀院の宮も微笑ほほえみかえした。

（なんだか、宮様のほうが叔母おばさまのことをよくわかっていらっしゃるみたいだわ）

　朱雀院の宮が道を示してくれたことはとてもありがたい。だが紗子の女房としてすこし悔くやしくもある。

　そういえば紗子も朱雀院の宮の性格などを知っていたことを思い出し、

「宮様は更衣様とお話をされたことでも？」

　そう訊たずねると、朱雀院の宮は「いえ」と首を横に振った。

「お会いしたことはありませんが、主上からお聞きすることはございますので。漏もれ聞くだけでも穏やかでお優しい心こころ延ばえの方だと」

（ああ、なるほど……）

　面識はなくとも、片や帝の寵ちよう姫き、片や帝の一の宮。父帝を介かいしてたがいを知っていたらしい。

（じゃあ宮様は弘徽殿の女によう御ご様のこともご存じなのかしら？）

　たびたび弘徽殿を訪おとずれている透子だが、更衣の名代とあなどられているのか、弘徽殿の女御みずから声をかけられたことはない。

　女御は几き帳ちようのむこうにいるだけで御顔を窺うかがうこともできず、いつもお付き女房が代わりに答えるだけだ。

「宮様は弘徽殿の女御様のこともなにかお聞きでしょうか」

　睨にらみ合うばかりだった弘徽殿とも意思のすり合わせができるなら──そう思って切り出した透子だったが、「ええ、まあ」とめずらしく朱雀院の宮が言葉を濁にごした。

「弘徽殿の女御については主上からお聞きしておりますし、弘徽殿にご挨あい拶さつに赴おもむいたこともございます。お耳を傾かたむけてくださる方だったらよかったのですが、いささか思し慮りよの浅いおふるまいがある方にて……」

「えっ、弘徽殿の女御様はそれほどお若い方なのですか？」

　弘徽殿の女御は紗子よりも年下だと聞いている──というのも、紗子を〈年とし増ま〉呼ばわりされたことがあるので、年下であることは知っているというだけだ。

　生まれながらに中ちゆう宮ぐう位が約束されるほどの高貴な出自と聞くばかりで、容姿やご趣味、人となりなどはまったく聞こえてこない。

「御年は私とおなじ十八ですね。十五で入じゆ内だいなされて三年になります。ですがご実家からは中宮となるのが当然と強く望まれておいでになったのでしょう。すでに中宮のおつもりでいらっしゃるのか、私をわが子のようなおっしゃりようでしたね」

「まあ……」

　中宮ともなればまぎれもなく今上の一の女人だ。しかし一女御の立場で、おない年の二に品ほん親王を子ども扱あつかいというのは、たしかに分別あるふるまいではない。

「たびたびご挨拶にうかがいますが、その認にん識しきは三年前からお変わりないようにお見受けしますね。今朝の一件もあの方にとっては雑作もないことなのでしょう。あまりに情のないなさりように、主上も御心を翳かげらせておいででした。もちろん、たびかさなる梅壺の更衣への件もご存じです」

「まあ、そうでしたの」

「はい。ですから帥の宮が梅壺の更衣を女御にと申されたのも、そういう話の流れの上でのこととご理解いただければと」

　その言に、主上の胸中を直接話すことはしないものの、弘徽殿の女御をもてあましている状じよう況きようが見て取れた。左大臣の強い後ろ盾だてがあるにもかかわらず弘徽殿に寵ちようが移らないのは、女御本人の気質にも原因があったようだ。

「小町殿にはご面めん倒どうをおかけしますが、ひきつづき梅壺の更衣をお守りいただければと」

「もちろんお守りいたしますわ。……ところであの、呼び名のことですけれども」

「呼び名、ですか？　それがなにか？」

　切り出したものの、透子は気恥ずかしさのあまり顔を伏せた。

　朱雀院の宮は〈小町〉と呼んでいるが、その名は嫌いやがらせ目的で付けられた呼び名だ。

　七星剣の一件までは朱雀院の宮に敵意を抱いだかれていると思っていたのでそう呼ばれてもなんともなかったが、なんら敵意がないとわかったいま、そのようなたいそうな名で呼ばれるのはなんとも面おもはゆい。

（わたしは小町ではなくて一いち女によう房ぼうの〈綾小路〉だから。ちゃんと訂てい正せいしておかないと）

　なぜ朱雀院の宮に呼ばれるだけで気恥ずかしく感じてしまうのか、その理由に思い至らないまま透子が、

「あのですね……」

　と口を開きかけたそのとき、不意に牛ぎつ車しやが止まった。

「なにか」と朱雀院の宮が外に向かって声をかけると、牛車の傍かたわらにいた随従の者から返答があった。

「はっ、道みち端ばたに女によ人にんが倒たおれておりまして」

「……女人が？」

「はい。身分卑いやしからぬ御お方かたのようでして、ご無事をたしかめております」

　不ふ審しんげに眉まゆをひそめる朱雀院の宮に、透子は切り出した。

「あの、宮様。女人ならばわたくしが見てきますわ」

　一いつ瞬しゆん、一虎の幽ゆう霊れい話が脳のう裏りをかすめたが、道端で倒れている幽霊など聞いたことがない。

「そうですか。私もまいりましょう」

　朱雀院の宮の命で牛車は道の端はしに寄って轅ながえを置く。外出前に壺つぼ装しよう束ぞくに着き替がえていた透子は草ぞう履りをはくと、倒れている女性に駆かけ寄った。

　付き人が持つ松明たいまつに照らされた女人は二十代半ば、紗子と似た年とし頃ごろに見える。

　衣い裳しようは派手でこそないが被かずきの生き地じは上質で、貴族の奥方が外出中に倒れてしまったという風ふ情ぜいだ。

　しかしすでに夜も更ふけて、とうてい女人が出歩くような時間ではないし、仮になんらかの事情があったにしろ女人の付き人がいないというのも不自然だ。

「もし」と呼びかけると、細い呼吸をしていた女人はゆるりと目を開けた。まずは意識があったことに透子はほっとする。

　女人はここはどこかとばかりにあたりを見まわし、松明を手にした男たちに囲まれていることに怯おびえた表情を見せた。

「ご心配には及およびません。わたしの知る者たちです。貴女あなたはこのようなところでいかがなさったのですか？」

「わたくし、は……」

　しばし思し惟いに沈しずんだのち、はっと顔をあげると透子の胸むな倉ぐらにしがみついた。

「童わらわを見かけませんでしたか!?」

「童、ですか？」

「子を探しているのです！　わたくしの子を……！」

　我が子が見当たらずにこのような夜まで探していたらしい。

　見かけた？　と透子は付き人たちの顔を見まわすが、一様に首を横に振るばかりだ。

「あの、見かけた者はいないようですけれども、お子さまはおいくつですか？　よろしければわたしたちがお手伝いいたし────あの」

　女人は透子の言葉の最中にふらりと立ち上がると、よろよろと歩きはじめる。進路にいた付き人は思わず身を引いて女人を通した。

「あのっ、お待ちを」

　透子はあわててあとを追ったが、女によ人にんの足が止まることはない。

（どこかおかしい？）

　子を心配するあまりに正気を失ってしまったのだろうか。

「松明も持たずに探しに行かれるおつもりですか？」

　と透子が女人に手を伸のばしたそのとき、ぴりっ、と指先がしびれた。

（え？）

　透子は思わず手を引っ込めようとしたが、腕うでがしびれて思うように動かない。

（えっ、なにこれ……）

　しびれる腕は見えない力で女人に引き寄せられる。

「や……っ」

　透子は重心を後ろに下げてその力に抵てい抗こうしていると、透子の手首を握にぎる手があった。──朱雀院の宮だ。

　朱雀院の宮が触ふれた瞬しゆん間かんに腕の縛いましめが消える。急に解き放たれた透子は後ろによろけ、その身体からだは背後で抱だきとめられた。

「──！」

「大だい丈じよう夫ぶですか」

「あ、はい。ありがとうございます……」

「お下がりください」

　朱雀院の宮は唇くちびるを引き結んで透子の前に出ると、懐ふところから符を取り出し、中空に並べる。

　自然の摂せつ理りにさからってふわりと浮ういた三枚の符。それらは朱雀院の宮の念とともに光を帯びて姿を変えた。

　光が形をなして現れたのは、白銀の光を帯びた鳳ほう凰おうのような鳥だ。

　それらはひとつおおきく羽ばたいたかと思うと、不意に向きを変え、長の尾おをなびかせて女人に向かって一直線に突つき進んだ。

（いったいなにを──）

　驚おどろきのあまり思わず身を乗り出した透子だったが、眼前で起きた光景に目を疑った。

　一直線に翔とんだ白銀の鳥、それは女人を襲おそうことはなかった──襲うことができなかった。

　白銀の鳥が触れる直前に、女人が消えたのだ。

　それは音もなく、まるで夜よ闇やみに融とけるかのようだった。

　啞あ然ぜんとする透子の前で、女人がいた場所を翔かけ抜ぬけた鳥が旋せん回かいして朱雀院の宮の許もとへともどってくる。

　そして朱雀院の宮が労ねぎらうように鳥たちの頭を撫なでると、ふたたび符へと姿を変えた。

「いま、のは……」
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「女人の正体です」

「正体？」

「ええ。ご説明の前に先に浄じよう化かさせてください」

　そう言って朱雀院の宮は透子の額から一寸ばかりのところに指を翳かざすと、顔をなぞるように指を下ろしていった。

　肌はだに触れていないにもかかわらず、くすぐったさをおぼえる。透子はぎゅっと目をつむって耐たえていると、右手がじんわりと熱を帯びてくる気がした。

　目を開けて見下ろすと、自分の右手が光を帯びている。──それは、先ほど女人に触れた箇か所しよだ。それだけで透子は事情を察した。

「幽霊──だったのですか」

「そうですね。実体を持つということは、よほど遺のこした想おもいが強かったのでしょう。彼女自体は悪あしき霊れい魂こんではないようですが、蝕むしばまれはじめています」

「どういうことですか？」

「この世に実体を持たないもの、つまり霊魂は非常にもろいものです。正しく冥めい界かいに送らなければ悪しきものたちに吞のみこまれてしまう。すでにあの霊魂も邪霊──土つち蜘ぐ蛛もに染まりはじめた片へん鱗りんがございました」

「土蜘蛛……」

　七星剣の事件のときに見た異形を思い出し、透子は身をふるわせた。

　人の弱き心、負の感情を拡大させる存在もの。人に争いを、世に乱れをもたらすものだ。見み逃のがすわけにはいかない。

　しかしあのような強大な存在に対する力は自分にはない。それは強大な藤原氏に打つ手を持たない自分の姿とかさなった。

（くやしい──）

　しかしそのときふと、ふわりと温かいものを感じた。

（え、この感じ……）

　冷たい夜風をさえぎる、安心できる空気。

　なつかしい記き憶おくを揺ゆさぶられるような感覚に透子が視線を上げると、朱雀院の宮が一歩寄って優やさしい目で見下ろしていた。

「宮様……？」

「おひとりで抱かかえ込まれることはありませんよ」

　そして朱雀院の宮は穏おだやかに言葉を継ついだ。ほかに仲間もいるのだと伝えるように。

「まずはご報告にもどりましょう」
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「そう、君たちも遭あったんだ」

　夜も更ふけて、透子が朱雀院の宮とともに宮中にもどると東とう宮ぐうはまだ起きており、幽ゆう霊れい遭そう遇ぐうの報告を受けて東宮が告げた。

「美人だった？」

「……ええ、まあ」

　報告を受けて一番に訊たずねるのがそれかと、答える朱雀院の宮の声音が批難の色を帯びる。

　しかしそのような声音もなんのその、「連れてきてくれればよかったのに」と軽口をきく東宮に、透子は文ふみを差し出した。

「こちらが、当家の手の者が調べた物ものの怪けの噂うわさです」

　その文は、宮中にもどると二条の邸やしきから透子宛あてに届いていたものだ。

　差し出されたそれを朱雀院の宮が介かいして東宮に渡わたすと、東宮はそれを畳たたみに広げ、そして扇おうぎを手のひらに打って思案に入った。

（あら？）

　深刻というほどでもないが、その目に先ほどまでの笑えみはない。めずらしく真ま面じ目めに考える風ふ情ぜいだ。

　どうしたのかしら、と透子が見つめていると、気づいた東宮が視線を上げ、微笑ほほえんだ。

「花に見つめられると見つめ返したくなるね。私としては君が望むのであれば夜明けまで付きあうのもやぶさかではないのだけれど？」

「──東宮」

　東宮の言を朱雀院の宮が重い口ぶりでたしなめると、東宮は慣れたように苦く笑しようした。

「いまはそのようなことを言っているときじゃないか。調べてくれてありがとう。半日でここまで集まるのはありがたい。

　こちらで集めた噂と合わせてみると、都に出しゆつ没ぼつしている怨おん霊りようはすべて妙みよう齢れいの女によ人にんのようだね。害はなく、ただふらふらとさまよい歩いて不意に消える──君たちが見かけたのとおなじ幽霊だろう。とはいえ、実体があるんだっけ」

「はい。強い思念が実体を生み、さまよっているようにございます」

「弘徽殿で見かけたのもその女人かい？」

「残念ながら、私は宮中の霊の姿は見ておりません。ですが土蜘蛛ではないもののかすかに染まりはじめた残ざん滓しから、おそらくはおなじ霊かと」

「そう。その女人は子を探しているのか。ということは出没する場所は、その女人に所縁ゆかりの場所と考えるのが妥だ当とうかな」

「そうなりますね。なれど──」

　朱雀院の宮は言葉を濁にごして畳の上の地図に視線を落とし、言わずとも朱雀院の宮の意図を悟さとった東宮が、「よっぽど転居が好きな女人だったのかな」と茶ちや化かした。

　女人は基本的に生家から動くことはない。子がいるということは夫もいただろうが、貴族の結けつ婚こんは婿むこ入いり婚よりも通い婚のほうが多いし、身分によって住む場所もおおよそかぎられてくる。しかし龍尚から送られてきた地図には幽霊の目もく撃げき箇所が朱しゆ色いろで印しるしてあったが、その朱色はざっと見ただけで十箇所ちかくある。

　目撃地点が都中に広がっていることを鑑かんがみても、転居の線は薄うすい──と東宮もわかった上での冗じよう談だんだ。

「住まいではないとするとなんだろうね」

「所縁の場所が多い女人、もしくは女人の所縁とは関係なく、何者かが女人を意図的に呼んだという線が考えられますね」

「彼女が現れやすいように餌えさを撒まいているということか。これらの場所にはなんらかのつながりがあるのかな」

　転居にしても不自然、所縁があると考えようにも出没範はん囲いが広すぎる。だとすれば、どういう意図でこれらの場所に呼びだしているのか。

（どこか現れやすいところとか、拠きよ点てんになるような場所があるといいのだけれど……）

　透子が食い入るように地図を見つめていると、「──あ」と声を漏もらした。

「なにか？」

「はい。わたくしの家の者からの報告には記してございませんが、物の怪は弘徽殿にも現れたのですよね？」

「ええ。おそらくおなじ女人でしょう」

「女人にとって宮中は出入りが難しい場所です。弘徽殿に所縁の者と考えれば、該がい当とうする者はさほど多くないのでは？」

　その指し摘てきにふたりは、はっとした。

　透子にとって宮中は畏おそれ多い場所だが、宮中にいるのがあたりまえの東宮と朱雀院の宮には盲もう点てんだったらしい。

「たしかに……皇族でもない女人が宮中に上がるのは難しいですね。貴族にしても後宮に出入りできる者はかぎられますし」

「この女人は弘徽殿に所縁か、女によう房ぼう勤めをしていた者、もしくは弘徽殿に出入りする男を追って現れたってところかな。まったく無関係のものが宮中の結界を破ってまで召しよう喚かんされたなら、君が真っ先に気づくだろうしね」

「そうですね。弘徽殿が出してきた呪じゆ詛その札はなんの力も帯びていませんでしたし、かの女人は召喚されたのではなく自発的に現れたものかと。そしてあの女人は実体がありました。強い思念が遺のこっているということは、ここ最近にお亡なくなりになったか法事があったか、なんらかのきっかけがあった方でしょう。その線から追うこともできそうですね」

　貴族の服ふく喪もについては私が調べましょう、と朱雀院の宮が請うけ合い、「それで片がついてくれるとありがたいな」と東宮がうなずいた。

　しかし東宮のその言葉に透子は引っかかりをおぼえた。

　片がついてくれるとありがたい──ということは、そうではない可能性について東宮は気づいているということだ。

（そういえば先ほどなにやら本気で考えていらっしゃったような……）

「おそれながら東宮様、なにか御お心こころ懸がかりなことでも……？」

　透子が訊ねると、東宮は「ああ、ばれたか」と口こう端たんに笑みを漏らした。

「君の手の者が調べてくれた幽霊の出没場所が、ちょっとね」

「出没場所？」

　言われてあらためて地図に目を落とすが、印は都中に散っていて、透子にはなんの関連性も思いつかない。

「なにかお気づきになったのですか？」

　すると東宮は「君ならわかるよね」と朱雀院の宮に話を振ふり、あらためて目を通した朱雀院の宮は「ああ、たしかに……」と神しん妙みような面おも持もちでつぶやく。

　そして話してもいいかと訊ねるように東宮に目を向けると、東宮はひとつうなずいた。

「幽霊が目撃された場所は、すべて寺社のちかくですね」

「寺社、ですか？」

　京に寺社は多い。一筋とあけずに寺か神社があるので、幽霊が通りに現れればかならずどこかの寺社のちかくになってしまう。

「ただの寺社ではございません。表向きにはしていませんが、都の結界を維い持じするために皇族を置いている寺社ばかりなのです」

「え!?」

「君の邸の裏手の神社もそうだよ」

　東宮に言われて見てみると、透子の実家である二条邸ていのちかくにも印がついている。

　そういえば一虎がうちの裏の通りで見た者がいると言っていたが、朱雀院の宮が指摘したその法則性が事実ならば、幽霊が現れたのも偶ぐう然ぜんではなかったということだ。

「結界の存在を知る者が、女人を召喚している──と？」

「その可能性も考えられるということです。穢けがれを呼びこめば結界が揺ゆらぎますから」

「もし結界が破られればどうなりますか？」

「結界は寺社だけではございませんので破られることはないでしょうが、万が一、破られることがあれば天災が起きるやもしれません。綻ほころびが生まれるだけでも悪あしき気が流れ込みますので、疫えき病びようが広がる可能性もありますね。また人の心に取り憑つきますので、諍いさかいごとや争いごとが増えるでしょう」

「平へい穏おんな世の中は水すい盤ばんに張った水のようなものだからね。保たもたれていた均きん衡こうがひとたび傾かたむけば、すべてが押し流されて、戦いくさにもなりかねない」

「戦……」

「まあ、杞き憂ゆうで終わることを祈いのっているけれど、ただ祈るだけで守ってくれるほど神様は甘くないから、こちらとしても人事は尽つくしておかないとね。

　そんなわけでひきつづき物ものの怪けについて調べてもらえるかな？」

　事態は楽観視できないが、その可能性を踏ふまえた上で覚かく悟ごをふくんだ東とう宮ぐうの笑えみに、透子は「かしこまりましてございます」と手をついた。
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　おなじ晩、寝ね静しずまっているはずの弘徽殿には金切り声が鳴り響ひびきわたっていた。

「どうしてあの女は出ていかないのよ!?」

　室内に投げつけられた文ふ箱ばこの中身が散乱するなか、使いの少年たちは殿でん舎しやの主あるじの癇かん癪しやくに息をひそめて耐たえる。

　ここに近この衛えの中ちゆう将じようがいたなら実じつ兄けいとしてたしなめることもできただろうが、傍ぼう系けいの、しかも使いにすぎない自分たちの言葉に耳を貸す娘むすめではない。

「あんな年とし増まなんてさっさと追い出せばいいのにッ！」

　──ことの起こりは、昨晩、弘徽殿に現れたという物の怪だ。

　弘徽殿の女によう御ごである彼女は夜のお召めしのために弘徽殿にいなかったから、朝にもどってきてから聞かされただけだ。物の怪を目にしたわけではない。

　しかし彼女は梅壺の更こう衣いのしわざだと騒さわぎたて、証しよう拠こがございませんのでと宥なだめる女房たちに〈無能〉の烙らく印いんを押して、一族の者を呼びつけて呪詛状をねつ造させた。

「証拠は渡わたしたのに、どうしてあの女房を捕とらえないの!?」

　そう言われても、と口に出しかけた言葉を少年たちは飲み込んだ。

　呪詛の類たぐいは寺社とつながりの強い皇族のほうが知識が深い。伝つ手てを探して僧そうにねつ造してもらったものの、急場しのぎの呪詛状が偽にせ物ものであることを見み抜ぬかれてしまったのだろう。

　それでも左大臣が本物だと言う以上、公おおやけに否定はしてこないだろうが、証拠品は預かったというかたちでこちらの次の動きを窺うかがっている節がある。

「主上も主上だわ！　わたくしがこんなに怖こわい思いをしているというのにどうして!?」

　彼女が癇癪を爆ばく発はつさせた理由はそれか、と少年たちは息をついた。

　昨日のお召しからもどってみれば、自分の殿舎に物の怪が出たという。──そしてここからはねつ造になるが、それを仕し掛かけてきたのは梅壺の女によう房ぼう、主である梅壺の更衣がやらせたにちがいない。自分は物の怪が出た殿舎で心細い思いをしているのだ。きっと今日のお召しも自分で、主上が慰なぐさめてくださるにちがいない──

　彼女の中に出来上がっていた勝手な物語は、おおかたそんなところだろう。

　しかし彼女の意に反して、今晩のお召しはなかった。

　物の怪が現れたという殿舎で夜を過ごすことになった彼女は、一族の者を呼びつけて警けい戒かいに当たらせ、闇やみが怖いのか、いつにもまして己おのれの周囲をあかるく照らしている。

　そのことが少年たちにはかえって幸いだった。あかるく照らされたむこう側からは、几き帳ちよう台だい越ごしの灯あかりを落としたこちら側などまったく見えていない。もともと見る気もないだろうが、おかげで気が楽だ。

「こんなことになったのもあなたたちが不ふ甲が斐いないからよ！　女御であるわたくしが蔑ないがしろにされるなんていい笑いものだわ！」

　蔑ろかどうかはさておき、たしかに今夜のお召しは梅壺だったらしいと聞いている。

　この娘が主上の前でどれだけ猫ねこをかぶれているものか、左大臣の娘扱あつかいで入じゆ内だいしたわりにはいまの後宮の中心ではないところを見ると、本ほん性しようを見抜かれているのだろう。

「わたくしが蔑ろにされるということは藤原家が蔑ろにされているのもおなじなのよ！　お祖父じいさまの顔に泥どろを塗ぬる気!?」

　言い返せば火に油を注ぐだけ、少年たちは娘の八つ当たりを貝になって耐え抜き、

「もういいわ！　使えないんだからまったく……!!」

　几帳台のむこうで引き裂さかれた料紙が無残な音を立てるのを聞きながらも、解放されたことにほっとしながら一礼して、室へやを辞した。







　使えない少年たちが去ってからも、弘徽殿の女御の怒いかりが収まることはなかった。

（どうしてどうしてどうして──）

　自分は時の人、藤原左大臣の娘として、そして亡き中ちゆう宮ぐうのあとを継つぐ者として望まれて宮中に来た。

　そして叔母おばである亡なき中宮は、後宮一の女によ人にんとして丁重に扱われていたというのに、なのになぜ自分はこんな不等な扱いを受けなければならないのだろう？

　殿舎を賜たまわったときからそうだ。

　ある宮中の物語に憧あこがれていた自分は、物語で中宮が賜っていた藤ふじ壺つぼを希望していた。実際の藤壺も中宮だった叔母が与あたえられていた殿舎で、叔母が亡くなったあとは空いていたはずだ。

　しかし入内した自分に与えられたのは弘徽殿だった。

　叔母がいた藤壺は空けたまま、藤壺の奥の殿舎の梅壺は、叔母の女によう房ぼうであった女に与えられたという。

　姫ひめ様は女御様となられるのですから、一更衣など気にすることもございませんよ──

　女房はそう言って慰めたが、そのとき心に引っかかったのは、ただの気のせいなどではなかった。

　梅壺を賜った女は、叔母の中宮から受け継ぐはずだった自分から、天てん寵ちようも後宮での地位もなにもかも奪うばったのだ。

（どうしてわたくしをちゃんと遇ぐうしてくださらないの。わたくしが若いから？）

　十五で入内したときに主上が、まだお稚わかいあなただから、と気き遣づかってくださったことが嬉うれしかった。

　たしかに自分は主上の一の宮の朱雀院の宮とおない年、〈娘〉にしか見えなかったのも無理もない。

　しかしそれから三年、いまだに主上の中では自分は娘でしかない。

　だから周囲がいくら皇子を望んだからとて、生まれるはずがないのだ。

　お召しがあるのにいまだお手がついていない──などと、恥はずかしくて言えるものか。

　女房たちが月ものがはじまるごとに憂うれう言葉がうっとうしい。賢さかしらに手練手管を耳に入れてくるのが煩わずらわしくてしかたがない。

　自分は若くとも今上の一の妃きさきとなる者、ふさわしくふるまわねばと、おない年の朱雀院の宮に対しても威い厳げんをもって接してみたが、朱雀院の宮に新たな中宮となる自分を立てる気持ちはないらしい。

　朱雀院の宮は、先の中宮が入内する前に儲もうけられた宮腹の生まれだ。東宮位にはないものの、藤原氏の風下に立つつもりはないという意識が見え隠かくれしている。

　それどころか梅壺の女房──二条大だい納な言ごんの娘ごときを気にかけているとさえ言う者が出はじめる始末だ。

（それもこれもすべて梅壺のせいよ）

　今上の側そばに上がってほどなく七の宮を産んだ梅壺は、いまだに夜のお召しが絶えない。

　きっと三日にあげず通う梅壺が弘徽殿の女御は小娘だと吹ふきこみ、主上を籠ろう絡らくしているにちがいない。

　先日は梅壺に薬くす師しが呼ばれたと聞き、戦せん慄りつがはしった。もしやまたもやご懐かい妊にんではと、自分の女房までもがささやきはじめる始末だ。次の懐妊を機に女御にされるおつもりではないかと言う者さえいる。

（──梅壺さえいなくなれば）

　主上を惑まどわす梅壺も、その女房の綾小路もこの宮中から消える。そうすれば宮中はあるべき姿にもどるにちがいない。

（早くなんとかしないと）

　娘は手にしていた破れた料紙をくしゃりと握にぎりしめた。







　一方、弘徽殿を出た少年たちは、ようやく解放されたとばかりにおおきく伸のびをしながらごちた。

　身内とはいえ、成人した男子が立ち入るのは弘徽殿の名に障さわる──という理由で選ばれた自分たちだったが、実際は大人たちも身内の名目でしょっちゅう出入りしているし、今晩は体ていよく面めん倒どうな役目を押し付けられただけだ。

「お祖父さまの顔に泥を塗る気、かあ」

「あの方は変わらないなあ……」

　時の権力者の左大臣、その嫡ちやく子しの大姫として育てられた彼女は、いずれ中宮になるのが当然だと言われながら育てられてきた。

　前の中宮が早世したばかりにすでに東宮あとつぎのいる今上の妃となったが、彼女がなるべきものは変わらないはずだった──その認にん識しきのずれが、入内して三年経たったいまでも解消された様子はない。

「さすが大臣様は先見の明があったな」

「まだ二の姫、三の姫のほうが芽がありそうだしなー」

　弘徽殿の女によう御ごは、自身がおない年の東宮ではなく、親子ほども年の離はなれた今上に──すでに成人した後あと継つぎがいる相手に入内した意味をわかっていない。

　藤原氏の嫡男の本妻腹の一の姫。恵めぐまれすぎた生まれと育ちのせいで、高こう慢まんに育ってしまったのが運の尽つきだ。

「さすがにあの方を東宮妃ひにして、同年代の娘むすめたちと競きそわせるのは酷こくだろ」

　もはや東宮も皇子たちもいる今上の妃ならば女同士で競う必要はない。

　だが東宮妃となればわけがちがう。品性を保ちながら同年代の妃と東宮の寵ちよう愛あいを競い、皇子を授さずかる強運も必要だ。

　あの娘では荷が重い──それが左大臣の見立てだった。

「しかも今上に入内させたのは、下の姫たちの嫁とつぎ先への障りをなくすためだろ？」

　一族の大姫をさしおいて下の姫を嫁がせるわけにもいかない。そして大姫の相手は、下の姫の格を下げないためにも、格の見合う相手である必要がある。

　そこで選ばれたのが、今上への入内だ。

　運よく皇子が生まれれば好都合、無理ならそれでかまわない──彼女への期待はその程度で、一番の目的は、二の姫以下の結けつ婚こんを考える際に大姫が障りにならないよう、風通しをよくしておくことだった。

「まだ女房たちはあきらめていないようだけどな」

「そりゃ、自分の主あるじが使い捨ての駒こまとは思いたくないだろ。自分たちの立場にも関かかわる問題だし」

　弘徽殿のお付きの女房たちは、主の栄達が自分たちの地位向上につながると信じて、皇子誕生に躍やつ起きになっているようだが、左大臣は親王の誕生なろうがなるまいが不都合がないように、すでに次の手を考えている。

「孫娘相手にも容よう赦しやない御お方かただよな……」

　と、少年たちは深くうなずきあった。

「だとしてもかの宮様の言は看過できないか」

「梅壺の女御宣せん旨じは、次代の東宮争いにも影えい響きようしかねないからな」

「じゃあどうする？　すでに主上のお耳に入ってしまっているんだろ？」

　宮中にいる者は、梅壺の更こう衣いの処しよ遇ぐうについて触ふれるのは禁きん忌きだとばかりに口をつぐんでいるというのに、大宰の地に思わぬ伏ふく兵へいがいたものだ。

「しかも主上の御心にも添そっているようだし」

「まあ、あの女御様をもてあます気持ちはよくわかるしなあ」

　弘徽殿は女御であるのに対し梅壺は更衣。弘徽殿の女御が格下の更衣よりも寵が浅いことに立腹しているなら、同格の女御にしてしまえばおとなしくなる──というのもたしかに考え方のひとつだ。

「寛かん大だいな御心で受け入れてくださる主上の下もとに波風を立てるのは望ましくないけど、今回はいままでの方法で話を躱かわすのは難しそうだぞ」

　少年はしばし思案にふけると、やがてぽつりと告げた。

「やはり、消えていただくしかないのかな」

　誰だれに、と言うまでもなく、少年たちの間では伝わった。

　一度出てしまった言葉は口には返らない。となれば、その言葉を発した者自身が誤っていたことにするしかない。

「しかしどうやって」

「それは上の人が決めること、俺たちは女御様のご意向をお伝えするだけだ。このたびの物ものの怪け騒そう動どうで梅壺に負わせるのが無理なら、その方に負っていただくという方向に変わるかもな」

　まあ、いずれにせよ、共とも倒だおれしてくれるのが当家にとっては最良の結果だな。

　あとは二の姫ひめ、三の姫が良いい感じに育ってくれればいいんだけどなーなどと軽口をたたきつつ、藤原氏の次代を担になう少年たちは、報告にもどった。
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　翌日、透子はいつものように目を覚ますと、妻戸、蔀しとみなどを開け、そして注意深く渡わた殿どのに目をはしらせた。

（……今日はなにもないみたいね）

　昨日、逆さ屛びよう風ぶが置かれた場所になにも置かれていないことを見て取って、透子はほっと息をついた。

（でも更衣様のおもどりのときまでちゃんと見ていなきゃ）

　紗子は帝みかどからのお召めしを受けて昨晩から清せい涼りよう殿でんに渡っている。紗子を傷つけることが目的なら、紗子のもどりの時間を見計らって嫌いやがらせをしかけてくるやもしれない。

　弘徽殿の思いどおりになどさせない──

　そう心に誓ちかって、透子が火ひ鉢ばちに炭をもらい、香こう炉ろを焚たき、女によう房ぼうとしての仕事をこなしていると、ふと昨晩の会合が脳のう裏りによみがえった。

（弘徽殿に現れた幽ゆう霊れいって、いったいどなたの御み霊たまだったのかしら？）

　相手は幽霊だ。なんらかの念──おそらく子探しの想おもいが残ったのだろうが、あの幽霊が弘徽殿に由来する者ならば弘徽殿の者は幽霊の正体を知っているはず、梅壺のせいだと押しつける前に厄やく祓ばらいをするのではないだろうか。

（けれどそんな動きはなかったみたいだし……ということは、弘徽殿側もあの幽霊の女を知らなかったの？　いまの弘徽殿の所縁ゆかりの方ではないってこと？）

　後宮の殿舎の主は帝の代だい替がわりとともに入れ替わる。彼女が亡なくなったのは最近ということだが、先代の御世に弘徽殿を賜たまわっていた女人の縁えん者じやかもしれないし、もっと昔の人物なのかもしれない。

（まあ、その件は宮様が調べてくださるし、わたしがいますべきは叔母おばさまが傷つくことのないようにお守りすることよね）

　自分の身の潔白は東とう宮ぐうが証してくれる。他力本願になるが、逆に後宮で紗子を守ることは東宮や朱雀院の宮にはできないことだ。

　それぞれができることを分担して、結果を持ち寄ればいい。もう自分はひとりではないのだから──そのようにおなじ目的を持つ相手がいることがとても頼たのもしく、透子に戦う勇気を与あたえてくれる。

（……そう、昨日宮様がおっしゃったこと、叔母さまにもお話ししなきゃ）

　紗子はただ真綿に包むだけの相手ではないと、朱雀院の宮は言った。帥の宮の言上のことを話せば、紗子はどのような未来を望むだろう。

　風当たりが強くなることを覚かく悟ごして女御となるか、それとも更衣として穏おだやかな日々を過ごすか。

　いままで宮中での政治的立場など考えることなく、ただ穏やかに過ごしてきた人だ。紗子には酷な質問かもしれない。そのようなことは考えられない、考えたくないと言われるかもしれない。

　しかし現実に、紗子を中心に宮中は揺ゆれ動いているのだ。紗子はどう答え、自分はこれからどうするのか。

　返答によってはもう紗子の側そばにいられないかもしれない──

　そんな苦いものを感じたそのときだ。するすると衣ころもを摺する音が渡殿から聞こえた。

　透子がはっと面をあげると、紗子が幾いく人にんもの女房を従えてもどってくるところで、透子は紗子を御み簾すの中に迎むかえ入れると、上座についた紗子に「おもどりなさいませ、更衣様」と手をついた。

「つつがなくお勤めを果たされましたこと、お喜び申し上げます。さぞお疲つかれにございましょう。朝あさ餉げになされますか、それとも御ぎよ寝しんなさいますか」

「そうね。先に休ませてもらおうかしら」

　宮がいらしたらゆっくりできないものね、と紗子はほがらかに微笑ほほえむ。

　七の宮は昨日、風邪かぜがうつってはいけないからと母の紗子と会うことができなかった。その分も今日はにぎやかになるだろうことは予想がつく。

「早く宮を呼んでさしあげないと、ぐずってしまうかもしれないわね」

　紗子が愛いとおしそうに目を細め、座を立ちかけると、透子は「更衣様」と呼び留めた。

「あら、どうしたの？」

「あの……お訊たずねしたき儀ぎが」

　紗子は歯切れの悪い透子になにかを察し、目配せでほかの女房を下がらせる。

　そしてするすると御簾が下ろされると、紗子は透子の側に膝ひざで寄った。

「どうかしたの、透子？」

「はい。──すでにお聞き及およびかもしれませんが、表でこのようにおっしゃる方がいらっしゃったようです。叔母さまを女によう御ごにしてはいかがか、と」

　すると「まあ」と紗子は声をあげた。今上と夜をともにしていた紗子だが、紗子にはお話しになっていなかったようだ。

「無論、決まった話ではございませんし、叔母さまのご意思でどうにかなるというお話でもありません。ただ、このお話の件、叔母さまがどう感じていらっしゃるのか、お聞かせいただければと」

　すると紗子は「そうね……」としばし思案していたが、やがて透子の顔を覗のぞきこんだ。

「透子はわたくしが女御になったら嬉うれしい？」

「わたしは……わたし自身はいまのままで不自由しておりません。ですが、叔母さまのお気持ちはどうなのかと……」

　本来あるべきところから一段低い位に置かれる、つまり本来頼みとなるはずの生家から見捨てられているということだ。その気持ちはいかばかりだろう。

　しかし、紗子は恨うらみを感じさせることなく、やわらかく微笑んだ。

「わたくしもなにも不自由は感じていないわ。身分が上がろうといまのままであろうと、主上のお側にいられるのですもの。わたくしはそれだけでいいのよ。実家の煩わずらわしい話にあなたを巻き込んで悪いと思っているの」

　ごめんなさいね、と眉まゆを下げる紗子に、透子は「いえ、そのようなことは！」とあわてて返した。

「なれど……後宮といえども宮中のひとつ、宮中は筋目に沿った正しい姿であることが大事なのだとおっしゃる方がいます。左大臣の意向で道理を曲げられている現状は、はたして正しい姿と言えるでしょうか」

「え？」

「叔母さまが地位に固こ執しつしていらっしゃらないことは美徳と存じます。しかし後宮が曲げた道理に従っていては、政まつりごとの道理までも曲げられてしまうのでは──とおっしゃいました。わたしもその方とおなじように考えます。政に道理が通らなくなれば、いずれまた政が乱れて世に戦いくさが起きるのではないかと……わたしはもう、戦は嫌なんです」

　いまの後宮の状じよう況きようは、紗子ひとりが耐たえればいいという話ではない。

　その考えを向けてみると、紗子はしばし思案したのち、室内に視線を移した。

「そうね……透子もその方もきっと真しん摯しに国の行く末を案じているのね。

　もちろん国を守りたいという透子の気持ちも大切よ。でもね、もしわたくしが女御になれば、あの子にまで家のしがらみを負わせることになるわ」

　その返答に透子ははっとした。

　紗子が視線を移したのはいつも七の宮の遊んでいるあたり、きっと紗子にはあどけなく駆かけまわる七の宮の姿が見えているのだろう。

「今上の皇子である以上、政と関かかわるのは避さけて通れないのはわかっているわ。けれど兄宮様もたくさんいらっしゃるのだもの。せめて親王でなければ、おおきな波に巻きこまれずに済むかもしれない、そう思うの」

　女御腹の皇子は親王宣下されるのが通例だ。もし紗子が女御となり、七の宮が親王となれば皇位継けい承しよう問題にも関わるし、皇族としての政治的立場が重くなり、必然的に七の宮の周囲もおおきく揺れる。

「あなたをはじめ、この国を守ろうとする人は大勢いるのでしょうね。でもあの子を母として守ってあげられるのはわたくししかいないから」

「では叔母おばさまは、七の宮様のために更こう衣いでありたい、と……？」

「ええ、わたくしが宮にしてさしあげられるのはそれくらいだもの。だからわたくしは母としてできるだけのことをするだけよ」

　──透子も守りたいもののためにがんばりなさいな。

　紗子はそう言って透子の頭を優やさしく撫なでると寝しん所じよへと向かい、室内には透子がひとり残された。

（まさか叔母さまがあんなことを考えていらしたなんて……）

　心優しい紗子は、藤原氏に虐しいたげられてもただ言われるがままに流されているのかと思っていた。けれどもちがう。更衣でいたほうが七の宮のため──そう考えていまの境遇で静かに耐えつづけていたのだ。

　相手を刺し激げきしないように守りに徹てつする、それもひとつの戦いのかたちだ。

（朱雀院の宮様のおっしゃったとおり、叔母さまはただ守られているだけの女によ人にんではなかったのね）

　紗子と自分の向かっている未来はちがうとわかったいま、今後ふたりの道が分かたれることもあるかもしれない。

（でも叔母さまは応おう援えんしてくださったわ）

　先ほど頭に載のせられた紗子の手のぬくもり──それはけっして透子を突つき放すものではなかった。

　いままでも、紗子は母を知らない透子に親身になって接してくれた。自分ひとりが紗子を守っていたわけではない。自分が紗子のあの包まれるような優しさに救われていたのだ。

（叔母さまもがんばっているのだもの。わたしもがんばらないと、ね）

　しかし自身の望みのために紗子に甘えるわけにはいかない。そう思うと、かすかに胸の奥にちいさな穴があいたようにきゅっと痛みを感じた──そのときだ。

「──小町殿どの？」

　その声に、透子の心に灯ひがともった気がした。

　それはおなじ未来を見ている者の声だった。
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「どう……なさったのですか」

　朱雀院の宮の声こわ音ねにめずらしく動どう揺ようの響ひびきが混じったが、透子はまなじりを拭ふいて「なんでもございませんわ」と答えた。

　おなじ未来を志こころざす相手がいる──それはどれほど頼たのもしいことだろう。

　惑まどう霧きりのなかに光明を見た気がして、自然と笑えみがこぼれ落ちた。

「宮様こそどうなさったのですか。このような朝早くから」

　朱雀院の宮にうながされるまま簀すの子こ縁えんに出て、人目を避けて渡わた殿どのへ行き、そこで朱雀院の宮からもたらされたのは、予想外の報しらせだった。

「えっ、帥の宮様が呪じゆ詛そをおこなったですって……!?」

「藤原氏の言い分によれば、そうなりますね」

　言葉の意味を問い返すまでもなかった。

　──帥の宮は呪詛などおこなっていない。藤原氏に陥おとしいれられようとしているのだ。

「しかしどうして……藤原氏の標的はわたくしだったのでは」

「小町殿への嫌けん疑ぎも晴れたわけではありません。帥の宮が梅壺と結けつ託たくしておこなったことだと、触ふれまわっております」

「あの言上が原因ですね……」

　藤原氏は、弘徽殿にとって都合の悪い梅壺と都合の悪い言上をした帥の宮を一気に叩たたいてしまおうという腹だ。

　藤原氏のいつもの強ごう引いんなやり口に透子は唇くちびるを嚙かんだ。

「しかし帥の宮様が呪詛をおこなったと言ったところで、帥の宮様が弘徽殿や街中に赴おもむいていらっしゃったとは……」

「それがあいにく、物ものの怪けが目もく撃げきされた日と帥の宮が外に出ておられた時期がかさなっておりまして、残念ながらこちらで調べたかぎり、言いがかりとは言いきれない状況です」

「え!?　まさかあれほど目撃場所があったというのに、ですか？」

「はい。ひさびさに京におもどりになって、所縁ゆかりの方々にご挨あい拶さつに回っておられたようですね。宮が訪おとずれた日と近辺で物の怪の現れた日が、奇くしくも一いつ致ちしております」

　たしかにそれが事実なら、偶ぐう然ぜんの一言では片づけられないほどの数だ。逆に帥の宮が物の怪を召しよう喚かんしているのでは、と考えるほうが自然かもしれない。

「それに小町殿もはじめて帥の宮とお会いになったとき、帥の宮がどちらから来られたかご覧になったでしょう」

（どちらからって、えっと……たしかあの日は朱雀院の宮様とお話ししているときに、帥の宮様を見かけて、たしか──）

「……あ」

　はじめて帥の宮を見かけたとき、藤原一門かと思ったことを思い出した。それは帥の宮が弘徽殿から歩いてきたためだ。

「でもそれは弘徽殿に恋こい仲なかのお相手がいらしたからでは……」

「そのようですね。ですが理由はなんにせよ、帥の宮が弘徽殿に赴いていらっしゃったことは事実で、そして物の怪が現れたのはその晩です」

「物の怪が現れたとき、帥の宮様はわたくしとともに東宮様の宴うたげにいらっしゃいましたわ。帥の宮様のことも東とう宮ぐう様にお願いすれば……」

「いえ、残念ながら今回は小町殿のように、『その直前に弘徽殿で見かけた』という証言ではありませんので」

　帥の宮に関しては、事前に呪詛をしかけた可能性が疑われているということだ。

　自分の身の潔白は東宮の証言で証あかすことができるが、帥の宮が陥れられれば紗子も連座になりかねない。

「それでいま、帥の宮様はどちらに？」

「藤原氏から詮せん議ぎの強い申し立てがあったため、いまはお守りする意味で梨壺の北殿にお留とどまりいただいております」

「あの、帥の宮様からお話を伺うかがうことはできますか？」

　ここで帥の宮が陥れられれば、紗子の身にも累るいが及およぶ。女によう御ごになるならないという次元ではなく、紗子は宮中を追われ、七の宮とも引き離はなされることになる。

　そのような未来は紗子の望むところではない。

（なんとしても防がなきゃ）

　その透子の想いが伝わったのか、「わかりました」と朱雀院の宮は梨壺に案内してくれた。







　朱雀院の宮に訪おとない人があると知らされた帥の宮は、かすかに怪け訝げんな表情をしていたが、透子の姿を見るなり微び笑しようを浮かべた。

「ああ、これは小町殿でしたか」

　帥の宮は捕とらえられた様子もなく、しかし外に出ないように言われているのか、手て持もち無ぶ沙さ汰たに書物を読んでいた。

　控ひかえておりますので、と朱雀院の宮は室へやを出て、透子は帥の宮とふたり向き合った。

「小町殿がなにか私にご用でしょうか」

「はい。宮様になにやら言ってきている者がいるようですわね」

「ええ、さすが藤原氏は対応が早いですね」

　その有能さは自己の利以外のために用いていただければありがたいのですが、と帥の宮は苦笑しながらつけくわえる。

「では先方の申し出は言いがかりだと？」

「すくなくとも私は物の怪を呼んだおぼえはありませんね」

　さらりと告げられた言に透子はほっとした。

　もし藤原氏の言い分が正しければ、紗子まで巻き込まれていたところだ。藤原氏の言い分は根も葉もないこと、その立場で共に戦えるのはありがたい。

「そもそも弘徽殿に物の怪を呼びこんで、私になにか利がございましょうか？」

「物の怪に弘徽殿の女御様は怯おびえていらっしゃるとか。それに弘徽殿には別れた御お方かたもいらっしゃるのでしょう？」

　しかしその懸け念ねんは「そのようなことはいたしませんよ」と苦笑で流されてしまった。

　たしかに別れた恋こい人びとに嫌いやがらせをして溜りゆう飲いんを下げるような人物ではないし、それどころか追ってほしいときでさえもあっさりと別れ話を受け入れて身を引きそうだ。

（良くも悪くも執しゆう着ちやくが薄うすいような……）

　いまだってそうだ。帥の宮の言はまるで他人ひと事ごと、自分の将来が関かかわっているという深刻さが感じられない。

「おそれながら宮様、ご自身が陰いん謀ぼうに嵌はめられようとしていることをご理解なさってます？」

「ええ、もちろん。さして身分も後ろ盾だてもあるわけでもない私をわざわざ陥れようなどと、あの言上はよほど邪じや魔まだったようですね」

「そのおっしゃりようは、なんだか喜んでいらっしゃるようにもお見受けするのですけれども……？」

「ええ。動きがあったのは嬉うれしいですね。それが目的だったわけですから」

「ええ!?」

　思わず透子は声をあげた。

「どういうことですか？」

「私とてなんの意図もなく藤原氏を刺し激げきいたしませんよ。左大臣の専横がまかり通っていることが常態となるのはまずい、そう思ったので風穴を開けようとしたまでです。私の言によって、良きにしろ悪しきにしろなにか変わるかもしれませんから」

　まさか物の怪が現れて、絡からめてこられたのは想定外でしたけれどもね。帥の宮はそう淡たん々たんと言ってのけた。

　初対面のときにも感じたことだが、やはり帥の宮は正面切って藤原氏にケンカを売っていたらしい。

「もちろん、私ごときが藤原氏に打ち勝てるとは思っていません。とはいえ負けるつもりもありませんが、勝てない戦いくさでも仕し掛かけなければ、じわじわと力で押し切られるだけです。安定してしまった水面みなもに一石を投じて波は紋もんを起こす、しかしその石は波が立つほど大きすぎてはいけない。そしてその石となるのは東宮でも朱雀院の宮でもなく、私程度が適任だと判断したまでです」

「しかしそうすると帥の宮様おひとりが捨て石になりかねないことに……」

　執着が薄い方だと思ったが、自身の人生にすら執着がないのだろうか──と思っていると、帥の宮はすこし笑えみを浮うかべて告げた。

「はたしてそうでしょうか？」

「……え？」

「この言上は私の独断で切り出したことですが、勝算を考えなかったわけではありません。私の発言で宮中が揺ゆれる、この機を待っていた方はきっといる、私はそう思ったので切り出しました。現に東宮をはじめ私の話を聞いてくださる方も大勢いらっしゃいましたし、女によ人にんの中にもあなたのように私を案じてくださる方もいらっしゃった。

　だれに諮はかったものではなくとも、切り出された道に光を感じれば人はついてくるものです。私のためにではありません。自身の望みのために」

「自身の望みの……ため？」

「ええ。誰だれしもみずから動くときはそうでしょう。心の底から国のためなどと思っておこなわれたら、国も迷めい惑わくでしかないでしょうしね。私もそこまで自分が正しいと思っているわけではありませんよ。

　国のためにしたことだ、などとたいそうなことを言うつもりはございません。私がたまたま自分に不都合だと感じたのがいまの宮中のありかただっただけです。私は一私人の意思によって道理を曲げられる世の中に嫌いや気けがさしたので、このような世が変わることを望んで言上したまでのこと」

「しかしそれでご身分やお立場を失うことがあれば」

「それでも気に食わない世に生きるよりマシでしょう」

「罪を着せられて遠おん流るになるやもしれないんですよ!?」

「咎とがなく裁かれるような国に生きつづけるのもまた、不自由なことでしょうね」

　さて遠流先と大宰とではどちらが遠いでしょうね、とのらりくらりと躱かわされてしまい、透子は言葉をなくした。

　このつかみどころのない感覚にはおぼえがある。

（〈宮様〉ってみんなこんな感じなの……!?）

　帥の宮は東宮とはちがう意味でつかみどころのない人だった。親王としてやんごとない出自のはずなのに、決定的になにかがずれている。

　しかしそれは血統的にたしかなものを持っていればこその自信ではない。むしろその逆──帥の宮の言動からは、身分や立場など世せ俗ぞく的なものへの固執を感じないのだ。

　生まれながらにさだまっている血統、ただ人びとがどれだけ欲ほつしようと手に入れられない高貴な出自。

　だれしもが羨うらやむそれを手にしている人たちに執着がない──などと。

（どうして……？）

「まあ私はこうして身動きが取れなくなってしまいましたが、この波紋がだれかの心を揺らし、なにかが変わってくれることを願っておりますよ」

　帥の宮はそう言うと、俗世の我が執しゆうからほど遠い笑みを浮かべた。
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「帥の宮とお話をされていかがでしたか？」

「ますます帥の宮様のお人ひと柄がらがわからなくなりました……」

　透子が曖あい昧まいな笑みを浮かべると、朱雀院の宮は「たしかに一ひと癖くせある方やもしれませんね」とうなずいた。

　──あのあと、帥の宮に物ものの怪けの女人について訊たずねたものの、思い当たる相手はいないとのことだった。外に作った恋人では？　と訊ねたものの、「私には子もおりませんし、そこまで想おもっていただけたなら本ほん望もうですね」とさらりと躱されてしまった次し第だいだ。

　しかし帥の宮に確かく認にんしてみると、ここ数日の外出先と、物の怪の出しゆつ没ぼつ箇か所しよがかさなっていることは事実だった。

　この一いつ致ちは偶ぐう然ぜんなのか、それともなにか関係があるのか。

　疑問を解決するべく、朱雀院の宮とこうしてまた牛ぎつ車しやに揺られて、ここ数日の帥の宮の足取りを追っている。

「帥の宮様の詮せん議ぎはいつごろにはじまりそうですか？」

「東とう宮ぐうは表向き、藤原氏と対たい抗こうする立場にはおられませんから、引ひき延のばすのも限度があります。近日中に詮議がはじまるでしょうね」

「近日中──それまでに物の怪の正体をあきらかにして、帥の宮様と無関係だという確証をつかまないといけないということですね」

　調べられる時間は今日明日くらいだろうか。とはいえ、先の七星剣のように窃せつ盗とう犯ならば盗品と犯人を押さえればそれで潔白を証明できたが、今回の犯人は幽ゆう霊れいだ。いるかどうかも怪あやしいし、捕つかまえて引っ立てるのも難しい。

　どうしたものかと思案していると、

「もっともありがたいのは今晩、街に女人が現れてくれることですね。さすがに東宮も渦か中ちゆうの帥の宮に外出はお許しにならないでしょう」

「帥の宮様のいない場所に幽霊が現れたなら、幽霊と宮様は無関係ということになりますものね」

「はい。目もく撃げき情報が必要になりますが、こちら側の者だけでは捏ねつ造ぞうだと言われかねないので、藤原氏側の目撃者も必要です」

「つまり、幽霊を目撃した藤原氏を押さえる必要があるということですか」

「ええ。私も手の者を出すつもりですし、寺社にもお願いしているところです。小町殿どののご家中の手もお借りできればと」

「ええ、それはもう」

　ただ自分たちが幽霊を目撃するだけでもダメ、藤原氏だけなら目撃しても口裏を合わせられてしまう恐おそれがある。きわめて難しい任務だが、帥の宮の冤えん罪ざいを晴らすために必要なことだ。

　透子が請うけ合ったそのとき、牛車がゆるりと動きを止めた。




　はじめに訪おとずれた先は朱雀すざく大おお路じにほど近い寺だった。

　牛車を降り、寺の裏手の大きな僧そう房ぼうに通されると、齢よわい還かん暦れきをすぎた僧が迎むかえてくれた。

「これは朱雀院の宮様、おひさしゅうございます」

「ご無ぶ沙さ汰たしております、僧正」

　ふたりの間に流れる空気はなごやかなものだ。さすが寺社とのつながりが強いと言われる朱雀院の宮、親しい知り合いらしい。

「いやはや宮様が女人連れでおいでとは。月日の流れは速いものですな。お三方の中ではもっとも縁えん遠どおくていらっしゃるかと思いましたが、私も耄もう碌ろくしましたかな？」

　そう言って笑みをこぼす僧正に、

（お三方？　ってどなた？）

　透子が小首をかしげていると、僧正が教えてくれた。

「朱雀院の宮様、そして東宮様と帥の宮様は、ご幼少のころからこちらに学問にいらしておりましてな。御お年としが近いこともあり、仲良くしておいででした」

「まあ、そうでしたの」

　三人は幼なじみだったということだ。梨壺の北殿に留とどめられていた帥の宮に心乱れる様子がなかったのは、気心の知れた東宮の許もとにいたためだったのかもしれない。

「それで愛らしい女人をお連れになってなんのご用ですかな」

　さぞ良い報告が聞けるのだろうとにこやかな笑みを浮かべる僧正に、「残念ながらそれは誤解にございます」と訂てい正せいを入れた。

「こちらは二条大だい納な言ごんの大おお姫ひめにて、こたびは東宮の命にてともにまいりました」

「ほう、東宮様の。──して、どのような御ご用よう件けんでしょうか」

　東宮の名が出た瞬しゆん間かん、空気がぴしっと引き締しまったような気がした。

　東宮本人の人となりは軽く、僧正にとっては東宮もまた教え子のはずだが、その肩かた書がきの持つ意味はとてつもなく重い。

　次代の天子となってこの国を担になう者、国の民たみとしてその名を敬い、粛しゆく々しゆくと従うことが、秩ちつ序じよある国造りの礎いしずえとなる。

「ここ数日内に帥の宮様が訪ねていらしたはずですが、どのような御用件だったのでしょうか」

「帥の宮様ですか？」

　僧正にとっても意外な問いだったらしい。

「まさか宮様になにかございましたかな」

「いえ、帥の宮様ご自身はなにもしておられません。ですが政治的な陰いん謀ぼうに巻き込まれておいででして、帥の宮様をお救いするためにも、ここ数日の動向を把は握あくしておきたいとの東宮のご意向です」

　そう言って朱雀院の宮は、藤原氏がしかけてきた謀略について説明した。

「然さ様ようにございますか……しかし帥の宮様はひさびさに京におもどりになったとご挨あい拶さつにいらしただけで、これという難しい話題はなく。ご赴ふ任にん中の京の出来事をお話ししたり、それとちょうど東宮様や朱雀院の宮様と過ごされた昔語りをしましたかな」

「昔語り？　語るほどのことなどございましたでしょうか」

「それはもう、お二方のやんちゃぶりには驚おどろかされましたよ。帥の宮様が年長者として面めん倒どうをみておられましたが。

　あとは大宰でのお暮らしぶりをお聞きしたのですが、昔から帥の宮様からは身の立て方についてご相談を受けていたので、大宰帥としてご立派にお勤めを果たされていることを嬉うれしくお聞きしました」

「そのようなご相談を……初めてお聞きしました」

「帥の宮様は、お二方のように確たる立場がおありではなかったですからな。それにひとりだけ年長でいらっしゃいますから、あなた方がたにご相談するのもためらいがあったのでしょう。帥の宮様ご本人はご幼少のころより聡さとい方でいらっしゃいましたから、臣下に降りて学問で身を立てるか、出家して僧となるおつもりだったのですよ」

「僧に？」

　朱雀院の宮が意外なことを聞いたように驚いた顔をした。

　僧は国内のみならず他国の文化や書物にも通じており、ややもすれば大だい学がく寮りように通う貴族よりも学がある。知力の才さいに秀ひいでた者が僧をめざすのはめずらしいことではない。

「ええ。東宮様の強いお引き留めがあって皇族に残られたとのことですが……」

　そこまで告げて、僧正はなにかを思い出したように目を上げた。

「なにかございましたか」

「そのお話をしていたときです。皇族に留とどめていただいたのはこの日のためだったのかもしれない──そのようなことをおっしゃっておられました」

「──この日のため」

「はい。そのときは、大宰の地を無事治めておられるその手しゆ腕わんを東宮様が見み抜ぬいておいでだったのだろう、という意味に受け取りましたが、思い返してみると、帥の宮様は言上によって生じる陰謀についてご覚かく悟ごされていたのでは、と」

（たしかに……）

　梅壺の更こう衣いの女によう御ご推挙、それを申し出たのは帥の宮がこの寺を訪れた翌日のことだ。

　帥の宮は言上のこと、そしてその波は紋もんが自分にもたらす結果を察していればこそ、幼き日々を過ごしたこの寺に来たのではないだろうか。──今生最後の別れのあいさつをするために。

（すべて覚悟のうえだったってこと……？）

「宮様を謀はかりごとからお助けするために、なにかできることはございませんかな」

　そう告げる僧正に朱雀院の宮は物ものの怪けの事情を話し、目撃情報をもらえるとありがたい旨むねを伝えて寺をあとにした。







　牛ぎつ車しやに乗り込むと、朱雀院の宮は難しい面おも持もちで考えこんでいた。

「宮様？」

　いつも気き遣づかってくれるのは朱雀院の宮のほうなのに、すこし様子がおかしいと声をかけてみると、「ああ、申しわけございません」といつもの笑えみを浮うかべようとしたが、困こん惑わくした様子は隠かくし切れていなかった。

「なにか御お心こころ懸がかりなことでも？」

「ええ。帥の宮は幼きころからの知り合いですが、宮がそのように考えていらっしゃったことなどまったく知らなかったものですから」

「帥の宮様とはいつからお知り合いなのですか？」

「私が八つばかりのころでしょうか。私が朱雀院の祖父に引き取られたとき、代だい替がわりに伴ともなって皇宮を出た皇子たちとともに帥の宮もいらっしゃったのですよ。帥の宮は私の祖父の弟にあたる御お方かたですが、すでに曾そう祖そ父ふは亡なくなっていたので祖父が養父代わりとなって引き取られましたので」

「では帥の宮様とはご兄弟のようにお育ちに？」

「それはどうでしょうね。父の即そく位いに伴って、私には今上の一の宮という肩書きが付いてまわるようになりました。対して帥の宮──当時は幼名からそのまま碧あおいの宮と呼ばれておいででしたが、親王とは名ばかりの後ろ盾だての弱い御方でしたから、私に対して遠えん慮りよされていたと思います。お話しするようになったのは、ともに僧正の下に学びにゆくようになってからですね。

　しかし当時の私は心穏おだやかとは言いがたい様子でしたし、碧の宮の御心に気づくことができませんでした」

（朱雀院の宮様、昔は荒あれておいでだったのかしら？）

　いまは凪ないだ湖面のように穏やかな性格だというのに意外なこと──などと考えていると、

「まさか出家を望まれていたとは……」

　そのつぶやきに透子ははっとした。

　──いつぞや、聞いたことはなかったか。

　朱雀院の宮は門もん跡せきに入ることを望まれていたものの、出家を望まず抵てい抗こうしたと。

　朱雀院の宮は一の宮として表の世界で宮中を守ることを望み、出家を拒こばんだ。しかし帥の宮は、朱雀院の宮のような強い肩書きも後ろ盾もないことから、出家して身を立てることを望んでいた。

　朱雀院の宮が拒みつづける姿は、それを欲ほつしていた帥の宮の目にはどのように映っていたことだろう。そしてそのときの気持ちはいかばかりだったか──

「けれど朱雀院の宮様は帥の宮様と仲良くしておられたのでしょう？　いまも親しくしておいでのようですし、帥の宮様もお気持ちに折り合いがついていたのでは？」

「だとよいのですが。すくなくともそのことに東とう宮ぐうは気づいておいでだった、そのことが口くち惜おしいですね」

　たしかに東宮は飄ひよう々ひようと人を食った風ふ情ぜいでいながら、心の機き微びに聡そうな人だ。

（だけど、ご自分だけが気づいていなかったことが口惜くやしいだなんて、まるで拗すねていらっしゃるみたい）

　隠し立てなく話せる間あいだ柄がらだったのだろう。お三方の仲が良かったという僧そう正じようの言葉は事実らしい。

「なぜ帥の宮様はそこまで覚悟を決めて言上されたのでしょう。一私人の意思によって道理を曲げられる世が嫌いやだとおっしゃっておいででしたが、大宰におられる宮様は関かかわらずとも済むことでしょうに」

「……七の宮に、ご自身のお立場を重ねておられたのかもしれません」

「え？」

「宮のお母上もご寵ちよう愛あい厚い御方だったと聞いております。ですが父君である曾そう祖父は宮の誕生を見ることなく亡くなり、兄である私の祖父に見いだされるまで親王宣下さえ受けられずにおいででした。帝みかどがご生存時はいくら寵愛厚くときめいておられても、時は移ろいゆくものですから」

　そのとき、透子の脳のう裏りで朱雀院の宮の言葉が帥の宮の声こわ音ねとかさなって響ひびいた。

『時は移ろうものです。いまは今上のご寵愛厚くとも、そのご寵愛がいつまでもつづくとはかぎらないのですから』

（ああ……だから？）

「たしか帥の宮様もおなじことをおっしゃっておいででした。そしてこの言上は梅壺の更衣にも悪い話ではないと」

「ええ。ご自身の経験から、梅壺を女御にして七の宮も親王宣下を受けて、地位を安あん泰たいにしておいたほうがいいと思われたのでしょう」

「しかしご自身の将来を案じていらっしゃった方が、いまの立場を危あやうくしてまで言上なさるなんて」

「だからこそ、この日のため──とおっしゃったのではないでしょうか」

「どういうことですか？」

「我われ々われ皇族は生まれながらに政まつりごとの渦か中ちゆうに置かれます。いやが応でも己おのれが政の道具であることを認にん識しきせざるをえません。帥の宮が出家を望まれたのもご自身の能力と立場を判断されてのことでしょうし、東宮の求めに応じて皇族として残られたのもそのためでしょう。

　帥の宮はご自分のためだとおっしゃるでしょうが、我々の心の中ちゆう核かくにはいつも国の存在があります。自分の置かれた立場でなにができるのか、なにをなすべきなのか、その考えが己の行動の中心にあることは否定できません。国あればこそ、この立場にあることができるのだと、そう教えられながら育てられますから」

「それは朱雀院の宮様も？」

「そうですね。私はずいぶんとわがままを通させていただきましたが、それでも国の政から離はなれて無関係の場所で生きるという道は考え及びもしませんでした」

　朱雀院の宮は望まれるままに出家の道を選ばなかった。しかしべつのかたちで選んだ道は、やはり国を守ることにつながっていた。

　いまの立場は自身の望んだものだろうが、今上の一の宮として許される範はん囲いでのわがままだ。やんごとない生まれに伴う責務は、外部から羨うらやまれる以上に重いものなのだろう。

「宮様方のお育ちは理解しました。しかしそうであればなおのこと、今回の件は真に帥の宮様の望みだったとは言えないかもしれません」

「と申されますと？」

「帥の宮様は皇族として、国にとって必要なことが理解わかってしまったからそれを実行に移されたまでのこと、己の責務を果たされただけにすぎないのではと」

　その言に、朱雀院の宮ははっと息を吞のんだ。

　帥の宮も東宮もどこか浮うき世よ離れしていると思った。けれどもふたりには決定的なちがいがある。

　それは自身の立場を──己の生せいを楽しんでいるかどうか、だ。

「帥の宮様は、あまりにご自身に執しゆう着ちやくがないようで、どことなく儚はかなさを感じました。ご自身に課せられたことをなすためだけに生きておられるような、自分のすべき責務さえ果たせばそれでいいと思っていらっしゃるような……そう、かつてわたくしが昔お会いした〈姫ひめ宮みや〉にも、おなじことを感じました」

「姫宮、ですか？」

　幼いころ神社で会った姫宮のことは以前の七星剣の一件のときに話してあるが、思いがけない名に朱雀院の宮は問い返した。

「ええ。姫宮は宮中の〈和〉のために宮中にもどることはできないと──皇族としてこのように生きるのが自分の運命なのだと、宮中を離れてなお宮中を優先してご自分の処しよ遇ぐうを考えておいででした。それは朱雀院の宮様や帥の宮様とおなじようにお育ちだったからだと思います」

　幼い日の自分は、姫宮が持つ浮き世離れした清らかさに憧あこがれていた。それがみずからの幸福よりも皇族としての立場を優先させたがためのものだと気づかなかった。

「けれどそれが皇族としてお育ちになった結果だというなら、わたくしは帥の宮様にはそうではないのだと伝えたいです」

　幼いころには伝えられなかった想い。けれどもいまなら言葉に替えることができる。




「あなたの一生は皇族の血に縛しばられただけのものではない、ご自分のための生でもあるのですから、ご自身の本当の望みを叶かなえてください──と」




　その言葉に朱雀院の宮は目を瞠みはった。

　それはおなじ皇族である朱雀院の宮の生き方をも否定する言だったかもしれない。

　それでも透子は、己自身の生しよう涯がいを盤ばん上じようの駒こまのように扱あつかう帥の宮を放っておけない──そう思った。

「わたくしは帥の宮様をお救いして、そのことをお伝えしたいです」

　もしそう言ったなら帥の宮はなんと返すだろう。それくらいわかっていますよと笑えみを浮かべるだろうか。

　あの自身の心を置き去りにしたような、諦てい念ねんに彩いろどられた執着心の薄うすい微笑ほほえみを。

（それが本当にあなたが望まれたことなのですか？）

　あの静かに凪ないだ心、月さえも静かに映すかのような心の湖の底には、どのような想おもいが沈しずんでいるのか知りたい──そう思った。

（だってあまりにもあのときの姫宮様に似ているのだもの……）

　するとしばらく言葉を失っていた朱雀院の宮が、低い声音でぽつりと問うた。

「……ひとつ確認させていただきますが、それは帥の宮に対する同情ですか？」

「──え？」

「それともあなたが帥の宮の伴はん侶りよとして彼をこれから支えてゆきたいと、そういう意味でしょうか」

「えっ、え……!?」

　思いがけない質問に、透子はあわてふためいた。

（どうしてそうなるわけ!?）

「伴侶だなんてそんなことあるわけないじゃないですか！」

「では、帥の宮にお伝えするときにはくれぐれも誤解を与あたえないようにお気をつけください」

　まるで説教をするような口ぶりだ。

「誤解なんて、そんな──」

　すると朱雀院の宮は息をついた。

「そんな真しん摯しな目で見つめてそのようなことを言われては、男ならば誤解しかねませんよ」
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「しませんって！　わたくしもそんなつもりで言ったわけではないですし！」

「ええ。──本当は姫宮に伝えたかった言葉なのでしょう？」

「────！」

　──一発で見み抜ぬかれた。思わず透子の面が熱ほてる。

（そ、そんなに熱く語っていたかしら）

「正直、それほど想ってもらえるのはうらやましいかぎりですね。それほど心配なお相手だったのですか」

「心配と申しますか……本当にお綺き麗れいで、月世にお住まいの姫君のように儚くていらして、わたくしの憧れでした」

　けれど、その儚さが皇族としての人生を優先させたためのものとは気づかなかった。

「いま、手の者に探すように伝えているのですが手がかりすらつかめず……」

　朱雀院の宮はかすかに視線を落とすと、「然さ様ようにございますか」とこぼした。

　──彼女の話を聞くのが好きだった。彼女の話を聞きたくて、邸やしきを抜け出して毎晩のように通った。

　けれども、自分は一度でも姫宮の心の声を聞いたことがあっただろうか。自分の好こう奇き心しんを満たすためだけの言葉を期待していたのではないだろうか。

『私は父の障さわりとなるわけにはいきませんから』

　たった一言、その言葉を告げたときの姫宮の目をはっきりと憶おぼえている。

　あの一言だけが、彼女の本心だったのではないだろうか？

　──しかしそれも、大人になったいまだからこそわかったことだ。

「ちゃんと話をお聞きしていればと──そのときのお気持ちを汲くんでさしあげていたならと、悔くいるばかりです」

　すると、朱雀院の宮はぽつりとつぶやいた。

「……あなたの願いは届いていると思いますよ」

（え？）

「強い想いは夢路を翔かけると申しますから」

　朱雀院の宮は普ふ段だんは根こん拠きよのないことを言わない人だ。しかしいまはきっと慰なぐさめていてくれるのだろう。

　その心こころ遣づかいが嬉しくて、「ありがとうございます」と透子は微笑んだ。







　そのあとも透子と朱雀院の宮は寺社をめぐったが、情報を得られないまま宮中にもどった。

　そしてそこで伝えられたのは、帥の宮の詮せん議ぎが明日はじまるということだった。

（そんな……）

　思っていたよりも藤原氏の根回しが早かったらしい。朱雀院の宮も眉まゆを寄せている。

（お願い。現れて……）

　しかし透子の願いも虚むなしく、その晩、物ものの怪けを目もく撃げきしたとの報しらせがもたらされることはなかった。
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　朝、透子は龍尚から届けられた文ふみを見るなり歯は嚙がみした。

（どうして昨日にかぎって出てきてくれないの!?）

　文には、手の者ものを放ったものの、物の怪を目撃した者が皆かい無むだった旨むねが記されていた。

　ここ数日は毎晩、しかも複数箇か所しよで目撃されていたというのに、なぜ昨日にかぎってどこにも現れなかったのか。

（やっぱり帥の宮様が出歩いていなかったから……？）

　透子は湧き起こったその考えを、あわててかぶりを振ふって打ち消した。

　それではまるで帥の宮が物の怪を呼び出していたようではないか。

（わたしはその藤原氏の言い分を打破しないといけないのに──）

　龍尚の手の者が見つけられなかっただけかもしれない。そう一いち縷るの期待を抱いだいて梨壺に赴おもむいてみたものの、

「君のほうはどうだった？」

　東とう宮ぐうのその一言で、告げられるまでもなくわかった。──物の怪は現れなかったのだ。

「どうして出てくれなかったのかなあ」

　恥はずかしがりやな女によ人にんなのかな、と東宮は笑えみを浮うかべるものの、いつものような人を食った感が薄い。

「こちらも弘徽殿に所縁ゆかりのある女人の逝せい去きよについて調べてみましたが、該がい当とうする人物は見当たりませんでした」

　朱雀院の宮のほうも手がかりなしということだ。

「あの、もしこのまま幽ゆう霊れいが出てこなくなったら帥の宮様はどうなるんでしょうか？」

「十中八九、嵌はめられるね」

　東宮は物ぶつ騒そうなことをさらりと告げる。

「そんな……」と透子が身をふるわせると、

「もちろんなんとかするけどね」

　と東宮はいたずらっぽい笑みを浮かべた。しかしその眼めはいつになく好戦的だ。

「我われ々われは悪あく霊りよう退治が本業だからね、物の怪に関して濡ぬれ衣ぎぬを着せられては名折れだ。最悪、都中の物の怪をすべて召しよう喚かんしてでも疑ぎ惑わくを晴らすよ」

（それって大だい内だい裏りの結界を解くってことなんじゃ……）

　傍かたわらでは朱雀院の宮が渋しぶい顔をしている。召喚された悪霊たちが宮中を暴れまわり、それを封ふうじて回る朱雀院の宮たちの苦労が垣かい間ま見みえた気がした。

「帥の宮様の詮議はどのように？」

「今日は朝議がございますので、そののちに場所を移してというかたちになるかと。詮議初日ですから今日は概がい要ようの確かく認にんのみ、くわしくは明日からという流れになりましょう」

「今日中に詮議が決することはないけれど、猶ゆう予よは今日明日ということになるかな。私と朱雀院の宮は同席するから、今日は君ひとりで回ってもらうことになる」

　大だい丈じよう夫ぶ？　という目を向けられて、透子は強くうなずいた。

「昨日、朱雀院の宮様に付き従っておりましたので、要領は理解いたしました。宮様のように皆みな々みな様さまとご面識があるわけではないのですが、せいいっぱい務めさせていただきます」

「頼たのんだよ」

　こちらも手て荒あらな真似まねはしたくないからね。

　そう告げた東宮は、非常ににこやかな、しかし本能的に背筋が凍こおるような笑みを向け、透子は「かしこまりましてございます」と頭を下げた。







　透子は昨日にひきつづき、東宮の勅ちよく使しという名目で帥の宮が訪おとずれた寺社を当たりはじめた。

　だが昨日回ってわかったとおり、帥の宮は新年の挨あい拶さつとばかりに顔を見せただけで、これといった話をした様子はなかった。

（本当に顔見せだけだったってこと？）

　しかしそれはまるで覚かく悟ごのうえでの最後のあいさつのようでもあり、透子はそのときの帥の宮の心境を思い浮かべてしまったが、かぶりを振って追いやった。

　自分は帥の宮の嫌けん疑ぎを晴らして、もう一度真正面から話をするのだ。

（今度はのらりくらりと躱かわさせたりしないんだから──！）

　そう気合いを入れなおして京の南から順々に回ったものの、手がかりをつかめないまま、二に条じよう大おお路じまで来たのは昼をすぎたころだ。

　ちょうど前を通りかかったついでに、二条邸ていに寄らせてもらった。

　邸の主あるじである父の二条大だい納な言ごん尭たか丞すけは出仕中、そんななかに東宮勅使の牛ぎつ車しやが入ってきたと家けい司しはあわてふためいたが、来たのが娘むすめの透子だと知ると胸をなでおろしていた。

「御ご用ようのついでにちょっと通りかかったものだから。すこし室へやで休ませてもらえる？」

　もちろん用件を探さぐられないための方便だ。

　紗子に仕えている透子がなぜ東宮様の勅使などという大任を──と家司は恐おそれおののいていたが、事情は訊きけないと察したらしい。

　随ずい従じゆうのもてなしを頼んで透子は室にもどると、表のざわめきに気づいたらしい龍尚と一虎が、室に顔を覗のぞかせた。

「今日はどうした」

「なんか透子、日に日に立派になって帰ってくるよなー」

　そのうち女によう御ご様の御み車くるまで帰ってきたりして、と一虎が軽口を言うと、龍尚に後頭部をはたかれていた。

「今日は寺社回りをしていたのよ。ご住職や宮ぐう司じにお会いするのに、東宮様の勅使のほうが都合がいいから」

「今日は物の怪探しじゃなかったのか」

「わたしは帥の宮様の足取りを追っているところよ。詮議がはじまってしまったから昨日今日で回りきらないといけなくて」

「ずいぶん疲れてるようだな？」

「そりゃあね。お相手は高こう僧そうや神官で聡さとい方ばかりだから気を抜ぬけないし、こちらも勅使って名目だからそうそう迂う闊かつなこともできないし。慣れない皮をかぶるのも大変なのよ」

「なんなら手伝おうか？　手分けしたら早いだろ？」

「ありがたいけれどそういうわけにはいかないの。一私人がお訊たずねしたところで、宮様とお話しした内容は教えていただけないでしょ。わたしも東宮様の使者という名目があるからお話しいただけているんだもの」

　すると「下々の者に話すことはないって？　身分ってめんどくさいよなー」とあまりに素す直なおにくさる一虎に透子は苦く笑しようした。

　宮中では身分がすべて、何事も身分ありきで考え、動くことを求められる世界だ。それをめんどくさいの一言で片づけられる性格がうらやましい。

「ふたりにはひきつづき、物ものの怪けの目撃情報探しをお願いするわ」

「わかった。おまえも無理するなよ」

「ありがとう。今朝の文ふみは見たけれど、それからなにか情報は入ってない？」

　邸やしきに寄った理由は、あたらしい情報があるかどうか確認するためだ。いまはすこしでも手がかりがほしい。

　しかし、「昨晩は本当にぱったり出なかったみたいなんだよなー」と一虎の答えは芳かんばしくなかった。

「街人の間でも見たっていう奴やつが出てこないし」

「そうなの……こちらとしては出てきてくれたほうがありがたいんだけど」

「宮中は物の怪が出たからって大おお騒さわぎになってたんじゃなかったっけ？」

「そうよ。おかしな話だけど、いまは出てきてくれないと困るの。昨晩から宮様は外出されていないのだけれど、それで物の怪が出てこないとなれば、ますます物の怪と宮様のつながりを疑われるから」

「帥の宮がつぶされたら次は紗子叔母おばに飛び火するんだろう？　大丈夫なのか？」

「そうなのよね……」

　言上によって藤原氏に火をつけることは覚悟していたし、勝てるケンカではないが、おとなしく負けるつもりもないと言っていた。

「とても聡い方だし、弁も立つから、一方的に濡れ衣を着せられて終わりということはないと思うわ。東宮様も朱雀院の宮様も詮せん議ぎの場にいらっしゃるし」

　そう付け足すと龍尚はかすかに眉まゆをひそめた。なにか思うところがあったようだが言葉にはせず、素っ気なく告げた。

「宮中まで送る」

「ありがとう。でも大丈夫よ。ちゃんと付き人がいるし、まだこれから回るところもあるから」

　物の怪のことお願いね？　そう言い置いて、透子は邸をあとにした。







「次はどちらにまいりましょう」

　随従に言われて透子は地図に目を落とすと、二条より南の寺社はすべて印がついている。すでに回ったということだ。

　残された場所は御ご所しよの周囲ばかり、その中に二条邸のほど近くにまだ行っていない場所があった。

（あ、これって……）

　二条邸の裏手の神社だ。はじめに一虎が言っていた幽ゆう霊れいの情報とも合がつ致ちする。

（そういえば、姫ひめ宮みや様の捜そう索さくはどうなっているかしら）

　物の怪の目もく撃げき情報を集めるとともに、かつて裏手の神社にいた姫宮の情報も集めてくれるように頼んであったが、龍尚はなにも言わなかった。

　しかし昨日今日で見つかるとは思っていないし、いまは帥の宮のことが優先だ。

「邸の裏手に回ってもらえるかしら？　神社を訪ねるわ」

　透子の言葉を受けた随従のひとりが先さき触ぶれに走り、ほどなく着くと老ろう齢れいの宮司が出で迎むかえた。

「おや、貴女あなた様は──」

　東宮の使者と聞いていたためだろう。よく見知った相手と気づいて、宮司は驚おどろきに眉をあげた。

「二条様の姫君がなにか御用でしょうか？」

「御ご無ぶ沙さ汰たしております。本日は二条大納言の娘ではなく、東宮様のご使者としてまいりました。先日こちらにいらした帥の宮様のことでお話を伺うかがいたいと存じまして」

　すると「ああ、帥の宮様ですか」と宮司はほっとした様子で、透子を奥の間へと案内した。

（なんの用事で来たと思われたのかしら？）

　ほかに思い当たることはないし、宮司の様子が気になったが、いまは帥の宮のことが第一だ。

「帥の宮様は、かの言上から大変なことに巻きこまれておいでのようですな」

　すでに宮司の耳に、詮議のことが届いていたらしい。

「はい。その言上について、帥の宮様はなにかお話しされませんでしたか？」

「さて、そのようなことは特には。ただいまの宮中の現状を憂うれいておられるような響ひびきがございましたし、長いあいだ祈いのっておいででしたので、心に決めるものがあったのやもしれません。ただ、今年も命日に来られそうにないとのことでしたので、その分も祈りを捧ささげていらっしゃっただけやもしれませんが……」

「命日、ですか？」

　いままで回った寺社からは聞かなかった言葉に、透子は思わず問い返すと、

「ええ。帥の宮様の御母堂がこちらで身み罷まかられましたので」

「え!?」

　予想外の事実に思わず声をあげてしまった。

「いつのことですか？」

「もう十年にはなりましょうか……宮様の父君は宮様がお生まれになる前にご薨こう去きよされまして、宮様は御母堂のご実家でお育ちになりました。御母堂は深いご寵ちよう愛あいを受けた御お方かたでいらっしゃいましたが御み世よは次代へと移りゆき、末にお生まれになった皇子のことを気にかける者はいませんでした。

　ですが御母堂にとってはそれこそが本ほん望もうだったのでしょう。世から忘れられて親王宣下も受けられずとも、忘れ形見の皇子と穏おだやかな日々を送ることができるならと、そう願っておられたと思います。しかし時の帝みかどであられた宮様の兄君が宮様を見いだされましてな。親王宣下をなされて、ご養子としてお引き取りになりました」

　十年前といえば、政まつりごとが乱れ、都で戦いくさがはじまろうとしていたころだ。

（たしか朱雀院の宮様も〈力〉のために門もん跡せきに入ることを求められていたはず……帥の宮様もその素質があったということ？）

　宮司はどこまで〈力〉を知っているのだろうと思ったが、帥の宮が訪おとずれていた寺社はすべて皇族所縁ゆかりの寺社だったはずだ。

　部外者の透子にはぼかして話しているが、おそらくこの宮司もまた〈力〉を持つ皇族としてこの神社を任されているのだろう。

「宮様は十になる前のいとけない御年でしたが、将来を嘱しよく望ぼうされて、都中の寺社に預けられました。宮様も世から見捨てられていたお立場からお引き立ていただいて、その期待に応こたえるように学問を修めてゆかれました……が」

　御ご母ぼ堂どうはそうではなかったのでしょうな……と宮司は嘆たん息そくを漏もらした。

「頼たのみとする帝を亡なくし、忘れ形見の宮様とも引き離はなされて、はじめは邸でふさぎこんでおられたのですが、やがて邸を抜けだして、みずから宮様をお探しになりはじめました。御お心こころを病やんでおられたようにございます」

「御心を……なぜそのようになる前に一目、宮様とお会いになることができなかったのですか？」

　親王となれば身分が変わり、多少の遠えん慮りよがいる立場となるのはたしかだが、生しよう涯がい会えなくなるわけではない。

「宮様がただの学がく生しようであれば、御母堂とお会いになることになんの妨さまたげもございませんでした。ですがそのころの宮様は、神仏にお仕えするための修しゆ行ぎように入っておられましてな」

　言葉を濁にごしたが、帥の宮が積んでいた修練はおそらく朱雀院の宮とおなじ類たぐいのもの──血に宿る〈力〉を用いるためのものだ。

「世せ俗ぞくへの未練は修行に障さわりかねません。ご養父代わりの帝は、貴族や寺社に対しても御母堂に宮様の居場所を伝えぬように指示なされ、宮様も御母堂がそのような状じよう況きようにあることをご存じありませんでした。そして宮様を捜さがしつづけ、ついに居所を知れぬままお亡くなりになったのがこの神社だったのです」

　透子は息を吞のんだ。

　この京のどこかにいるはずの我が子、しかし周囲のみなが貝になって口を閉とざし、手がかりさえつかめずにさまよい歩く日々はいかばかりだっただろう。

　母と早くに死に別れた透子でも、母の子を想おもう強い気持ちは理解している。あの紗子にさえ逆境に耐たえる覚かく悟ごをさせるほどだ。

（紗子叔母さまも七の宮様に親王の地位なんて欲ほつしていなかった。きっと帥の宮様のお母上もそう、主上の忘れ形見の宮様とただ穏やかにすごしたかったのに、〈力〉を見いだされたばかりに奪うばわれて、離れ離れに──）

　そのとき透子の脳のう裏りによみがえったのは、ある女によ人にんの声だ。

『わたくしの子を……！』

　その悲痛な叫さけびにいまの話が合致して、透子ははっと顔をあげた。

（それってまさか……！）

　幼くして母と引き離された帥の宮、帥の宮の行く先々に現れる子を探す幽霊──かさなる符ふ号ごうに鼓こ動どうが高鳴る。

「あの、帥の宮様はお母上の最さい期ごをご存じなのですか？」

「ええ。お亡くなりになったときに事情をお話しいたしました」

「そのとき宮様はなんと？」

「そうですか、と一言だけ。そして自分の務めのために御母堂につらい想いをさせたためでしょうか、なおいっそう学問や修練に打ち込まれるようになりました。しかし面には出されませんが、どれだけご多た忙ぼうであろうと命日にはかならずお寄りになっておられたので、心の中に重く留めていらっしゃるのかもしれませんなあ」

「───！」
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　透子は宮ぐう司じに礼を告げ、あわただしく神社をあとにすると随ずい従じゆうに叫んだ。

「お願い、内だい裏りに急いで！」

　牛が速度を上げ、車が揺ゆれるなか、透子は自身の手首をにぎりしめてふるえをこらえていた。

（まさかまさか……！）

　物ものの怪けは帥の宮が呼びだして弘徽殿にけしかけた──それは藤原氏の勝手な言い分だと思っていた。

　しかし、物の怪の正体が帥の宮に所縁ゆかりのあるかの女人で、帥の宮のあとを追って現れていたというなら、帥の宮が外出した先にしか物の怪が現れないことに理由がつくし、藤原氏の言い分はあながち噓うそではなかったことになる。

　そして、幽ゆう霊れいは帥の宮が召しよう喚かんしたわけではなく、かの女人の幽霊にも害意はない。けれども、所縁の相手だと知れば、帥の宮が呼んだと受け取られかねない。

　詮せん議ぎの場には東とう宮ぐうと朱雀院の宮がいるのでそう易やす々やすと嵌はめられることはないだろうが、物の怪と帥の宮の行動はつながっていたやもしれないことをふたりは知らない。

　東宮は、いざとなれば宮中の結界を解き、街中を徘はい徊かいしている物の怪を召喚することさえ考えていたが、それは帥の宮の咎とががないことを証あかすためのものだ。

　──しかし物の怪が本当に仮に帥の宮の母だったなら。その行為は帥の宮を追いつめることになりかねない。

（早く伝えなきゃ！　間に合って……！）







　随従たちの尽じん力りよくで早急に内裏に着くと、透子は梨壺ではなく承じよう香きよう殿でんに向かった。

　承香殿は政がおこなわれる紫し宸しん殿でんの裏手にある。帝の臨席しない詮議などは紫宸殿でおこなっていないだろうが、面議のあとに公く卿ぎようたちが場を移して詮議に入ったなら、詮議は必然的に紫宸殿とつながった場所でおこなわれる。

　近づいてみるとやはり紫宸殿に人の気配はなかったが、紫宸殿から連なる宜ぎ陽よう殿でんに公卿たちの姿が見て取れた。

　上座には東宮、その近くには朱雀院の宮の後ろ姿がある。帥の宮は陰かげになって見えない。左右に居並ぶ公卿に挟はさまれているのだろう。

（今日中に詮議が決することはないとおっしゃっていたけれど）

　早く伝えなければ。なぜか気が急せいて、胸が騒さわぐ。

（どうか無事に終わって──）

　紫宸殿と宜陽殿をつなぐ渡わた殿どの、その陰に隠かくれながら透子が祈いのっていると、徐じよ々じよにあたりが翳かげりはじめた。

　まだ春になったばかり、陽ひが傾かたむきはじめてから山の端はに日が沈しずむのは早い。

　審議が夜までつづくことはない。ほどなく終わるだろう──そう思った透子の脳裏に、ある言葉がよぎった。




　──逢おう魔まが時どき。




　ぶる、とふるえが走ったのは、その禍まが々まがしい響ひびきゆえか、駆かけ抜ぬけた一いち陣じんの風のためか。

　周囲はまた一段と陽光を失い、寒気を感じた透子が身を縮こまらせたそのときだ。

　まだ蕾つぼみもつかない若い桜木の傍かたわら。

　──そこに、女人の姿があった。

（えっ!?）

　内裏の、しかも紫宸殿の庭先に現れるにはあまりに質素な姿で──あの晩、街中で見かけたそのままの姿で女人はそこにいた。

「碧あおい……」

　息を詰つめて見つめる透子に、女人のかすかなつぶやきが風に乗って届く。

（やっぱり……！）

　その名は、いまは帥の宮と呼ばれる彼の幼名だ。宮中を去ってから生まれた帥の宮、その幼名を知る所縁ゆかりの女人は間違いない──帥の宮の母だ。

　女人は宜陽殿へと歩み寄り、人ひと気けのない前庭に歩を進める女人に宜陽殿の公卿たちも気づいたらしい。

「そなた、何者ぞ？」

　ざわめきはじめた公卿のひとりが誰すい何かするが、女人の足が止まることはない。

　女によ嬬じゆがまぎれこんだのかと訝いぶかしんでいた公卿たちだが、宜陽殿へ近づいてくるその存在に殿舎内もざわめきを増した。

　公卿たちのとまどいが恐きよう怖ふに変わった契けい機きは、ある叫び声だ。

「あの女、影かげがない……!?」

「なんだと!?　まさか──」

　夕陽に照らされてなお影を生まない存在。

〈物の怪〉──そんな言葉が公卿たちの脳裏にひらめいたらしく、みないっせいに立ち上がった。

「疾とく警護の者を呼べ……！」

「帥の宮様が呼びだされたのか!?」

　あわてふためく公卿たちの中で、帥の宮は宜陽殿で腰こしを落としたまま微び動どうだにしない。だが帥の宮が呼んだと思い込んでいる公卿たちは恐おそれおののき、帥の宮に詰め寄ることも捕ほ縛ばくすることもできずに遠巻きにするばかりだ。

　そんな公卿たちの間を割って、姿を見せた者がいた。──朱雀院の宮だ。

「みなさま、お下がりください」

　朱雀院の宮は事態を想定していたのか慣れているのか、実に落ち着いた様子だ。

　みな朱雀院の宮の〈力〉を知っているものか、公卿たちの逃にげ腰がすこし収まった。

（宮様はどうなされるおつもり？）

　物の怪を取り押さえて尋じん問もんでもするつもりだろうか。

　しかし朱雀院の宮は女人と帥の宮の関係性を知らない。いま尋問をすれば、藤原氏の歪ゆがんだ解かい釈しやくをくわえられて、へたをすれば帥の宮が呼びだしたという結論に誘ゆう導どうされかねない。

（どうにかしなきゃ……！）

　本当なら詮議のあとにゆっくりと事情を伝えて対策を練りたかったが、その前に彼女は姿を現してしまった。そして帥の宮が陥おとしいれられかねないこの状じよう況きようを、黙だまって見過ごすことなどできない──

　透子は覚かく悟ごを決めると、渡殿の陰から飛び出して叫んだ。




「その女人は帥の宮様が呼んだものではありません！」




　まさかこの場に透子がいると思わなかったのだろう。朱雀院の宮が驚おどろきに目を瞠みはり、小町殿？　と音にならないつぶやきを漏もらす。

「その女によ人にんは帥の宮様のお母上です！　この方は京にもどられた帥の宮様に会いたくて、現世に彷徨さまよい出てきてしまっただけなんです！」

　透子はありったけの声で叫んだ。

　公卿たちが信じてくれるかどうかはわからない。透子の目的もそこにはない。

　ただ、朱雀院の宮は自分の言葉を信じてくれる──その確信があるだけだ。

　突とつ如じよ、この場に現れた女人と後宮の女によう房ぼう、そして告げられた思いもよらない事実。公卿たちは驚きに呆ほうけたまま女人の顔を食い入るように見つめていたが、その中から「あっ」と声があがった。その女人に思い当たる者がいたらしい。

　朱雀院の宮もまた啞あ然ぜんとしていた。だが、すっ、と我われを取りもどしたかと思うと、懐ふところに手を差し入れる。そして抜いた手の朱雀院の宮の二指には符が挟まれていた。

「女房殿、お下がりください」

（えっ、なにをなさるおつもりなの……？）

　事実は伝わったはずだ。しかしほかならぬ朱雀院の宮の目は鋭するどく、敵を見み据すえるかのようだ。

「いくら宮の母はは御ご前ぜといえども、もはや現世にあるべきではない御お方かたです」

　思わぬ返答に透子は愕がく然ぜんとした。

（まさかお祓はらいになるおつもり!?）

　透子は、陵みささぎで土つち蜘ぐ蛛もを相手に戦う朱雀院の宮の姿を見ている。その符がどれほどの威い力りよくを秘ひめているかも知っている。怨おん霊りようですらないひ弱な女人の魂こん魄ぱくなど、一いつ瞬しゆんで消し去られてしまうことだろう。

（そんなことをしたら……）

　死してまで我が子を探してさまよい歩いていた彼女。

　彼女が消えれば、我が子を想おもうその気持ちはどこに行ってしまうのか──

（そんなのダメ……！）

　透子の眼前で朱雀院の宮が符を放ち、二羽の銀しろがねの鳥が女人に向かう。

　透子はとっさに駆け出すと、女人の前に立ちはだかり両手を広げた。

　嘴くちばしで威い嚇かくしながら矢のごとく一直線に向かいくる銀光。

　透子が恐きよう怖ふのあまりきつく目をつむったそのとき、瞼まぶたのむこうでまばゆい閃せん光こうがひろがった。

「────！」

　目を閉じていてもわかる激しい明めい滅めつ。透子は瞼を開けられず、耳の奥もきぃんと甲かん高だかい音が反はん響きようしていた。それがおさまりはじめると合間から途と切ぎれ途切れに、「いまのうちに」「お下がりを」「早く」という言葉が聞こえてくる。

（いったいなにが起きて……）

　薄うす目めを開けると、透子の眼前に立ちはだかっていたのは玻は璃りのような障しよう壁へきだ。

（なに、これ……）

　障壁は透とう明めいだが、光の歪みでそこにあるのがわかる。触ふれてみるとまさに玻璃のように硬かたく、冷たい。そして障壁の向こう側は深い霧きりに覆おおわれていた。

　霧のむこう側はどうなっているのか。目を凝こらしても窺うかがうことはできず、聞き耳を立てていると、足音や人の話し声が遠ざかっていく。

　そして、ふっ、と触れていた障壁の感覚が消えたかと思うと、障壁に触れていた透子の手はおおきな手のひらにつかまれていた。

「小町殿どの、ご無事ですか」

「朱雀院の宮様……？」

　優やさしい声こわ音ねに吞のまれかけたが、透子ははっと我に返って叫んだ。

「宮様！　なぜあのようなことを！」

「お邪じや魔まな方々には退散していただきました」

「え……？」

　指し示された方を見てみると女人もまた傷ついた様子はなく、薄らいできた霧のむこうへと歩き出している。

「──では宮様、先ほどのはまさか」

「母おや子この再会に水を差す者がいるのは無ぶ粋すいでしょう」

　どうやら朱雀院の宮は、女人に攻こう撃げきを仕し掛かけたふりをして霧を発生させ、戦いに巻き込まれないようにと公く卿ぎようたちを避ひ難なんさせるかたちでこの場から追い払はらったらしい。

　事情を知った透子は、ほっと胸をなでおろした。

　女人が帥の宮の母はは御ごだというのは朱雀院の宮も初耳だったろうに、よくあの一瞬で判断して行動に移してくれたものだ。

「お心こころ遣づかいいただきありがとうございます」

「礼を告げるべきはこちらのほうです。彼女の素す性じようをよく調べてくださいましたね」

「知りえたのはまったくの偶ぐう然ぜんです。立ち寄った神社であの方はお亡なくなりになったらしく、そこでお話を伺うかがうことができました。──あの、公卿たちはこの事実を信じてくれるでしょうか」

　透子が梅壺の女房だと気づいた者もいたかもしれない。梅壺と帥の宮が結けつ託たくして仕組んだことでは、そう言い立てられるのを懸け念ねんした透子だったが、

「二十年ほど前に宮中でときめいていらっしゃった御方ですから、年輩者の中には見覚えのある方もいらっしゃるでしょう。あれほど多くの目撃者がいれば、藤原氏といえども人の口に戸を立てられぬかと。それに共に下がった東とう宮ぐうがうまく丸めていてくださると思いますよ。人を丸め込むことにかけては異様に長たけていらっしゃる御方ですから」

　たしかに宜陽殿にいたはずの東宮の姿もない。打ち合わせをせずとも、阿あ吽うんの呼吸で役割分担ができているのだろう。その言に透子は安あん堵どの息を漏らした。

　ふり返ると女人は、庭に降りてきていた帥の宮にすがっている。そして帥の宮の両頰ほほに手を添そえると、その顔をじっと見つめながらその名を呼んだ。

「ああ、碧……」

　帥の宮の成人した姿など見知らぬはずなのに、女人の言葉にはなんの迷いもなかった。

　あれほど想っていた我が子との再会に、女人の頰にはいくつもの涙なみだが伝った。

「心細い思いをしていたのではなくて？　わたくしは心配で心配で……」

「お気遣いいただき申しわけございません、母上」

「慣れない暮らしで辛つらいことがあったのではない？　ひどい仕打ちを受けたりしなかった？」

　さすが元もと女によう御ご、宮中の勢力争いは身に染しみているらしい。

　その問いに「そのようなことはございませんよ」と帥の宮も笑えみを浮うかべたが、あいまいな笑みで返答を躱かわしたのだとわかった。

「もうこのようなところにいることはないわ。さあ碧、お邸やしきに帰りましょう」

　女人は幼い子の手を引くように帥の宮の手を取り、帥の宮は困ったように眉まゆを下げた。

「……申しわけございません。母上、私はともにゆくことはできません」

「まあ、どうして？　わたくしと一いつ緒しよに帰りましょう」

　女人の表情が翳かげったそのとき、女人の肩かたにゆらりと黒い影かげが揺ゆらめくのが見えた。

（あれは……）

「せっかく会えたのだもの。もう離はなれるのはいやよ、碧」

　おなじく気づいたらしい朱雀院の宮は目め許もとを厳しくして、帥の宮の傍かたわらに歩み寄って告げる。

「──宮、お離れください」

　朱雀院の宮の言にしたがって、帥の宮が片手を添えてゆっくりと手を離す。

　すると女人は帥の宮の手首を握にぎりしめて声をあげた。

「いやよっ！　碧！　どうして!?」

「──母上」

　帥の宮は宥なだめるように声をかけるが、錯さく乱らんした女人はもはや聞いていなかった。




「どうして帰ってこないの!?　どうして一緒にいられないの!?

　どうしてどうしてどうして……！」




　女人は正気とはほど遠い声をあげつづけ、それとともに女人の肩のあたりにうごめいていた闇やみがひろがってゆく。

「小町殿！　お下がりください！」

　声をあげつつ、朱雀院の宮は女によ人にんと帥の宮の間に障壁を張った。

　障壁の狭はざ間まにあった女人の手は雷らい撃げきに打たれ、女人は「きゃあ！」と声をあげてその手を帥の宮から離したが、

「碧！　碧……!?」

　と女人は障壁に取りすがった。

　浄じよう化かの〈力〉で作られた障壁は霊れい体たいである女人の身体からだを苛さいなむ。だが女人は己おのれの体が溶とけるのもかまわず障壁を搔かきむしりつづけた。

　目の前でただれゆく女人の手が、湯気のように気化してゆく。

　しかし朱雀院の宮は苦く悶もんの表情を浮かべながらも障壁を解くことはない。

　女人の手から立ち上る湯気は夕闇の色と溶け合わさって、女人の肩の上の靄もやと同化してゆく。

　この靄は夜の陵みささぎで見たことがある──〈土つち蜘ぐ蛛も〉だ。

　靄はだんだん大きさを増し、やがて女人の大きさを超こえたかと思うと、女人を一気に吞のみこんだ。

「────！」




　グアアアアァ────！




　もはや人語にならない咆ほう哮こうひとつ、中庭の砂じや利りが吹ふき飛び、あたりの建物にぶつかった。その威い力りよくは激しく、中には壁かべにめりこんだ石もある。朱雀院の宮の張った障壁がなければ、透子の体中に穴が開いていたところだ。

　物ものの怪けが出たことを聞きつけて、門から遠巻きにしていた者がいたが、そのすさまじさに身の危険を察して逃にげ出した。

　黒い靄は宮中の結界に阻はばまれているのだろうか、もがくようにうごめきながらも、夕闇を取り込むようにして膨ふくらみつづけている。

　そして喰くわれてなお、黒い靄から伸のびる白い両手──

　黒い靄から伸びるただれたその手だけがべつの意思をもって障壁を搔きむしりつづけ、その姿に透子は思わず顔を背そむけた。

　内だい裏りはそれ自体がひとつのおおきな結界だ。それを内から突つき破ろうと、靄は大気を震ふるわし、地を揺るがす。

　やがて靄は渦うずを巻き、小石を巻き上げはじめた。徐じよ々じよにその勢いを強めてゆき、透とう明めいな障壁の形さえ目視できそうなほどだ。

　念を込める朱雀院の宮は息を保とうとするが苦しげで、周囲は冷え切っているというのに、その面にはうっすらと汗あせが浮かんでいた。──ぎりぎりなのだとわかった。

「よろしいでしょうか」

　つとめて保たもつ息の合間からぽつりとこぼれたその言は、帥の宮への確かく認にんだ。

　朱雀院の宮は女人をもっと早くに祓はらうことができた。あの女人は闇に吞みこまれかけているということは、夜の街中で見かけたときからわかっていたことだ。透子が女人をかばったあのときでさえ、祓おうと思えば可能だっただろう。

　けれども朱雀院の宮はそうはしなかった。

　女人を攻撃するふりをして公卿たちを追い払い、母おや子この時間を与あたえた。それは幼いころに母と引き離された帥の宮の気持ちを慮おもんぱかったからだ。

　しかしその時間ももはやこれまで。

　そう言外に告げた朱雀院の宮に、帥の宮は「ありがとうございます」と告げた。

　そして帥の宮はひとつかぶりを振ふると一歩踏ふみ出し、己と母とを分ける障しよう壁へきを、愛いとしげに撫なでる。

　すると激しく渦を巻いて力を増ぞう幅ふくさせていた靄が、不意に動きを止めた。




　──アオ……イ……？




　もはや声ではなく、大気を揺るがすだけの音だ。

　帥の宮はしかたないとばかりに微び笑しようを浮かべた。

「夜の街を徘はい徊かいしているうちに、思いのほか多くの邪じや気きを呼び寄せていたようですね。これほどのモノを浄化するのは、いかに朱雀院の宮といえども難なん儀ぎなことでしょう。

　──母は、私が連れてゆきます」

　その宣言に「宮!?」とはじかれたように声をあげ、透子もまた息を吞のんだ。

（だって連れてゆくって……）

　この物の怪を、朱雀院の宮に代わって帥の宮が浄化するという意味ではない。母のいる黄泉よみの国に共にゆく──そういうことだ。

「母があのようなかたちの最さい期ごを迎むかえたのも、眠ねむりについていた母をよみがえらせてしまったのも、私が負うべき責めですから。

　母の最期を知らされたときからずっと考えていたのです。唯ゆい一いつの肉親をそのようなかたちで失ってまで、私に期待されたものはなんだったのだろうと」

　そして帥の宮はふっと笑みを浮かべた。

「しかしひさびさに都にもどり、一歩離れた場所から宮中を見たときに思ったのです。この状じよう況きようを覆くつがえすのが自分の務め、そのために自分はいたのではないか、と。

　もちろんそのような務めは、だれも課していないことはわかっていますよ。私は天に選ばれた特別な人間でもなんでもない、ただの路ろ傍ぼうの石です。小町殿どのは捨て石とおっしゃいましたが、路傍の石なりに使い道を考えました。

　最後にあいさつ回りに行った際、母が亡なくなったという場所で祈いのりを捧ささげて、その私の感情が、穏おだやかな眠りについていたはずの母の御み霊たまを揺り起こしてしまったのでしょう。結果的に私が呼びだしたようなものです。物の怪の一件が片付いたところで、藤原氏はあの手この手で追い潰つぶしにかかります。私はこのまま消えたほうがあなたたちにとっても都合がいい。ならば母の期待に応こたえるのも最後の孝行かと」

　帥の宮はついと視線を向けると、障壁に手を伸ばした。

　障壁を介かいして、すでに指先が失われた女人と手が触ふれ合う。




　──ああ、碧……




　彼女がどれほど我が子との再会を望んでいたか、涌きあがる歓かん喜きが伝わってきた。

　身体を喰われ、浄化の光に溶かされてなお伸ばされた手。痛いほどの想おもいがそこにあった。

（でもそれは──）

　身体の奥から湧わき起こる熱いものに押されるまま、透子は叫さけんだ。




「それはお母上の真のお望みではないと思います……！」




　思いがけない声に、帥の宮は「小町殿？」と視線を向けた。

「たしかにお母上は、幼い帥の宮様を求めて都中を探しまわられたことでしょう。けれどもそれは、帥の宮様が幸せにお暮らしになっていることを見届けたかったからだと思います」

　帥の宮がかすかに眉まゆをひそめる。

　彼がなにを考えているのか、声にせずともわかる。生前の母に会ったこともない透子が母の胸中を語る、その真意を読んでいるのだ。

「わたくしも母を早くに亡くしましたし、わたくしに子がいるわけではありません。けれども帥の宮様がかばってくださったわが主あるじ、梅壺の更こう衣い様と七の宮様を見ていてわかることがあります。

　それは七の宮様の母はは御ご前ぜである梅壺の更衣様は、けっして我が子の不幸など願っていないということです」

　その一言に、帥の宮は目を見開いた。

「お母上はあなたを探してさぞかしお会いになりたかったことでしょう。しかし宮様のお母上は我が子を黄泉に連れ去ろうとするような御お方かたでしたか？」

「それは──」

「いま、宮様を黄泉に引きずりこもうとしているのはお母上ではありません。宮様を想うお母上のお気持ちを食くらった闇やみのものたちです。いくらお母上の御姿を取っていたとしても、お母上の声がしたとしても、そのような闇のものの妄もう執しゆうに従ってはなりません」

　帥の宮が女によ人にんに視線をもどすと、指先を浄じよう化かで失ってなお、女人は障壁越ごしに触れあう帥の宮から手を離はなそうとしなかった。

　そこにあるのはたしかに母の情。けれども女人の身体からだはもう闇に吞みこまれている。

　袖そでから覗のぞく白い腕うでだけが、彼女の想いのかたちとなって留とどまっているのだ。

　帥の宮が逡しゆん巡じゆんしていると、かすかに障壁に亀き裂れつが入った。

　我が子に触れたい──その想いが一点に集約して、障壁を突き破ろうとしている。

　帥の宮もこの障壁も限界だと察したのだろう。

　覚かく悟ごを決め、亀裂のむこうの母の手を取ろうとした──しかし、その手が届くことはなかった。

　帥の宮の手首を摑つかむ手があったからだ。

「朱雀院の宮……？」

　朱雀院の宮は帥の宮の手首を摑んだまま、鋭するどく告げた。

「あなたに行っていただくわけにはまいりません」

「──だれかが収しゆう拾しゆうをつけなければいけないことです」

「私のためだとおっしゃるならやめていただきたい」

「見くびるな、と？」

「いいえ。ただの私のわがままです。私も彼女も、あなたに伝えたいことがある。だから勝手に幕を引かないでいただきたい」

　その言に帥の宮は苦笑を浮うかべた。

「では宮、手て短みじかにお願いできますか。これ以上の被ひ害がいを出すわけにはいきませんから」

　すると朱雀院の宮は帥の宮を見み据すえて、告げた。




「行かせるわけにはまいりません──あなたは必要な方ですから」




「…………」

　あまりに短い一言。しかし幼なじみであるふたりの間では、どれほどの思い出が積みかさなった言葉だろう。

　ただそれだけの言葉も、ふたりが過ごした時間と思い出に彩いろどられているにちがいない──ふたりの間だけに伝わる重みだ。

　見つめ合う帥の宮の目に逡巡が見て取れる。しかしやがて帥の宮がふっと表情をゆるめて、笑えみを浮かべた。

「……あなたにそう言われてはしかたありませんね」

　そして帥の宮は軽く腕をひねって朱雀院の宮の縛いましめから逃のがれると、「しばしお貸しいただけますか」と朱雀院の宮が腰こしに佩はいていた太刀たちをするりと抜ぬいた。

「申しわけありません。私の太刀は詮せん議ぎの前に預けてしまったものですから」

　帥の宮が抜いた太刀の刀身に刻まれていたのは、七星──天極を守護する星々だ。

　反りや焼きから以前盗とう難なんにあったものとはちがうが、あれはまさしく。

（七星剣……？）

　七星剣と呼ばれる太刀は幾いく振ふりもあり、全国の神社のご神体として祀まつられている。

　強い祓はらいの〈力〉を持つ朱雀院の宮は、そのうちの一振りを預けられているのだろう。

　帥の宮は奪うばった太刀の曇くもりなき刀身をほれぼれと眺ながめていたが、「宮？」と朱雀院の宮が声をかけると、「そのようにご心配なさらずに」と苦笑を漏もらした。

「しばらく都を離れて養生させていただいておりましたが、私とて〈七星〉のはしくれですから」

　本調子とは言えませんが、と前置いて、帥の宮は七星の太刀を水平に掲かかげる。

　そして榊さかきを捧げる神官のように厳おごそかに両手を離すと、その太刀は中空に浮いた。

　本能的に危険を察した靄もやが、警けい戒かいするように渦うずを巻きはじめる。

「なぜ離れ離れに、とおっしゃいましたね、母上。生前はお話しできませんでしたが、このためです」
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　その言葉とともに大気が揺ゆれ、空を切り裂さくように一条の光がはしった。

　透子が天をふり仰あおぐと、切り裂かれた光の合間から現れたのは、白銀の光を放つ竜りゆうだった。

　紫宸殿の庭どころか大内裏を覆おおいつくさんばかりに天に泳ぐその姿は、靄の大きさの比ではない。

「──申しわけございませんが、私にはまだ務めがあるようですので」

　その一言とともに白銀の竜が咆ほう哮こうし一いつ閃せん、宮中は日中よりもまばゆい光に覆われた。







　──そしてすべてを浄じよう化かしつくしたのち、夕ゆう闇やみの空からは、はらはらと銀の光が舞まいはじめた。

　帥の宮は、宴の夜に梅の花はな弁びらにしたように風かざ花はなのようなその光を袖そでに受け止めると、愛いとおしげに目を細めた。







[image: 終章　明かされる過去]




「帥の宮の詮せん議ぎの件、沙さ汰た止やみになりましてございます」

　一夜あけて、朝議を終えた朱雀院の宮は透子を訪ねてくるなりそう告げた。

「えっ、本当ですか!?」

「ええ。あの場にいた者が、曾そう祖そ父ふの御み世よの女によう御ごを見覚えておりました。帥の宮が現れた場所に物ものの怪けが現れる、そう先に言い立てたのは藤原氏だったので、母はは御ご前ぜんであればさもありなん──と言われては納なつ得とくせざるをえず、収まったかたちです」

「ではわたくしへの嫌けん疑ぎは？」

「それも東とう宮ぐうがご証言されましたので、これ以上追つい及きゆうされることはないでしょう」

　その言葉に透子はほっと息をついた。これで弘徽殿からの濡れ衣は無事躱かわすことができた。

「あの藤原氏が思いのほか早々に手を引いてくださいましたわね。もっと引ひき延のばされるかと思いましたけれど」

「東宮のご証言により、弘徽殿側は梅壺の女によう房ぼうを虚きよ言げんで陥おとしいれようとしたことがあきらかになりましたので、これ以上追及して蛇へびを出すような真似まねはしたくないのでしょう。

　虚言を申した弘徽殿の者については、弘徽殿に処しよ遇ぐうを任せるということで手打ちになりました。ですが生きものの殺せつ生しように及およんだことは主上も御心にかけていらっしゃったので、内々に言いふくめることもおありでしょうね」

　今後は嫌いやがらせのために生きものが犠ぎ牲せいになるようなことはない──そう知って、透子は安あん堵どの息を漏らした。

「それに今回、藤原氏が真に狙ねらいをさだめていたのは帥の宮でしたので、目もく論ろ見みがはずれたことも早々に手を引いた理由のようですね」

「帥の宮様、ですか？」

　たしかに遠えん慮りよなく正道を口にする帥の宮は、藤原氏にとって面めん倒どうな人物にはちがいない。

　しかし身分的には三さん品ぼん大宰帥、政略的に陥れなければならないほどの相手だろうか──と小首をかしげていると、朱雀院の宮が事情を説明してくれた。

「小町殿どのは宮中に上がられる前なのでご存じないと思われますが、あの方は、宮中にいらしたころは主上や東宮のご相談役でいらっしゃったので」

「えっ、そうなのですか？　お若いのに大変なお役目の方だったのですね」

「帥の宮は私の祖父である院が手塩にかけてお育てになった御方、院の生前は院の意向を父ちち帝みかどに伝える役目を務めておられました。その関係で、院亡なきあともお二方の側そばにいらっしゃったようです」

　いまの御世に治天の君である〈院〉は不在だが、時代によっては退位した帝が院となり、宮中に匹ひつ敵てきするかそれ以上の権勢を持っていた。

　帥の宮はその院と帝の橋はし渡わたしをおこなう存在だったのだ。

「ならば、そのような信任の厚い御お方かたをどうして大宰に？」

　親王がつく職はさまざまあれども、大宰府ほど遠い赴ふ任にん先はない。相談役なら側に置いておきたかっただろうに、どうして大宰帥に任じたのだろう。

「帥の宮はある一件で藤原氏とぶつかりまして、痛み分けのかたちで身を引いて京を去られました」

　そのときにも帥の宮は、藤原氏に睨にらまれることを恐おそれてほかの貴族たちが言えないようなことを口にしたのだろう──そう予想はついたが、「というのが表向きの話です」と朱雀院の宮の言葉はつづいた。

「表向き？」

「ええ。実のところはそのころ土つち蜘ぐ蛛もとの戦がつづき、激しい戦いのなかで帥の宮は〈力〉を失ってしまわれたのです」

「え!?」

「〈力〉は私たちには生まれつき備わっているものですから感覚を断たたれたのもおなじ──そうですね、ある日突とつ然ぜん、両目が見えなくなるようなものだと思っていただければおわかりいただけるかと。

　心身ともに不安定になられた状じよう況きようで、政まつりごとでは藤原氏からの圧力が強く、いまの状態で戦われるのはきびしいと、東宮が京を離はなれることを勧すすめられたものと思っていたのですが……」

　実のところはご静養のためだったようですね、とつづく言葉はやや憤ふん慨がいの響ひびきを帯びていた。帥の宮の〈力〉が回復していたことを、朱雀院の宮は聞かされていなかったらしい。

　しかしそれは、帥の宮が将来出家を考えていたことを知らなかったとくやしがっていた姿とかさなって見えて、本当に仲がおよろしいのね、とほっこりした。

「藤原氏も宮が〈力〉を持っていたことは知っていましたが、やはり失ったものだと思っていたようです。もはや〈力〉を持たない名ばかりの親王だと、この機に讒ざん言げんで陥れようとしていたところに昨晩の一件です」

「ああ……」

　帥の宮は朱雀院の宮の佩はい刀とうを抜ぬくと、神しん獣じゆうを召しよう喚かんして土蜘蛛を一いつ掃そうした。

　あの〈力〉を目まの当たりにして、いまの帥の宮を敵に回したいと思う者はいないだろう。

「ご本人いわく本調子ではないとのことですが、順調にご快復しておいでとお見受けしましたので、近々宮中におもどりになるのではと思われます。七の宮擁よう立りつ派の件も帥の宮がお調べ下さるそうですので、遠からず実体が判明するかと」

「そうなのですね。ですが今回帥の宮様が京にご滞たい在ざいのうちに、ぜひともお話しする機会をいただければと存じます」

　たしかに弁も立つし、頭も切れる人かもしれない。しかしそれゆえか、自分の命さえも道具と割り切って方策を立ててしまう人だ。

　そんな彼に伝えたい。

　自身を政略の道具として粗そ末まつにしないでほしい──と。

　その言葉を帥の宮に伝えたところで、本当に届けたい相手に届くわけではないことはわかっている。

（けれどそれを出自に伴ともなう責務として負っていらっしゃるなら）

　かの姫ひめ宮みやとおなじ業ごうを抱かかえつづけている帥の宮に伝えたい。帥の宮と話をして、すこしでもあの日の姫宮の想おもいを理解したい。

　そしていつかこの想いが姫宮にも届きますように──

　透子は胸の中の大切な思い出に、そう祈いのりを捧ささげた。







　一方、透子を見下ろす朱雀院の宮は、彼女が帥の宮に会いたいと望む意い図とを理解していた。

　彼と会って伝えたいのは、一昨日おととい牛ぎつ車しやの中で語っていたことだ。

『あなたの一生は皇族の血に縛しばられただけのものではない、ご自分のための生でもあるのですから、ご自身の本当の望みを叶かなえてください』

　その言葉は帥の宮に、そして昔会った姫宮──かつての自分に向けられたものだ。

　たしかにあのころの自分はいまの帥の宮とおなじか、それ以上に血に縛られていた。

　しかし同時に脳のう裏りによみがえったのは、今朝、帥の宮からかけられた言葉だった。




「まさか、あなたに引ひき留とめられるとは思いませんでしたよ」

　今朝、梨壺に立ち寄ろうとしたところで帥の宮と出くわし、開口一番そう告げられた。

「以前のあなたはそのような方ではなかったのに、時の流れはいろいろなものを変えてくれるものですね」

　面おも白しろがる風ふ情ぜいの帥の宮に、自分はきわめて事務的に「そうでしょうか」と返した。

　帥の宮はわずかな感情の動きも見み逃のがさない。穏おだやかな笑え顔がおの裏で、心の奥まで覗のぞきこんでいる人だ。

　その心の機き微びを読み取る観察眼を買われて、若くして院と帝の連れん絡らく役の務めを任された。なんとなれば、相手の望むことだけを口にして、万ばん事じ丸く収まるように立ちふるまうこともできるだろうに、そうはしないのが〈彼〉という人となりでもある。

「ええ。以前のあなたなら、ああはおっしゃらなかったでしょう。せいぜい、最後に使い道があるなら死んで役に立ってこい、くらいでしょうか」

　さすがにそこまで非道なことを言ったことはないし、それを口にするとしたら東宮ではないかと思ったが、自分がそれに近しい考え方かたをしていたのは事実だ。

　自分の判断基準は、国の役に立つか立たないか。

　それは自身に問いつづけてきたもので、かつての自分は、その基準を周囲に対しても向けていた。

　土蜘蛛の攻こう勢せいが激しい時期に〈力〉を失い、京を離れることになった彼。戦線離り脱だつする彼に、自分はなにも声をかけなかった。幼いときから長年知っている相手だけに、もちろん情はあった。だが彼はもう戦えない者──そう心の中で切り捨てていた。

「そのことをべつに責めるつもりはありませんよ。私もそのように考えていますから」

　しれっと告げる非道な告白に、おい、と内心思ったが、

「おなじ方の下もとで育ったわけですから、考えが似たりよったりになるのも仕方ありませんよ」

　と、救いになっているのかどうだかわからない言葉を帥の宮は付けたした。

「それでも私はまだ救われていたほうだと思っていますよ。すくなくとも母の許もとで過ごしていた数年間は、自分が何者であるかと問うことも問われることもなく、あるがままの自分を受け入れてもらえていたわけですから──しかしあなたはそうではなかった」

「───」

　たしかに自分は物心ついたころから母はなく、あのような無む償しようの愛情を向けられた記き憶おくはない。

「ですからあなたには辛つらいものをお見せしたかと思っておりました。そんなあなたが、あのようなことをおっしゃったからなおさら驚おどろいたのですよ。あなたは時々こちらが驚くような変化をお見せになりますね」

　だから見ていて面白いのですけれどね、という言は、遊びの対象として見ていることを隠かくしていない。

「そのような情をどこで得てこられたのでしょうね？」

　それ以上の追つい及きゆうを避さけたくて、「私とて、いまは人の世に生きておりますれば」と素っ気なく返すと、帥の宮はしれっと爆ばく弾だんを投げつけてきた。

「そういえば幼いあなたが朱雀院においでになって、出家を拒こばまれたときもそうでしたね。

〈神み子こ〉であらせられたころのあなたは、私よりよほど現世に未練がないような御方だったのに、どこでそのような自我を見つけてこられたものやら」

　自分は思わず「宮？」と問い返していた。

　なぜ帥の宮が神子のころの自分を知っているのか──

　しかしその答えはいとも簡単に明かされた。

「私はあなたと、朱雀院ではじめてお会いしたわけではないのですよ」

「……はい？」

「私も東とう宮ぐうとともに、かの神社の宮司を訪ねておりましたから。東宮があなたとお会いになっている間、私は宮司とお話ししておりましたが、もちろん東宮のお従弟いとこ君ぎみが神子としてご滞在していらっしゃることは存じておりましたよ」

「───！」

　東宮が宮司に会いに来ていたことは知っている。そこで自分とも会い、神子であったころの思い出話にいまだに、「姫宮だったらまちがいなく妃きさきに迎むかえたのになあ」と言われる始末だ。

　しかしまさか帥の宮も共に来ていたとは──いままで気づいていなかった自分の迂う闊かつさが呪のろわれる。

「神子であったあなたは、皇族の務めに実に忠実な方だった。しかし神子からただ人びととなり、朱雀院に来られたあなたは別人のようでした。私は、兄上──あなたにとっては祖父であるあの方に命じられるまま、なんの異論を唱えることもなく、粛しゆく々しゆくと門もん跡せきに入られるとばかり思っておりましたから、ご下命を拒まれたときはなにが起きたかと思いましたよ」

「……そうしたい気分だったのですよ」

　苦しまぎれの言い逃れに、

「そういうことにしてさしあげてもかまいませんが。まあ、反はん抗こう期はだれしもあることですしね。あなたの場合は多少長かったようですが」

　とすかさず追い打ちをかけてくる。

「それからのあなたは、兄上の命に背そむきながらも国のために生きてこられたし、べつにそれも良いのではと思っておりました。──ですが今回、あなたは私を引き留められた。私の〈力〉がもどっていることを知る前に、です。以前のあなたなら、もはや使い道のない私に好きにさせてくれたでしょうに、なにがあったのでしょうね？」

「………」

　伝えるべきか、と逡しゆん巡じゆんした。伝えることではない、とも思った。

　しかし帥の宮はともに皇族としてこの国を守る〈同志〉だ。

　もし彼が宮中にもどれば、東宮の右みぎ腕うでとしてその才を振ふるうことになる。そのとき手て駒ごまのひとつである自分をどう使うのか、その使い道を惑まどわすようなことがあってはならない。

　なんの関係もないただ人びと相手に興味を抱いだく人ではない。

　自分がどのように考え、どのような信念に基もとづいて動く人間なのか。彼は知っておく必要がある──必要があるからこそ訊きいているのだ。

「昔……生きていてほしいと、守りたいと思う人がいました。守るためには土つち蜘ぐ蛛もなどという過去の産物ではなく、現世に跋ばつ扈こする者たちと戦わねばならない、そう思ったのが出家を断った理由です」

「……ほう」

「そして最近、人は駒ではないのだと──望むもののために生きてよいのだと、言ってくれる人がいました」

「ああ、だからですか。〈彼女〉の代わりに言ってくださった、そういうわけですね」

　最低限の情報しか与あたえていないというのに、帥の宮はさっくりと見み抜ぬいた。

「……東宮からなにかお聞きに？」

「まさか。東宮はこのような面白いことはご自分ひとりで楽しまれる方ですよ」

　その性格もどうかと思ったが、「ならばなぜ」と問うと、「訊くまでもなくわかりますよ」とあきれた顔で返された。

「彼女にすこし声をかけただけで、射い殺ころされそうな目を向けられましたから」

　そんな目をしていただろうか、という思いまで見抜かれて「ご自覚がないならばそれもかまいませんが」と返されて、そして帥の宮は言を継ついだ。

「本心にしろどなたかの代弁にしろ、誰だれよりもご自身の出自を重く受け止め、私よりも重い務めを負っているあなたに言われては、私も勝手に逝ゆくわけにはゆきませんでした」

「───」

　思わず息を吞のんだ。

　帥の宮は、わざわざ昨晩の心境を説明したわけではない。血のしがらみから解き放たれそうになっている自分をきっちりと以前の枠わくにはめるために、そう告げたのだ。

　己おのれが現世に踏ふみとどまったのは自分が出自に伴ともなう務めを果たせばこそ、母と共に逝く道を捨て、現世につなぎ止めただけの責任は果たしてもらう、そういう脅おどしだ。

　それを破ったときの報復は、自分の弱点である彼女に向かうだろう。彼女を人ひと質じちに取られたも同然だ。

　──やはり前さきの院の懐ふところ刀がたなと称しようされた人物だけある。

　院亡なきいまも、その刃やいばはみじんも錆さびついていない。

　ふたりの間の空気が張りつめる。しかし帥の宮は、ふっと表情をゆるめて、言葉を継いだ。

「いまのあなたは政まつりごとの駒としてではなく、ご自分が生きる理由を見つけられたのですね」

　そして帥の宮は穏やかな目で告げた。

「人として、執しゆう着ちやくを持つことはよいことですよ」──と。




　──執着心皆かい無むのあなたがそれを言うのですか、と心の中でつっこみつつも、それまでに何度も不意打ちを食くらわされて精神力をがっつり削けずられていたせいもあって、口にすることはできなかった。

　射殺されそうな目を向けられましたから──その言もおそらく事実だ。

　いま目の前にいる彼女は、帥の宮に言葉を届けるために会いたいと言った。しかし会わせたくないと思う自分がここにいる。

　帥の宮は神童と呼ばれたそのままに成長した人で、自分よりもよほど達観している。しかしそんな彼でも彼女の言葉にきっと揺ゆらぐ──彼女の言葉はきっと彼の心に刺ささると確信している。

　なぜなら帥の宮の言うとおり、自分たちの根はおなじだからだ。

　血統により生まれながらに身分が決まり、立ち位置が決められ、常に政の駒として扱あつかわれてきた自分たち。国を守ることは気持ちなど関係なくもはや義務にすぎない自分たちにとって、なんら義務ではないにもかかわらず国を守りたいと願う彼女は異質な存在だ。

　もう、戦いくさで傷つく人を見たくないと彼女は言った。だからといってひとり安全な場所に逃にげるのではなく、人が傷つけあうことがないよう戦を防ぎたいのだという。

　そのような想おもいはどこからあふれてくるのか。

　こんこんと湧き出でる心の泉を、帥の宮は不可思議に思いながらもきっと惹ひかれるにちがいない──そうわかっていればこそ、会わせたくない。

　我われながら狭きよう量りようなことだなと自じ嘲ちようしたところで、ある声こわ音ねが脳のう裏りによみがえった。

『そんなところで無む駄だな矜きよう持じはいらないからね？』

　しれっと告げられた一言に頭をはたかれた気分だった。──こんなときに出てこなくていいものを。

『そんなところで賢さかしらにならなくてもいいと思うよ』

　──賢しらぶって消せる気持ちなら苦労はない。

　とはいえ、いまの自分は彼女に対していったいなにができるだろう？

　自分との思い出が彼女の中で息づいているのは嬉うれしいが、彼女の心の支えになっているのは過去の守るべき姫ひめ宮みやであって自分ではないし、正体を明かすつもりもない。

　彼女を守りたいと思う。それは自分ひとりの勝手な感情にすぎない、そうわかっているが、それこそ彼女が教えてくれたことだ。

　与えられた使命ではない。心から涌きあがるその想いこそが、自分自身なのだと。

　はじめておぼえる感情にとまどいもあるが、それ以上に大きな充じゆう足そく感が心を満たしている。

　それは、あるかないかすら定さだかでなかった心に、彼女が注いでくれたものだった。

「──あのっ、宮様」

　なにやら思し惟いに沈しずんでいた彼女が、はっと我われに返って顔をあげた。

　見つめすぎて視線を察知されたのだろうか、とも思ったが、取りつくろう必要もない。

　至近距きよ離りから見上げられるその面に愛いとしさをおぼえて、感情のままに答えた。







「なんでしょうか」

　声をかけたのは透子のほうだったが、向けられた朱雀院の宮の穏おだやかな瞳ひとみに透子はあわてふためいた。

（あああ、わたしやっぱりこの顔に弱いのかも……！）

　自分が容姿のことで揶や揄ゆされることもあって、外面と人ひと柄がらは別でしょと冷めている透子だが、いまばかりは面食い呼ばわりされても否定できない。

「どうかなさいましたか、小町殿？」

「あっ、あの、その呼び名のことなのですけれど！」

　本当は帥の宮と会う機会を求めるはずだったのだが、返答をもらえないままおたがい思惟に沈んでしまった。答えがないということはあまり気乗りしないのだろうと、話を変えた次し第だいだ。

「呼び名？　それがどうかしましたか？」

　朱雀院の宮は、意外なことを言い出されたかのように問い返す。

「あの、わたくしのことは〈綾小路〉とお呼びいただけないでしょうか」

「……またなにゆえに？」

「〈小町〉と呼ばれるのは面おもはゆうございますので……」

　嫌いやがらせで呼ばれているときは悪意とともに受け止めていたが、悪意のない相手から〈小町〉と呼ばれると、そのようなたいそうなものではないのに、とおそれ多く感じる。

「ああ、申しわけございません。しかしながら、そうお呼びすると、主上とおなじになってしまいますので」

「主上、にございますか？」

　一いち女によう房ぼうにすぎない透子は帝みかどに呼ばれたことなどない。

　どういうことかと目をぱちくりとさせていると、朱雀院の宮が事情を明かした。

「主上はいまも梅壺の更こう衣いをそう呼んでおられるので」

「あっ、中ちゆう宮ぐう様の……？」

　紗子が中宮の女房をしていたときの女房名、それが〈綾小路〉だ。透子の女房名はその名にあやかったものだが、いまだに紗子をその名で呼ぶ者がいたのだ。

（たしかに主上とおなじなのはまずいわよね）

　ならばこのままで──そう言いかけた透子に先んじて、「ではそうですね……」と朱雀院の宮が口を開いた。

「綾殿──」

（───！）

　その声音に心臓が大きく跳はね、

「と、お呼びするのではいかがでしょうか？」

　とつづく言葉は、ばくばくと耳の奥で脈打つ合間にかすかに聞き取れただけだった。

　透子は動どう揺ようを隠かくすようにわずかにうつむいて、「ええ、そう呼んでいただければ……」と返すと、

「ならば、ふたりきりのときはそうお呼びすることにいたしましょう」

[image: ]

　と朱雀院の宮はうなずき、追い打ちをかけるように耳元でささやいた。

「では綾殿、また」

　──その威い力りよくたるや絶大だった。一いつ拍ぱく遅おくれて、気き恥はずかしさが身体中から涌きあがってくる。

　朱雀院の宮が去ったあとも優やさしい声音が耳の奥でこだまし、そのくすぐったさにますます鼓こ動どうが高鳴った。

（特別な名を作ったりして、せっかく小町を回かい避ひしたのに意味ないじゃないわたし……！）

　透子は墓ぼ穴けつを掘ほったことに気がついたが、あとのまつりだ。

（真ま名なでもないのにどうして!?）

　これは呼び名、ただの呼び名、それ以上のなにものでもないから！　──と念仏のように唱えつづけた透子だったが、透子の鼓動はそう易やす々やすと聞き入れてくれそうになかった。
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　透子が理由のしれない気恥ずかしさに折り合いをつけて、今回の一件の次第を知らせに二条邸ていにもどったのは午ひる過ぎのことだ。

「手伝ってくれてありがとう。おかげで帥の宮様も叔母おばさまもお咎とがめなく、無事終わったわ」

　その言に「ついでに藤原氏もお咎めなしなんだろ？」とすかさず突つっ込んだのは一虎だ。

「あっちは散々嫌がらせしておきながらさあ」

「表向きの処しよ罰ばつは下されなかったけれど、主上ご臨席の場で決まったことだもの。主上の弘徽殿への心証はよくないでしょうね」

　後宮は身分もさることながら、帝の寵ちよう愛あいがものを言う世界だ。

　殺せつ生しようの一件は帝の耳に届いていると朱雀院の宮は言っていた。それで帝が気分を害したというなら、弘徽殿の女によう御ごにとってこれ以上ない罰となるはずだ。

「宮中のことはよくわからないし、透子がそれでいいっていうならいいんだけどさ」

「いろいろ調べてくれてありがとう。東宮様からこれを御ご下か賜しいただいたのよ」

　梨壺から届けられたのは上じよう菓が子しだ。

　宮中としては東宮から御お礼れいが届けられたことが重要で、これ以上梅壺への疑惑を追及できる者はいないということだ。包んでいた布や菓子の入っていた蒔まき絵え箱もどこの名人が何年かかって作ったのかというほど立派なものだったが、宮中の事情など知ったことではない一虎には中身の菓子が一番だろうと持って帰ってきた次第だ。

「うまそう！」

　と上菓子に飛びついた一虎だったが、「すっごい上品だなー」と菓子職人の匠たくみの技わざに感心し、食べるのがもったいないとばかりにしばし眺ながめることにしたらしい。

「なあ龍兄も見てみなって」

　一虎が話を振ふるが、龍尚は階きざはしに腰こしを下ろしたまま室内に入ってこようとせず、あきらかに様子がおかしい。

（どうしたのかしら？）

「そういや龍兄、ほかにもなにか調べてなかったっけ？」

　その言にぎろりと睨にらみつけられた一虎は、「あ、お茶でももらってこようかなー」と菓子箱を持ってそそくさと場を外した。

　龍尚が重い腰を上げて室へやに入ってきたのはそれからだ。

「──なあ、透子」

「……なによ、あらたまって」

　宮中での土つち蜘ぐ蛛も退治の一件は龍尚の耳に入っていないはずだが、また危険な真似まねをしたのかと説教するつもりだろうか。

　しかしそのことなら退ひくつもりはないと心に決めて、「なにか深刻な話？」と話を振ると、龍尚は真顔のまま告げた。

「姫ひめ宮みやのことだ」

「えっ!?　姫宮様が見つかったの……？」

　嬉うれしいはずの報しらせ、しかし龍尚の面おも持もちから、よくない報せであることは予想がついた。

　子どもにかぎらず流行はやり病やまいで命を落とす者もすくなくないし、直接の戦火がなかったとはいえ京の街中はものものしく、悪あしき気がめぐる状態だった。清せい浄じような月の世界の住人であるような姫宮がすでに儚はかなくなっていてもおかしくない。

　透子はとくとくと鼓動が早はや鐘がねを打つのを感じながら、意を決して口を開いた。

「覚かく悟ごはできているわ。……教えて」

　しかし、告げられたのは予想外の答えだった。




「──姫宮なんて、いなかった」




「え？　いなかった？　どういうこと？」

「言葉どおりだ。裏手の神社には姫宮なんていなかった」

「いなかったなんて、そんなバカなことないわ。わたしは実際に神社で会っていたのよ？　わたしは幽ゆう霊れいにでも会っていたというの？」

　実体のある幽霊はつい先日見たばかりだが、神社に棲すみついている幽霊などいるだろうか。一発で浄化されそうなものだ。

「ちがう。そういう意味じゃない」

「じゃあどういう意味よ」

　要領を得ない返答に問い返すと、龍尚は告げた。

「いたのは姫宮じゃない。〈神み子こ〉だ」

「……巫女みこ？」

「ちがう。巫女じゃなく神子だ。ご神体とおなじように祀まつられる子どもだ。稚ち児ごともいうな」

「え、どういうこと……」

　透子も聞いたことがある。

　子どもはおおよそ七つまでは神のうちとされ、神と同様の存在として美しく飾かざり立てて祀られる。それらは皇族から選ばれることが多い。

（でもそれって……）

　透子が思い至ったそれを、龍尚は言葉に替かえて告げた。




「裏手の神社にいたのは、姫宮じゃない。──宮だ」




　呆ぼう然ぜんとする透子を、吹き乱れる春風がなぶって駆かけ抜けていった。







　あとがき




　こんにちは、九く月つき文あやです。本書をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　本巻は「春しゆん天てん繚りよう乱らん」シリーズ第２巻になります。概がい要ようといたしましては、




　七しち星せい剣けん事件が解決し、穏おだやかな日々を謳おう歌かしていた透とお子こ。しかし、とある公きん達だちが「紗さや子こを女によう御ごにしてはどうか」と爆ばく弾だん発言をしたことで、紗子の女御宣せん旨じを恐おそれる弘こ徽き殿でんからふたたび執しつ拗ようないやがらせを受けることに。

　透子は公達に宮中に波風を立てないでほしいと訴うつたえますが、その公達──帥そちの宮みやは受け入れてくれません。その一方で宮中に物ものの怪けが現れ、弘徽殿は梅うめ壺つぼが呪じゆ詛そして物の怪を呼び出したにちがいないと濡ぬれ衣ぎぬを着せてきます。

　はたして、穏やかだった宮中に一石を投じた帥の宮の思おも惑わくとはいったい──？




　ということで本巻から新たな宮様、帥の宮が登場します。

　帥の宮は敵か、味方か？　ネタバレになりそうな話はあとでしますね。




　最近、プロフィールにも書いたとおりアンテナショップにはまっています。各県の特産品を集めたお店ですね。特産品が美味おいしいうえに今年はふるさと割でお得！　訪おとずれたことがないような場所でも、こういうものを作ってらっしゃるんだなあ、とあらためて理解できていいですね。いままで旅といえばゆく先は観光地ばかりでしたが、地元で採れた美味しいものを食べにゆくのもいいなと思いました。

　あとは、開腹手術につづいて内視鏡手術をしました。自分の体内をはじめて見たのですが、最近のカメラはすごいですね！　呼吸に合わせてうごめく赤がなんともなまなましく、なんて新しん鮮せんなお肉……！　とべつの意味で感動してしまいました。

　病気をすると食しよく欲よくが落ちると言われますが、私の場合はどんどん食べてしまったので、また運動して余分なお肉を燃やしたいと思います。




　──と、行を置いたところで本編のお話をば。ネタバレ含ふくみますのでご注意くださいませ。

　本巻は宮様三人衆そろい踏ぶみとなりました。帥の宮は三兄弟の長ちよう兄けいという位置づけですね。弟分二人が、東とう宮ぐうとやさぐれてたころの朱雀すざく院いんの宮みやですから、さぞかし苦労したことでしょう。ちょっとやそっとでは動じない彼を作った遠因は、あの二人にある気がします。そして自分が動じないわりに周囲には嵐あらしを呼んで平然としているという、すこし困った人でもあります。

　次兄格の東宮は、平然と長いものに巻かれながら裏工作というスタンスですね。表向きには無害なのに、近くで本ほん性しようを知ってしまうとこき使われてしまう厄やつ介かいな人です。

　そしてもっともこき使われている三男格の朱雀院の宮。一の宮で長男のはずですが、宮様三人の中ではすっかり末っ子で、わがままが見みえ隠かくれしはじめました。透子を真ま名なで呼んでいる龍たつ尚ひさにも内心むかついていたんでしょう。愛あい称しよう呼びで対たい抗こうしはじめました。今巻では鉢はち合あわせしなかったふたりですが、いろいろと場外戦の様相を呈ていしております。




　と三者三様に困った宮様ですが、宮中で孤こ独どくな戦いをしていた透子にも、だんだん仲間が増えてきました。しかし、いままでは「後宮で紗子を守ること」と「藤ふじ原わら氏の専横を防ぐ」ことがイコールだったのですが、かならずしも一いつ致ちしないことがわかり、透子は紗子と道を分かれて自身の望みにむかって進みはじめることになりました。

　見える敵と見えない敵。まだまだ権力争いの敵は大勢いますが、透子が魔ま窟くつの宮中でどのように道を切り開いていくのか、お付き合いいただけると幸いです。




　では、またみなさまとお目にかかれることを祈いのりつつ。
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